Fama nd Order matar 


X 


z 


スペ ー ス ・ イ シュ タル 012 
カラ ミ テ ィ ・ ジ ェ ー ン 046 
アス トル フォ (EAN) 064 
y ナイ チン ゲー ル 〔 サ ンタ 〕 082 
超人 オリ オン 092 
マン ドリ カル ド 114 
エ ウ ロ ペ 134 
楊貴妃 156 
清少納言 176 
オデ ュ ッ セ ウ ス 202 
ディ オス クロ イ 226 
カイ ニス 250 
ロム ルス = クィ リ ヌ ス 268 
ボイジャー . 288 
鬼女 紅葉 304 
宇津 見 エリ セ ۴ 320 
アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー 330 
OTHERS = 364 


- 
= 


FatefGraend Od material 
X 7 
۲ 


キャ プ テ ン ・ カ ル デ ア 
( 女 主人 公 ) 


IO) rr 
1 イル | 


デザ イン : ヒ ライ ユキ オ 


| 第 五 


真 説 要素 環境 用 カル デア 制服 
(女性 主人 公 ) د‎ | 


性 


o = 
スペ ー ス ・ イ シュ タル 
アヴェ ンジ ャ ー (※ 本 人 は アー チャ ー の つも り で は ある ) E 12-22 シュ タツ 


| 性別 女性 AVR 


設定 作成 : 奈須 きのこ / キ ャ ラフ ター デザ イン : 森井 し づき 
| CV : 植田 佳奈 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 6 


۱ 
EH サー ヴァ ント ユニ ヴァ ー ス Here EH 154cm ER ۳ 
Eds EX Eds EX Edo Bex / N 2 


广 
1 
2 2 م خر‎ IL 

SRH C 

C ラ ンク 以下 の 魔術 を 無効 化す る 。 

ユニ ヴァ ー ス 世界 に お いて 、 ア ー チ ャ ー ク ラス と し て の 高い 対 魔力 は 発揮 され な い 。 
た Al E سس‎ ETT E 3 

1, I: C 


女神 と し て 生ま れ 、 ヒ ト と し て 育て られ 、 サー ヴァント と し て 覚醒 し た S イ シュ タル は 、 マスター と 契約 し な く て も 現 
界 その も の に は 魔力 を 消費 し な い 。 


۱۳ EL 
生ま れ な が ら に 完成 し た 女神 で ある こと を 表す スキ ル 。 

精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 

精神 系 の 干渉 を ほとん ど 緩 和 し 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ け カ ロリ ー を 摂取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 
神 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 

イシ ュ タ ル と 類似 し た 多く の 女神 ・ 


ーーーーー سس‎ = 


シュ タル 、 アス タル テ 、 アナ ト …… の 原型 で ある [HEBRCHORM] DK 


を 継承 し た た め 、 ラ ンク は ほぼ ば 最高 位 と な っ て いる 。 
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270 235 د‎ ۱-00951922 3 ۱37555 3 CRO SUR. BLA TUT 「……: 

言い 訳 の し よう も な いわ ね 私 ……] と いう 哀しみ が まぜ こ ぜ に な っ た も の 。 

正義 (秩序 ) 側 に 立ち な が ら 自 ら を 悪 と 認め る この 女神 は 、 復 讐 者 と し て は や や 和 失格 気味 で ある 。 

※[ 旧 約 聖書 で は この 女神 は 「 ア シュ タレ ト ] と 呼ば れ 、 豊 根 の 女神 、 異 邦 の 女神 た ちの 総称 と され た が 、 旧約 聖 置か ら 生 
まれ た この 名 前 が 後 の 西欧 で は 悪魔 (アス タロ ト ) (CBeEeNTLE DIE. 


人 は 多く を 忘れ る 生き 物 だ が 、 復 信者 
人 間 で は 認知 で き な い 、 信 か な 過去 か ら の 恩 軟 。 か つて の 威厳 ・ 威 光 を 忘れ た 人 間 た ち へ の 八 つ 当たり 、 も と い 、 不 義 
へ の 鉄 植 は 強力 な も の と な る 。 


自己 回复 (魔力 ) 


復讐 が 果たさ れる まで 、S イ シュ タル の 気 が 晴 れる まで その 魔力 は 延々 と 湧き 続け る 。 
放っ て お く と どん どこ テン ショ ン を 高め 、 勝 手 に 最終 戦争 を 始め て し まう 「 原 始 の 女神 ] の 性 格 が その まま スキ ル に な っ 


BRISA حارج هو‎ [区 惑 と 興奮 」 の 力 を 十 全 に 使い こなす 、 ま さ に 真 の 悪 廃 


S イ シュ タル の 微笑 み と 投げ キッ ス は 味方 の 士気 を 向上 させ 、 肉 体 に か か る 負荷 を 無視 し て 限界 以上 の 力 を 引き 出さ せ 
る 。 ぷ っ ちゃ け 味 方 に 使う チャ ー ム (RL) その も の で 、 既 に 魅了 され て いる 為 、 敵 か ら の 魅了 を 無効 に する 。 
勝利 の 女神 の 側面 と 、 人 を 破滅 させ る 悪魔 と し て の 側面 が 複合 し た 、 悪魔 の カリ スマ と 言っ て も いい 。 


金星 を 動か す も の 。 あ る い は 、 美 を 駆る も の 。 
金星 の 加護 に より 宝 具 の 威力 を 向上 し 、 ま た 、 そ の 属性 を 自在 に 変化 させ る 。 や が て 様々 な 女神 に 派生 する [原始 の 女 
神 | に 相応 し い ス キル 。 


イシ ュ タ ル の 元 に な っ た 女神 か ら 派 生 する 、 様々 な 「 天 の 女 王 ] た る 女神 た ちの 王冠 が 重なり 、 完 全 な る 形 に 戻っ た も の 。 
大 量 の NP を 獲得 し 、 す べ て の カー ド の 性 能 を 高 確率 で 向上 させ る 。 


+8 い < 2 a 
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エディ シー シュ グラ ・ ク エー サー。 


原始 宇宙 に お いて 「 女 神 の 証 ] と も 言え る 神殿 ベル ・ マ アン ナ を 呼び 寄せ 、 神 殿 を 構成 する BRIO’ 
河 を 解放 、 こ れ を エネ ルギー に 変換 し て 軸 域 を 焼き 尽く す 対 異 星 侵略 宝 具 。 


シュ メル ・ ア ッ カ ド 語 で エディ ン は 草原 、 空 野 。 旧約 聖書 で いう と ころ の エデン の 語源 と され る 。 
シュ グラ は その エディ ン に ある 王冠 。 イ シュ タル が エディ ン に 入っ た 時 に 与え られ た も の 。 

クエ ー サ ー は 現代 の 天体 用 語 。 準 恒星 状 の 意味 を 持つ 。 

地球 か ら 舌 か に 離れ た 宙 域 に あっ て 、 強 く 光 を 放っ て いる 事 か ら [最も 明る い 天 体 」 と 言わ れ て いる 。 


敵 全 体 を 攻撃 する 宝 具 だ が 、「 そ の ター ン の EXTRA 攻 撃 の ダメ ー ジ が アッ プ す る 」 と いう 効果 も 持っ て いる 。 
S イ シュ タル で 宝 具 を 撃つ の な ら EXTRA ま で 繋げ 、 と いう 事 だ 。 


EN アナ タン 〇 OO (名 前 呼び 捨て ) $ イ シュ タル : ( 激 高 す る と ) アン タン (マス ター に 対し て あー も う ! な 時 も ) 
アン タ アシ ュ タ レト : (マス ター に 対し て だ け ) あな た イシ ュ タ ル ・ ア シュ タレ ト : BH 
アナ タ た ち 


[CEE Bo. 第 三 で それ ぞ れ 性 格 と 立ち 位置 が 微妙 に 異な る が 、 基本 人 格 は 以下 の 通り ) 

アウ トロ ー で あり な が ら 正 義 の ヒロ イン 。 

悪役 ムー プ を し て いる が 、 や る こと な すこ と 人 々 の た め に な る 不思議 な 立ち 位置 。 

EN [ROBA] と 自覚 し て いる の で 属性 も 「 悪 ] と な か っ て いる が 、 こ れ は 悪党 ・ 悪 者 、 と いう 意味 で は な い 。 
イシ ュ タ ル と ほぼ 同 じ 性 格 だ が 、 遊 び 気分 で 他人 を 弄 応 よう な 事 は し な い 。 

個人 が 行う 善行 を [正しい こと 」 と 誇らしげ に 認め 、 人 知れ ず 喜 び 、 

個人 が 行う 悪行 を 「 醒 いこ と 」 EME TIRA. BEERS: 

(そし て 相手 が 悪党 で ある な ら 容 赦 な し で 資産 も 生命 も 運命 も 搾り 取る ) 


S イ シュ タル は イシ ュ タ ル 同 様 、 自 由 礎 放 な 性 格 で 、 

人 間 社 会 の 残酷 さ ・ 浅 は か さ を ど うか と 思っ て いる が 、 そ れ は それ と し て 、 
人 々 の 生活 を それ な り に 考慮 し 、 

善良 な 人 間 は それ な り に 気 に か け て 、 

最終 的 に は 自分 へ の 報酬 より みん な の 勝利 を 優先 する …… 

と いう 、 イ シュ タル に ある まじ き 方 向 性 を 持っ て いる 。 


た と えば サマ ー レ ー ス の 時 の よう に 、 イ シュ タル の 復権 の た め に 周り を 犠牲 に し て プ ガ ラン ナ を 復活 させ よう と し た 場 
合 、S イ シュ タル な ら 最 後に 反省 し て プ ガ ラン ナ を 自分 の 手 で 破壊 し 、 そ の リソー ス を 参加 者 た ち に 分 け 与 える だ ろう 。 
「 そ りゃ あ 暴 れ た く な る ほど 勿体 な いけ ど 、 そ うす る べき だ と 感じ ちゃ っ た の ! 

ほら 、 自 分 に ウソ は つけ な いじ ゃ な い ۶[ 
この よう に 、 基 本 的 に は イシ ュ タ ル そ の も の だ が 、 最後 の 局面 で は 決し て 人 類 の 敵 に は 回 ら な い …… つ まり S$ イ シュ タ 
Wik 「 イ シュ タル と し て 悪い ] 女神 な の で ある 。 


O マス ター へ の 態度 

人 間 の クセ に サー ヴァ ント と 契約 し て これ を 使役 する 、 と いう 「 マ スタ ー」 と いう 存在 その も の に 興味 津々 。 
「 え 、 そ っ ちの 世界 だ と そう いう 役職 が ある の ! + 人 間 な の に 凄く な い ! ?] 

Es AVE 「 弱 き 者 ] と 認識 し た 上 で 、 そ れ が サー ヴァ ント と 通じ 合え て いる 事 に 素直 に 感心 し て いる 。 
マス ター を 敬い は し な い が 「 大 切な も の | と 捉え 、 

[私 の 気 の 向 く 範 団 で な ら 言う コト を きい て あげ る 〇 ] 

と 小 悪魔 的 に 微笑 む 。 


違う 宇宙 ・ 違 う 世 界 の 生命 な の で 、 マス ター に は 必要 以上 に 感情 移入 し な いよ うに 努め て いる が 、 心 の ガー ド (恋愛 フラ 
グ ) が 弱い の で 何 か の 拍子 で 道 を 踏み 外す の も お 約束 。 

通常 イシ ュ タル は 距離 感 が 近い た め 「 隣 の 家 の お 姉さん 味 ] が ある が 、 

SW2 イ シュ タル は 他人 行儀 な 分 、 隣 の 家 の お 姉さん 味 は 減っ て いる 。 そ の 代わ り 『 ち ょ っ と 高嶺 の 花 だ け ど 、 すぐ 近 
くに いて 輝い て いる 」 ヒロ イン 感 が 強い 。 


O 〇 台詞 例 

HE: 悪 の 総統 イシ ュ タ ル 

落ち 着い た 、 や や 攻撃 的 な 丁寧 語 。 と て も 育ち の いい お 嬢 様 。 大 本 的 に 真面目 、 丁 寧 。 
だ が 常に 不機嫌 (怒っ て いる ) 。 地 が 出る と いつ も の 凛 に な る 。 恨 み 節 が 強い 。 


TES: : カウ ガー ルイ シュ タル 

自由 で 強気 、 野 生 の た くま し さと 少女 の 軽やか さ が 両 立 し た 口調 。 や っ て る こと は 物騒 だ けど 根 は 正義 。 
通常 イシ ュ タ ル よ りや や 距離 感 が ある (結局 、 誰 に も 頼ら な いよ うに し て いる た め ) 。 正義 の ヒロ イン だ が 、 受け た 屈辱 
や 借り は 何 倍 に し て も 返さ な いと 気 が 済 まな い 。 


霊 基 第 三 : 原始 女神 イシ ュ タ ル 

超越 者 と し て の 人 格 。 台詞 は より 機械 的 、 感 情 な い 系 に 。 フク ー ル な 不思議 ちゃ ん 系 。 

た だ し 台詞 に 感情 が 乗り づら い だ け で 、 第 1 と 第 2 が 合体 ・ 融 合 し た 「 人 類 の 為 に 生ま れ た 、 人 類 を 守護 する 女神 」。 
台詞 は クー ル で も 中 身 は 人 情 派 。 た だ し と っ て も 恨み 節 が 強い 。 人 類 の 守護 側 に 回 っ た の で ORB 判定 は な く な 
っ た 。 


~ 


RN 


〇 設定 
スペ ー ス ・ イ シュ タル は サー ヴァ ント ・ ユ ニー ヴァー ス に お ける 、「 実 在 する 女神 ] で ある 。 


[地球 人 が 見 た (観測 し た ) 金星 の 、 金 星 を 司る 女神 ] で は な く 、 
[金星 の 古代 文明 に 発生 し た 、 金星 の 女神 ] な の で 、 
地球 人 か ら 見 る と エイ リア ン そ の も の と も 言え る 。 


外見 は Fate/EXTRA の 遠坂 リン を 踏襲 。 

原始 宇宙 は 薦 煙 銀河 (エー テル 宇宙 。 今 の ユニ ヴァ ー ス 世界 ) より も っ と 前 の 、「 人 間 が 、 人 間 と し て いた 宇宙 ] を 指し 、 
その 旧い 宇宙 の 中 で も さら に 昔 一 一 一 地球 に 路 乳 類 が 誕生 する 以前 、 宇 宙 の 先史 古代 文明 で 信仰 され た 女神 が アシ ュ タ 
レト で ある 。 

この 頃 、 ヒ ト に 信仰 の 概念 は な く 、 女 神 と は すなわち 「 生 命 が 生 き て いけ る 宙 域 」 を 指す 言葉 だ っ た 。 

その 概念 が カタ チ に な っ た の か 、 そ の あり 方 を 概念 に し た の か は 定か で は な い が 、 原始 宇宙 に お ける イシ ュ タ ル ・ ア シ 
ユタ レト は 「 ヒ ト の カタ チ を し た 銀河 ] と な っ た 。 

本 来 な ら ヒ ト の 手 に 負え る も の で は な く 、 ま た サー ヴァ ント に な る も の で は な い 。 

(SW2 の ラス ト 、 ボ ス と し て 登場 する [原始 宇宙 の 頃 の アシ ュ タ レト 」 に は 一 切 の 攻撃 が 通い ない が 、 そ れ は この [銀河 
生命 論 に 基づく も の 。 実際 は 銀河 な の で 、 人 間 の 攻撃 で は 小さ すぎ て すり 抜け る だ け 、 と いう も の だ っ た ) 


宇宙 が 原始 宇宙 か ら 蒼 輝 銀河 に な っ た 事 で 古代 文明 は この 次 元 か ら 卒業 し 、 ア シュ タレ ト も また た だ の 銀河 に な っ て 眠 
り に つく は ず だ っ た 。 

し か し 強欲 な (も っ と 宇宙 の 先 を 見 た い 、 ヒ ト の 文明 を 見 て いた い 、 と いう 欲 ) アシ ュ タ レト は 意 輝 銀河 の ルー ル に 従う 
事 を 拒み 、 悪 の 女神 と し て 居 残 つ っ て し まっ た 。 


原始 宇宙 と し て 拡散 し 、「 赤 い 禁 忌 由 域 ] と な っ て 蒼 輝 銀河 に 残り 続け た こ ア シュ タレ ト 。 

その 神 核 が カタ チ に な り 、 明 確 に 薦 煙 銀河 を 浸食 し 始め た の が 2000 年 前 。 

これ を 防ぐ た め に 女神 討伐 A チ ー ム (ジェ ー ン 、 シ グル ド 含 お ) が 結成 され 、 A チー ム は 禁忌 宙 域 の 中 心 に ある 女神 の コ 
ア を 破壊 。 ア シュ タレ ト は 再び 眠り に つい た 。 


そし て 数 百年 後 。 
原始 宇宙 の 祭壇 跡 で トキ オミ 教授 は 水晶 の ゆり か ご の 中 で 眠っ て いた 、「 人 間 と し て 転生 し た 」 アシ ュ タ レト を 発見 。 


トキ オミ 教授 は この 水晶 の ゆり か ご を 秘密 裏 に 保護 し 、 故 郷 に 連れ 戻っ た 。 

その 後 、 女 神 は 無意識 の うち に 自ら を [BOA] と [BOP] に 属性 を 分 けた 。 人 類 が どちら を 選ぶ か 、 ど ちら と な 
ら 共存 で きる か と いう 選択 肢 を 与え た の で ある 。 

トキ オミ は 熟考 し た 上 で 、「 悪 の 半身 ] を 「 善 の 女神 ] と し て 育て る 道 を 選ん だ 。 


か くし て 、 何 も 知ら な い S イ シュタ ル は すく すく と 育つ て いっ た 。 

し か し S イ シュ タル が 14 歳 に な っ た 誕生 日 、 原 始 の 女神 で ある アシ ュ タ レト の 事 を か ざ つ けた 悪 の 組織 ・ ス ペー ス 神 陰 
流 に トキ オミ 教授 は 殺さ れ 、 家 に 隠さ れ て いた 「 も う 半 身 ] も 奪わ れ て し まう 。 

(この 半身 の 事 を ら イ シュ タル は 知ら され て いな か っ た ) 


ひと り 残 され た トキ オミ の 娘 ・S イ シュ タル は 父 の 仙 を 討つ 為 に 賞金 苗 に な り 、 ス ペー ス 神 陰 流 を 追う こと に 。 
スペ ー ス 神 陰 流 に 連れ て 行か れれ た も う ひ と つの 半身 は 「 悪 の 総統 の 娘 ・ ア シュ タレ ト 」 と し て 育て られ 、 ス ペー ス 神 陰 流 


SS 
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が 宇宙 を 支配 する た め の 道 具 と し て 利用 され る こと に な る 。 


二 人 の イシ ュ タ ル は 知ら な い 。 
自分 の 半身 が 存在 する 事 を 。 そ し て 、 い っ た い ど ちら が (E COV 「 悪 |] な の か と いう 事 を 。 


霊 基 第 一 : 悪 の 総統 と し て の イシ ュ タ ル 

悪 の 組織 ・ ス ペー ス 神 陰 流 で 育て られ 、 や が て 総統 の 地位 に つい た 天才 剣士 。 

クー ル 、 ダ ウナ ー、 で も 行儀 が と て も よい 。 

実は 「 善 の 半身 ] で ある 。 

彼女 に と っ て スペ ー ス 1 神 陰 流 は 家族 の よう な も の で 、 ス ペー ス 神 陰 流 の 悲願 達成 の 為 に 日 々 、 努力 し て いる 。 


霊 基 第 一: 賞金 腺 ぎ ご ざ カウガール と し て の イシ ュ タ ル 

厳し くも 優し い 紳士 ・ ト キオ ミ に 育て られ た 正義 の ガン マン 。 

自由 放 放 、 生 きる 事 に パワ フル な 少女 。 

父 を 殺さ れ た ショ ッ ク で 、14 歳 で 肉体 の 成長 が 止ま っ て いる 。( こ れ は アシ ュ タ レト も 一 緒 ) 

実は 「 悪 の 半身 ] で ある 。 

トキ オミ を 殺し た スペ ー ス 神 陰 流 に 復讐 する 為 、 ア ー チ ャ ー か ら ア ヴェ ンジ ャ ー ク ラス に 変わ っ た …… と 本 人 は 信じ て 
いる が 、 ア ヴェ ンジ ャ ー な の は 元 か ら な の で あっ た 。 
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さら に 覚醒 し た 女神 と し て の 姿 。 原初 の 女神 に 近い 。 

あり そう で な か っ た 、 王道 ラス ボス ムー プ を する イシ ュ タ ル 。 
この 形態 に か る と ベル ・ マ アン ナ を 持ち 出す 。 


Bi ORNL PIF 

S イ シュ タル は イシ ュ タ ル の よう に [常時 、 舟 に 乗っ て いる 事 は な い 。 

$ イ シュ タル が 呼び 起こ す も の は 神殿 で あり (アナ ト が 建て た と され る バア ル 神 殿 ) 、 そ の 姿 は 褐 々 し く 、 攻 撃 的 な フォ 
ルム を し て いる …… と 言わ れ て いた が ……。 


田 女 神 神殿 ベル ・ マ アン ナ 

SW2 ラ スト 、 サ ー ヴ ァ ン ト ・ ユ ニ ヴ ァ ー ス で の 宇宙 で ある 准 輝 (エー テル ) 宇宙 の 進入 禁止 領域 で ある 原始 座標 X に 到 
着 す る イシ ュ タ ル と 主人 公 。 

そこ に は 悪 の 総統 で ある イシ ュ タ ル ・ ア シュ タレ ト と スペ ー ス ムネ ノリ が 待ち 構え て いた 。 

原始 座標 X に は 神殿 の よう な も の が 浮遊 し て お り 、 こ れ が 「 か つて 原始 の 女神 が 使っ て いた 神殿 」] と され る ベル ・ マ アン 
ナ で ある 。 

ベル ・ マ アン ナ は 女神 の 消滅 と と も に 崩壊 し て いた が 、 女 神 の 復活 と 共に 再起 動 する 。 

作 中 で は さん ざん 「 証 代 神殿 」 と 描写 され 、 誰 も が 神殿 の イメ ー ジ を 持っ て いた が 、 満 を 持 し て 復活 し た ベル ・ マ アン ナ 
は 超 巨 大 な イシ ュ タ ル 型 の 宇宙 船 だ っ た 。 

ベル ・ マ アン ナ こ そ イ シュ タル ・ ア シュ タレ ト の 剣 に し て 分 身 で あり 、 こ の 「 女 神 神殿 」 を 使っ て こそ 、 HO 「 原 始 の 女 
神 ] 足り える 。 


画 ア シュ タレ ト ・ オ リジン 

ベル ・ マ アン ナ と 共に 復活 する ラス ボス 。 

座標 X を 和 覆っ て いる ガス 星雲 は 「 か つて 倒さ れ 、 拡 散 し た アシ ュ タ レト の 粒子 ] で ある 。 

アシ ュ タ レト 復活 の 儀式 が 成功 し た 後 、 座 標 X の 銀河 は 一 点 に 収束 、 女 性 の 形 に まで 結 信 し 、 ア シュ タレ ト ・ オ リジン 
と な る 。 

アシ ュ タ レト は 「 女 神 の カタ チ を し た 銀河 | で ある た め 、 銀 河 サイ ズ 以 下 の 攻撃 を 無効 化す る 。 


〇 因縁 キャ ラ 

カラ ミ テ ィ ・ ジ ェ ー ン 

パウ ン テ ィ ・ ハ ンタ ー と し て 苦楽 を 共に し た 相棒 。 

宇宙 で いち ば ん 信頼 で きる 家族 だ が 、 宇 宙 で いち ば ん 信用 で き な い トラ ブル メー カー。 

ヒロ イン X 

パウ ン テ ィ ・ ハ ンタ ー と し て 知り 合っ た 頼も し い 仲 間 。 

それ 以外 の 事 は 何 も 知 ら な い 。 

ヒロ イン XX 

銀河 3 女神 同盟 ] 編 で 、 女 神 パワ ー で 調子 に 乗っ た S イ シュ タル を 何 度 も 分 か ら せ る 悪魔 の よう な OL。 
それ 以外 の 事 は 何 も 知 ら な い 。 

柳生 但馬 守 

アシ ュ タ レト が 今 も 、 そ し て 最期 まで 忘れ な い 人 物 。 

心 の 師 に し て 、 敬 愛す べき ーー 一 
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本 人 は 「 そ の 気 は な か っ た 。 ひ と カラ 3 時 間 延 長 し た だ け 」 と 言い 訳 を し て いる 。 

いつ か 戦う の か も し れ な い 。 ジ ャ ン ル (スペ ー ス オペ ラ と 特撮 ) が 違う の で 戦わ な い の か も し れ な い 。 
۱۳۱۳۱۱۱۵ 

軸 を 駆け る 遊星 は [原始 宇宙 ] ما52‎ TERA مخت‎ ۲5۵028561۵۰ 


遊星 は 様々 な 銀河 を 渡り 、 優 良 種 を 歯 獲 ・ 保 存 し 、 次 の 浄化 兵器 と し て 運用 する が 、 ア シュ タレ ト ・ オ リジン の 生命 較 


も この 被害 に あっ た 事 が ある と いう 。 
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Comment from Illustrator 


スペ ー ス ・ イ シュ タル は 初期 設定 で は 、 キ ャ ラ 1 人 の み の 存 在 で 、1 人 が 再臨 変化 し て いく と いう 流れ で し た 。 し か し 受 
け 取っ た キャ ラ 設 定 に は 善 と 悪 と 宇宙 的 な キャ ラ の 3 人 が 存在 し て いて 、 そ れ ぞ れ に 親 が あり 生い立ち が あっ て 、 そ れ 
ぞ れ 積み 重ね て きた 生活 と か 暮らし を 想像 し て し まい 、 そ の どれ も を こぼし た く な か っ た の で 奈須 さん に 伝え た の で す 。 
これ は 3 人 いま すね と 。 そん な 経緯 が あり だ いた い 3 キ ャ ラ く らい いる キャ ラ と な り ま し た 。 デザ イン の 方 向 と し て は 第 
1 再臨 は [hollow] で を し て いた 頃 の 彼女 の 表情 か ら イ メー ジ を 膨らませ て いき まし た 。 第 2 は 相棒 ジェ ー ン と 
コン ビ を 組ん で いる 自由 な 賞金 稼ぎ カウ ガー ル 風 で 、 第 3 は メイ ド ・ イ ン ・ 地 球 で は な いっ ぽい 感じ の 雰囲気 で デザ イ 
ン し まし た 。3 人 は 同一 の 存在 で あり な が ら も 違う キャ ラ な の で 、 単 に 衣装 を 着替え た だ け と いう 感じ は 出 な いよ うに 
し て 、 並 ん だ 時 で も 別 の 存在 と し て 見 える よう 意識 し まし た 。 リ ボン は EXTRA] で つけ て いた リボ ン で 統一 で す 。 銀 
河 を か ける マ ア ン ナ 号 の デザ イン は ヒラ イ ユ キオ さん に お 願い いた し まし た 。 感謝 … つ 。 女神 神 殿 は 当初 は 映画 の 〇 ン 
デ ペ ン デ ス デ 〇 みた いな 巨大 宇宙 船 で 行こ うと いう 話 が あっ た の で す が 、 一 体 ど うい うわ け か 、 巨神 的 な 姿 に 着地 し ま 
し た 。 (森井 し づき ) 


045 


5 سب 
EN‏ جر ا 


設定 作成 : 奈 須 き の こ 、acpi/ キ ャ ラフ ター デザ イン : B す け 
CV: 東山 奈央 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


一 見 いか に も 目立つ 風体 と 性 格 だ が 、 そ こ は プ ロ の 礎 候 。 
本 気 に な れ ば 目 の 前 に いて も 気付 か な い ほ ど に 気配 を 消す こと が で きる 。 その せい で 皆 が 事態 に 気付 く の は 、 彼 女 が し 


で か し た 後 で ある 。 


ie 
「 / | Free. 
隠し て は いな いけ れ ど 、 持 ちの 了解 は 必ず し も と っ て いな い 。 


に 自由 な 行動 を 約束 す 
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優秀 な スカ ウト と し て の スキ ル 。 
わずか な 隙 を 見 抜き 攻撃 の 死角 に 位置 どり 、 敵 の 攻撃 の 効果 を 下げ る 。 ロビ ン フッ ド の 破壊 工作 と 同じ 。 


冷た い 川 渡っ て 命令 書 を 持ち 帰っ た と いう 史実 に 基づい た スキ ル 。 

敵 の 士気 を 下げ 、 味 方 の 士気 を 向上 させ る 。 

た だ し 「 本 当 か どう か は 分 か ら な い 」 た め 、 味 方 に か か る 攻撃 力 アッ プ は 確率 と な る 。 (自分 は 信じ て いる の で 、 ジ ェ ー 
ン は 確実 に 成功 する ) 


宝 具 「 セ ンチ ネル ・ ス テラ リス 」 の ミニ マム 版 。 実用 性 は 低い ロマ ンス キル 。 。 
クリ ティ カル スタ ー の 数 に 比例 し て 効果 が 増え て いく ユニ ー ク スキ ル 。 
元々 は 「 人 類 で は 打倒 し よう の な い 、 次 元 の 違う 間 在 ] に 対し て 、 一 筋 の 希望 を 見 い だ す 逆転 の た め の 宝 具 だ っ た 。 


۱ 
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スペ ー ス ・ デ ッ ド マン ズ ・ ハ ンド 。 

[Bad Lack] と 刻ま れ た 弾丸 を 撃ち 放ち 、 相 手 の 背後 か ら 頭 部 を 一 発 で 撃ち 抜く 。 

真正 面 か ら の 射撃 で あろ うと 、 こ の 一 撃 は 必ず 相手 の 背後 へ と 回 り 込 お 。 効果 [必中 ] 付与 。 
撃た れ た 相手 は 、 死 の さなか に 「 フ ラブ と スペ ー ド の A と 8 に よる ツー ペア 」 の カー ド を 幻視 する と いう 。 
恋人 に し て 戦友 で あっ た [平原 の 王者 」 ワイ ルド ・ ビ ル ・ ヒ コッ ク と 同じ 死に 様 を 相手 に 与え る 絶 技 。 


史実 に お いて 、 サ ウス ダコ タ の 街 デ ッ ド ウッ ド に て 、 ワ イル ド ・ ビ ル は 酒場 で ポー カー に 興じ て いる 最 中 、 背 後 か ら ジ 
ャ ヤッ ク ・ マ ッ コ ー ル に よっ て 暗殺 され た 。 

その 時 彼 が 手 に し て いた カー ド は 、 ク ラブ プ と スペ ー ド の A と 8 に よる ツー ペア で あっ た と いう 。 以後 、 こ の 黒 の ツー ペ 
ア は デッド マン ズ ・ ハ ンド と 呼ば れ て いる 。 


極 星 よ 我 が 敵 を 照ら せ 


セン チ ネ ル ・ ス テラ リス 。 

サー ヴァ ント ・ ユ ニ ヴ ァ ー ス に お ける 、 カ ラミ ティ ・ ジ ェ ー ン の 第 一 宝 具 。 

か つて 「 原 始 の 女神 ] を 打ち 倒し た 部 隊 が 使っ た 、 攻 略 手順 宝 具 「 ス ター・ フ ォ ー カ ー ド ] の 基盤 と な る も の 。 
敵 の 弱点 を [見破り]、 そ の 状態 を [真実 | と し て 固定 化す る 。 

[原始 の 女神 ] を 一 度 打倒 し た 事 で 呪い を 受け 、 こ の 宝 具 は 使用 不可 能 と な っ て いる 。 
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わた し キミ / あ な た / イ シュ タリ ん (イシ ュ タ ル ・ カ ウ ガ ー ル ) 彼 / 彼 女 
79-000 (名 前 呼び 捨て) 


[ERDE] KU 「 頑 張る 誰か ] を 応援 し た が る ムー ド メ ー カ ー。 

極端 な 前 向き 思考 で 、 彼女 に と っ て 未来 は 当然 に ある も の 。 

宇宙 の 存亡 を 前 に し て も 決し て 希望 を 失わ ず 、 逆 々 と 生還 を 信じ る 。 

動機 は すべ て 善意 か ら の も の だ が 、 時 折 善 人 か ? と 疑問 の 残る 行動 を と る こと が ある 。 
「 橋 が 落ち そう ! あぶ な い ! と な る と 、 近 所 の 家 の 柱 を 切っ て 持っ て き て し まう よう な 。 


娘 (イシ ュ タ ル ) 以外 の 弟子 を と ら な い 主 義 だ っ た スペ ー ス 考古 学者 トキ オミ 博士 が と っ た 唯一 の 弟子 で 、 自 分 に も し も 
の 事態 が あっ た 場合 の 後 を 託す ほど の 信用 を 得 た 。 

と は 言え 、 彼女 は 史料 を 精密 に 読み 解い て 史実 を 推論 する 正統 派 の 手法 を と れず 「 勘 で 指さし た 先 に あっ た 」 と 言い 出す 
よう な 不肖 の 弟子 で 、 学 問 的 に は 博士 に 評価 され て いな か っ た 。 


トキ オミ 博士 に は 「 自 分 に は 教科 書 通り の 善 を 教え こむ おこ と は で き て も (イシ ュ タ ル は 賢い 子 な の で ) すぐ に その 偽善 性 
を 見 抜き 、 自 分 が そば に いる 間 は と も か く 、 い ずれ 善 に 供 ん で 本 来 の 悪 に 転じ こし まう か も し れ な い 。 し か し 根っから 
の 善人 で 裏表 が な く 、 直 線 距離 で 真相 に た どり 着く も の の その 代償 と し て 周囲 に 破壊 と 混乱 を も た ら す こと も まま ある 
ジェ ー ン を 見 て 善悪 は 必ず し も 表裏 一 体 と は 限ら な いこ と を 悟っ て くれ れ ば 、 少 な く と も 単純 な 悪 に 芝 ち る こと は な く 
な る だ ろう 」 と いう 読み が あっ た 。 


そし て そちら は 博士 の 読み 通り 、 イ シュ タリ ん は 悪 に 堕 すこ と な く 優秀 な ツッコ ミ と し て 鍛え 抜か れ 、 多 少 キ レ や すく 
そろ ば ん 勤 定 に は うる さい が 弱き を 助け 強 き に か みつ く 猛 犬 バツ ン テ ィ ハ ンタ ー へ と 健全 に (?) 成長 し た の だ っ た 。 
な お 、 ジ ェ ー ン の 方 は びっ くり する ほど 全く 変わ ら な か っ た 。 


他人 を 非難 する こと は な く 、 逆 に 何 か を 成し遂げ る と それ が どん な に 革 細 な こと で も 喜び 、 ほ め て くれ る 。 
そん な と ころ も 調子 に 乗り や …… も と い 、 ほ め ら れ て 伸び る イシ ュ タ ル と 相性 が よかっ た 。 


有 能 な スペ ー ス ・ ス カウ ト で 、 生存 能 力 は 抜群 。 た だ し 生活 能力 は ゼロ 。 
(その 場 で ) 対人 目標 で は な い 破 壊 活動 や 掲 乱 の 腕 は 確か だ が 、 直接 的 な 対人 戦闘 能力 は 一 段落 ちる 。 


O 台詞 例 

「 大 丈夫 ! いけ る 、 い ける ! 確信 は な いけ ど 員 

IA. ケータ イ そ この すき 間 に 落 と し ちゃ つっ た? まっ か せ て 交 と りあ え ず 発破 か け て みよ っ か 
「 イ シュ タリ ー ん 、 ち ょ っ と 出力 定 り な いか ら 宝 石 使う ね ー ?] (し か し イシ ュ タ ル は 眠っ て いる ! 


| 
۱ 
| 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

アメ リカ ・ 西 部 開拓 時 代 の 慎 侯 、 ガ ンマ ン 。 E 

۱۵۵۵۳ ROTA DMO - ABTÄRERNS<. FoF HMBC SEER e 

前 向き な 性 格 の 割 に debuffer 的 スキ ル が 多い の は その 二 面 性 に 基づく 。 

災厄 を 自ら の 名 と し 、 ビ リー・ ザ ・ キ ッ ド と 同時 代 を 生き た アメ リカ 西部 の 人 物 。 

銃 の 名 手 で あり 、 優 秀 な 圧 師 で あり 、「 平 原 の 王 者 ワイ ルド ・ ビ ル ・ ヒ コッ ク の 恋人 で ある と 同時 に 死地 を 駆け 抜け た 
戦友 と し て 平原 の 女王 | の 二 つ 名 を 冠 さ れ た 。 

災厄 (カラ ミ テ ィ ) の 名 を 得 た の は 、 先 住民 に 襲わ れ た 騎兵 隊 を 救出 し た 「 災 厄 の 救い 手 ] で ある と いう 説 と 、 恋 人 が 戦 
い の 中 で 常に 命 を 落と す と いう 『 災 厄 を 呼 が 女 ) で ある と いう 説 が め り 、 ど ちら の 伝説 も 真実 だ 、 と する 説 も ある 。 欲 張 
りさ ん で ある 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

難し い コト は 考え な い 、 陽 気 で ハッ ピー、 新 し いも の 大 好き な 賞金 稼ぎ (パウ ン テ ィ ・ ハ ンタ ー) 。 
自分 の 事 より 気 に な る 誰か を 応援 する の が ライ フワ ー ク 。 

昨日 の 恨み も 、 一 昨日 の 借り も 、 キ レイ さっ ぱり 忘れ て “今日 "を 生き る スペ ー ス 式 チ アガ ー ル 。 


サー ヴァ ント ・ ユ ニ ヴ ァ ー ス で の 彼女 は 2000 年 前 の 「 原 始 の 女神 封 還 チー ム ] (THRE LTE. 

彼女 の 提供 する 的 確 な 偵察 情報 に より 作戦 は 成功 し た も の の 、 女神 を 殺し た 代償 と し て 「 不 老 不 死 」 の 呪い を うけ 、 女神 
が 再び 目覚 め る 時 まで 死ね な い 体 に は っ て し まっ た 。 

本 来 な ら 長い 年 月 放浪 する 事 で 精神 は 腹 み 、 堕 落す る も の だ が 、 ジ ェ ー ン は 持ち 前 の 明る さ で この 呪い に 膝 を 屈する 事 
は な か っ た 。 


O 因縁 キャ ラ 

S イ シュ タル (BEB) 

イシ ュ タ りん は わた し に と っ て トモ ダチ で 、 オ タカ ラ で 、 ア イボ ウ で 、 タ ー ゲ ッ ト で 、 や っ ぱり めっちゃ トモ ダチ な の 
ar 

で も 浮い た 話 が いっ こも な い の は どう か と 思う な ~! 

地球 の マス ター、 ま た 来 て くん な いか な ~! 

ビリ ー・ ザ ・ キ ッ ド 

ポー カー 中 に 後ろ か ら 頭 撃た れ て 死ん じゃ う 奴 っ て どう 思う ? 

間抜け ? 

あっ は っ は 一 ! わた し も そう 思 一 う ! 

ポー ル ・ パ ニヤ ン 

うそ 、 あ れ が ポー ル ・ パ バニ ヤン !? 

めっちゃ 可愛 い 女 の 子 じ ゃ ーー ん ! 

いい な 一 、 こ っ ちの パニ ヤン いい な ーー! フロ ンティア 旅行 に つれ て いき た 一 い ! 
シグ ルド 

うわ 、 こ っ ちの シグ ルド 君 、 奥 さん いる ん だ ! 

美男 美女 の 組み 合わ せ と か 、 や る ぅ ~! 

CO ん ? で も 奥さん 、 殺 意 マ ックス な ん で すけ どぉ ? 

シグ ルド 君 、 浮気 と か し ちゃ っ た の 一 ? 

ステ ン ノ 

女神 討伐 A チ ー ム の 話 、 し た っ け ~? 

わた し た ち を まとめ て くれ た マス ター の 名 前 は 言え な いん だ けど 、 

スペ ドラ バス ター の シグ ルド 君 、 

トロ イコ ロニ ー の ヘ ク お じ 、 

わた し 、 

人 類 に 味方 し て こく れ て いた …… と いう か 、 信 者 か ら わ た し た ちの 活動 資金 を 集め て くれ た 古代 女神 の ステ ン ノ 様 、 
壊れ ライ ダー・ レ ッ ド ラビ ッ ト 、 宇宙 ロク デ ナ シ マー リン 。 

あと 禁忌 宙 域 まで 船 を 出し て くれ た スペ ー ス トシ ゾー。 

この 8 騎 + せ ひと り で 、 で っ か い イ シュ タ り ん を 倒し た の サ 文 


اف 
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‚6 


A] 


三 段 階 ・ 比 較 図 
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mment from Illustrator 


fo 
太 眉 ツリ 目 ホ ッ ト パ ン ツ 。 HERBREUR<SEHTT, FIAYLEDIRBELIEMEDTRRETENIIET 
す が 、 そ の ぷん 愛着 も ひと し お で す 。(B す け ) 
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EE HIN EA アス トル フォ ャ / 
EN >??? (本 人 の 要望 に より 秘密 ) EEN > シャ ルル マー ニュ 伝説 EX フ ラン ス 
Est: EN 164cm EXA 56e A 

۲۳2۰۰ Ac ۲۳۵۰ ۲۵۰ E EA: // | ١ 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キャ ラク ター デザ イン GC | y 


CV: 大 久保 瑠美 


Î 主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


NN クラ スス キ 】 
对 


事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は アス トル フォ に 傷 を つけ られ な い 。 
宝 具 で ある 「 本 ] に よっ て 、 ラ ンク が 大 きく 向上 し て お り 、 通 常 は リラ ンク で ある , 


きけ 
ライ ダー か ら セ イ バ ー に クラ スチ ェ ン ジ し た 際 、 若干 ラン フクダ ウン 。 ヒポ ブリ フ は いな い 。 
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ラ ・ ブ ラッ ク ・ ル ナ 。 
本 来 は 宝 具 。 使 用 する こと に よっ て 、 相 手 に 恐怖 を 撤 き 散ら す 。 同時 に 衝撃 波 に よる 飛び 道具 相殺 な ども 可能 。 


RÈ f DÊMÊ : EX 


が 昇華 され た スキ ル 。 
アス トル フォ は 捕縛 し た 巨人 を 引き 連れ 、 意 気 揚々 と カイ ロ を 釧 旋 し た と いう 。 
な お 、 こ の 際 使 用 し た 網 が 今回 の 剣 で ある 。 


ヴ ル カー ノ ・ カ リ ゴ ラ ン テ 。 

巨人 カリ ゴラン テ が 仕掛 け て いた 神 を も 捕らえ る 網 。 

だ っ た の だ が 、 ア スト ルフ ォ の 角 委 に より カリ ゴラン テ は 恐慌 に 陥り 逃走 。‏ اور 
自 曲 し た 形 で 、 こ の 網 に 引っ 掛か っ て し まっ た 。‏ 

紀 余 曲折 あっ て 、 網 は アス トル フォ が セイ バー クラ ス へ と 霊 基 変 化し た 際 に 剣 へ と 鍛え 直さ れ た 。 
鞭 剣 、 ま た は 蛇腹 剣 と も 称 さ れる それ は 、 全 戦士 の ロマ ン 武 器 で ある (断言 ) 。 


クレ イジ ー ト リ ・ ド ライ ブ ア イ ドル 


分 別 な き 偶像 暴走 


クレ イジ ー ト リッ プ ・ ド ライ ブ ア イ ドル 。 

ライ ダー と し て 召喚 され た 場合 に 使用 可能 な ヒポ グリフ の 力 を 得 た も の 。 

どこ に で も いる し どこ に も いな い 、 虚 数 的 存在 と な っ て 敵陣 を 揚 乱 する 。 

具体 的 に 言う と 、 ア スト ルフ ォ が 多重 影 分 身 と な る 上 に 、 本 物 が いた り い な か っ た り い て も 攻撃 を 喰らわ な か っ た りす 
る 。 

アス トル フォ が 倍々 ゲー ム で 増え て いく 様 は 、 一 部 サー ヴァ ント に と っ て は 悪夢 の よう だ と か 。 

([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


彼 / 彼 女 / ア イツ な ど 
〇 性 格 
属性 は 変わ ら ず 混 池 ・ 善 で あり 、 つ まり は いつ も の アス トル フォ が 剣 を 持っ た だ け 、 と も 言え る 。 


元々 ライ ダー クラ ス と は いえ 、 剣 を 帯び て いる た め 、 技 晶 と し て は 並 より 少し 上 。 
(と は いえ 、 そ の 程度 で セイ パー クラ ス に な れる か 、 と いう と 疑問 待 が つく の だ が ……) 


た だ 、 セ イ バ ー に な っ た こと で 若干 騎士 度 が パワ ー ア ッ プ し て いる の か 、 普 段 よ り 5% くら い 礼 儀 正 し く 、 五 秒 くら い 
長く 理性 を 保つ こと が で きる 。 
お 辞 儀 を する 角度 も 5 度 くら い 深 いし 、 石 倍 の 力 で 手 を 握り 締め て くれ る 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
ライ ダー より 、 少 し ば か り 恭 し く 、 実に 騎士 らし く 接し て くれ る 。 


セイ パー に な る 、 と いう 願い が 叶っ た 時 点 で 聖杯 に 託す 動機 は 特に な いた め 、 余 程 態 な マス ター で な けれ ば 、 多 分 大 
丈夫 。 


ES OE 

「 メ リー・ ク リス マス ッ ! 

ボク は 自分 を サン タ だ と 思い 込ん で いる 特に 無関係 の アス トル フォ だ ! 
アイ デン ティ ティ ー、 や ば く な い ?] 

[月 を 見 上 上げ る ウサ ギ と て 、 理 性 の な いと きも ある ! 

暴れ る 巨人 を と っ 捕まえ て 、 勇 気 森 々 行進 だ ! 

SEN O BUTS 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 


アス トル フォ (ライ ダー) に 準ずる 。 pes 


O ۱۴۵۲۵/6۵۱ に お ける 人 物 像 

アス トル フォ が セイ バー に な っ た 理由 は 、2019 年 に お ける クリス マス イベ ント に 上 端 を 発する 。 

願望 機 で ある 聖杯 (ベル ) を ナイ チン ゲー ル か ら 譲 り 受け た アス トル フォ は 、 普段 か ら の 憧れ で ある セイ バー に な り た い 、 
と いう 願望 を 無意識 に 叶え て し まっ た の だ 。 


だ が ナイ チン ゲー ル に 聖杯 を 再び 譲っ た 際 、 セ イ バ ー と し て の 力も 消え て し まっ た 。 

落胆 し て いる アス トル フォ を 見 か ね た ナイ チン ゲー ル が 、 再 び セ イ バ ー に 戻し た こと で 、 晴 れ て アス トル フォ ・ セ イ バ 
ー と な っ た 。 

ちな み に ア スト ルフ ォ が セイ バー に 戻っ て 、 ま ず 最 初 に し た こと は 、 マ スタ ー に 向かっ て こう 叫 応 こ と だ っ た 。 


SES OEI 


この 台詞 を セイ バー クラ ス と し て 、 堂 々 と 言い た か っ た 。 
に 憧れ た 理由 は 、 ま あ 概 ね こん な 感じ で ある 。 


O 88+٠3 SA 
ナイ チン ゲー ル (アー チャ ー) ۳ 
あり が と う X100。 

ブラ ダマ ン テ 

どう だ い 見 た か プラ ちゃ ん 。 

カッ コ い い だ ろ う ! 

え ? 「 い つも の アー ちゃ ん と 変わ ら な い ?] 

つま り ボ ク は いつ も カッ コ い いっ て こと だ ね ! 

ロー ラン 

悔 し いか ら っ て ハン カチ を 噛み 千 切 る の は 良く な いと 思う の だ よ ボ ク は 。 
と いう か その 意地 悪 令嬢 っ ぽい 仕草 は 何 な ん だ 。 

シャ ルル マー ニュ 

どー だ 見 た か シャ ル ! 

ボク も 王様 だ ぞ 一 ! あ 、 い や 違う 。 


ボク も セイ パー だ ぞ ー! に 
カッ コ い いか 一 、 そ うか 一! そう だ ろ 一 、 わ は は ! 
清少納言 | 


深い 交流 が ある わけ で は な い が 、 食堂 な ど で こ の 二 人 が 揃う と か し まし い レ ベル で は な く 、 | 
騒音 公害 と も 称 され る 。 | 


ER | 
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両脚 側面 の エン ブレ ム は 

ライ ダー アス トル フォ の 

胸 の 紋章 と 同じ 図柄 で 

どちら も 向かっ て 左 を 向き ます 


ドロ ワー ズ (か ぼ ち ゃ ば ぱんつ) の 
裾 が 見 えて いま す 。 VANO RO Tle 
あり ませ ん 。 
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任意 の 長 さま で 展開 可能 で す 。 
ワイ ヤー 部 分 は 2 本 で 繋が っ て いま す 
剣 形 態 で は 継ぎ 目 が 見 えな く な り ま す 


“A 
mment from Illustrator 


実は FGO 開 始 前 か ら セ イ バ パー アス トル フォ の デザ イン 原形 は 存在 し て いた の だ !( パ パー!) 理由 は 忘れ ちゃ っ た けど ! 
デザ イナ ー に も 理性 と 記憶 力 が な い ぞ !( ド ) と に か く KAWAII を めい っ ぱい 詰め 込む こと と 、 各 フ ォ ー ム で あえ て 
共有 パー ツ を 最大 限 残 し つつ 、 セ ンタ ー の メイ ン パ ー ツ で 印象 を 変え る 欲張り 着せ 替え セッ ト が 個人 的 に テー マ で し た 。 
背中 側 は し っ ぽ パ ー ツ が チャ ー ム ポイ ント ! 引 っ 張り た い ! GEEZER) 
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ナイ チン 
クラ ス アー チャ ー こる フ ロミ ウン ス < 


Ect E +2 1 ۱ 
| 


۱۳: ور‎ EI لع‎ 
に 


= 
設定 作成 : 桜井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン : RBA! 
CV: 沢 城 み ゆき 
= -一 -一 一 AS 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order [IN 


1 57 スキル 
HD: C 


ان 
大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 の よう な 大 掛か りな も の は 防げ な い 。‏ 


ー 一 هك‎ _ Pen). 


rc AD ee 
229 0500180186 0 CH LIES > 331258800. 
使 人 の た めで あれ ば 彼女 は 一 人 で 戦え る 。 


Een too‏ في ا ا ود 
パラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る が 、 理性 の BONS.‏ 

本 来 の 霊 基 で ある バー サー カー と し て の 性 質 が 残っ て し まっ た の か 、 

英霊 ナイ チン ゲー ル の 特徴 と し て 残さ れ た の か は 不明 。 

パー サー カー 時 より は 幾 分 か 柔和 な 言葉 が 出る こと も ある が 、 会 話 の 基本 スタ イル は さほど 変わ ら な い 。 


薬 (メディスン) で ある 。 

アー チャ ー・ ナ イチ ン ゲ ー ル の 所 持 する 「 銃 の よう な 注射 器 ] は 、 様 々 な 薬効 を も た ら す アン プル を 遠 距 離 武 器 の よう に 
し て 射出 する 。 秒 間 に 20 発 射出 する 。 

直撃 を 受け た 治療 ・ 看 護 対象 は た ち ま ち 回 復 する だ ろう 。 

直撃 を 受け た 殺菌 ・ 滅 菌 対象 は 撃滅 され る だ ろう 。 

常時 発動 型 の 宝 具 だ が 、 本 作 で は スキ ル と し て 表現 され る 。 


クリ スマ ス と いう 事象 その も の に 興味 が 薄い 反応 を 見 せる アー チャ ー・ ナ イチ ン ゲ ー ル だ が 、 そ の 在り 方 は 聖夜 に 深く 
結び 付い て いる 。 

真紅 の 衣 帝 と 、 そ し て 一 一 旅行 絞 に 括り 付け られ た 黄金 の 鐘 が その 証 。 

も っ と も 、 そ の どちら に も 彼女 自身 は 心当たり が な く 、「 い つの 間 に か こう な っ て いま し た 」 0 


天使 は 叫び 、 悪 魔 は 影 の 中 に 消え る 


アサ ルト ・ メ ディ スン ・ フ ル バ パー スト ・ パ ー テ ィ ー。 
アー チャ ー・ ナ イチ ン ゲ ー ル が 所 有する 「 銃 の よう な 注射 器 ] こと 宝 具 REDE. 悪魔 の 涙 ] を 用 いて の 全力 射撃 。 
除去 すべ き 病 源 で あれ ば 即刻 消し 去り 、 治 療 すべ き 傷 病 者 で あれ ば 即刻 癒 や す 。 


REDE, ERDE 


アサ ルト ・ メ ディ スン 。 

除去 すべ き 病 源 で あれ ば 地上 か ら 消 し 去り 、 治 療 すべ き 傷 病 者 で あれ ば 癒 や し て みせ る 、 ナ イチ ン ゲ ー ル の 精神 性 が 射 
撃 型 宣 具 と し て 昇華 され た も の 。 

常時 発動 型 の 宝 具 。 

銃 に 似 た 形態 取っ て いる の は 、 彼女 の 従軍 経験 が 影響 し て いる た め と 思 し い 。 

[FateGO] で は スキ ル と し て 表現 され て いる 。 


أ الله 


私 貴方 OO 〇 さん ミス ター・ 〇 〇 ノミ ス ・OO 〇 
EI 彼 彼女 プ 〇 〇 さん ミス ター 


〇 性 格 

奉仕 と 献身 を 信条 と する 、 ク フリ ミ ア の 天使 。 
鋼 の 信念 。 人 を 救う も の 。 ۰ 

パー サー カー 時 と ほぼ 同じ だ が …… 


どこ か ずれ た 認識 と 、 問 答 無用 の 治療 。 

それ 自体 は 普段 の 英霊 ナイ チン ゲー ル と 同じ だ が …… 

よく 観察 する と 、 普 段 よ り も 幾ら が お 汰 や か 。 

頻度 は 多く な い が 、 ど こ か 夢見 が ちな 言葉 を 述べ た り も する 。 

アー チャ ー・ ナ イチ ン ゲ ー ル に は 、 看 護 ・ 医 療 の 現場 へ 赴く 前 の 、 少 女 期 の ナイ チン ゲー ル の 精神 が 混ざっ て いる の で 
ある 。 そ の た め , 


世界 中 すべ て の お 菓子 が 薬 に お れ ば いい と 思っ て いる (甘い 風 邪 薬 の よう に ) 。 

クリ スマ ス も 疾病 や 負傷 を 癒 や す 催し に な れ ば いい の に 、 と も 思っ て いる 。 

だ が 、 決 し て 聖杯 に 願う も の で は な い 。 

自分 で や ろう と アー チャ ー・ ナ イチ ン ゲ ー ル は 考え る 。 

世界 中 すべ て の 薬 が お 菓子 に な れ ば いい の に 』 で は な い の ? と 問 えば 、 

薬 が ! お 菓子 に な っ て ! どう する の で す 

と 返答 が ある だ ろう 。 

そこ は 拘る と ころ な の で ある 。 

お 菓子 が 薬 に な る 分 に は 夢 が ある で し ょ う 。 CM, 薬 は 薬 の まま で な けれ ば な ら な い の で す ] 


O 台詞 例 

皆々様 、 ご き げ ん よう 。 お 加減 は いか が ?」 

いい え 。 私 は 天使 で は あり ませ ん 。 ど うか くれ ぐれ も 、 お 間違え の な いよ うに 」 
失礼 、 治 療 の お 時 間 で す の で ] 

外出 か ら 戻っ た 時 は 、 手 洗い と うがい を 忘れ ず に 。 よ ろ し く て 3?1] 

ーー A. اا‎ 


〇 人物 像 

ナイ チン ゲー ル (パー サー カー) と ほぼ 同一 。 

銃 の よう に も 傘 の よう に も 見 える 、 謎 の 大 型 射撃 武器 を 所 持 し て お り 、 ク ラス は アー チャ ー へ と 変化 。 
赤 を 基調 と し た 服装 か ら す る と 、 サ ンタ 系 サー ヴァ ント の よう で は ある が ……? 


o 
今回 、 霊 基 が 変質 し た 理由 は ナー サリ ー・ ラ イム の 干渉 に よる も の 。 


一 連 の 事件 を 経た アー チャ ー・ ナ イチ ン ゲ ー ル は 、 少 女 で あっ た 自身 を 受け 入れ 、 新 た な サン タ 系 サー ヴァ ント と し て 
活動 する だ ろう 。 


聖夜 に 祈り な が ら ー 一 一 
衛生 と 看護 を 向上 させ る た め 、 あ ら ゆ る 疾病 を 打ち 倒す た め 、 戦 う の で あ る 。 


いつ も 通り ? 
そう いう こと も ある だ ろう し 、 
そう で な いこ と も ある だ ろう 。 


O 因縁 キャ ラ 

サー ヴァ ント 全般 

彼ら の こと を ナイ チン ゲー ル は [AREA] と 認識 し て いる 。 
彼ら は よく 負傷 する 。 

つま り 、 看 護 対象 で ある 。 

敵対 者 

自分 に 攻撃 を 行う 者 も また 、 救 うべ き 傷 病 者 と な り 得 る 。 
まず は 無力 化し な く て は 治療 も 看護 も 行え な い 。 
カリ ギュ ラプ ファ ント ムジ ル (キャ スタ ー) ノ / サ ロメ ノ サ リエ リン ノン 森長 可 グ パー ヴァ ン ・ シ ー 
精神 を 負傷 し て いる 者 も 、 す べ て 看護 対象 で め る 。 

BEE 

彼 は し ば らく 特別 棟 で の 看護 と な り ま すね 。 

あっ 、 ま た 抜け 出し て ! ミス ター! 

お 待ち な さい 。 ミ スタ ー! 

RESÊ 

いけ な い 。 

特別 棟 で の 看護 が 必要 な よう で す 。 

急い で ! 
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ナイ チン ゲー ル (サン タ ) は ご 依頼 を 受け た 時 、 何 パタ ー ン か の リク エス ト が あり まし た 。3 つ の ラフ の 中 か ら 選 ば れ た 
の が この メリ ー ポ ピン ズ 風 サン タ で す 。 他 の パリ エー ショ ン も 描き た い 感じ だ っ た の で 相談 の 結果 、 最 終 再 防 イ ラス ト 
は 候補 内 に あっ た ナー スパー ジョ ン を 描か せ て 頂く こと に な り ま し た 。 (BA) 


オリ オン 


アー チャ ー EUA 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キ ャ ラフ ター デザ イン :H 
CV: 神奈 延 年 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


単独 行動 : EX 
プラ ンド アー 


海神 の 祝福 :B 
ポセイドン の 子 。 
更に 自在 に 雨 を 呼び 起こ すこ と も で き 、 オリ オン は 主 に [降り し きる 雨 を 


1 て いる 」 EWS YFAI—V و‎ VEBE. ENERO 
(あま り 上 手 く いか な か っ た 模様) 


神 性 の 亜 種 スキ ル 。 海 の 上 を 走る こと が で きる 他 、 海 の 中 で も 永遠 に 活動 する こと が で きる 。 


、 普 段 陽気 な 男 が 泣い て いる か の よう に 浴び 


1 
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恋人 Q? 名 の 重圧 を 受け て | 
肉体 が 鍛え られ て し まう 。 
魔力 と 幸運 を 含む 全 ス テー タス が ラン クア ッ プ 、 特 に 筋力 は 二 段 階 ブ ー ス ト が 掛け られ る 。 


獅子 を 絞め 殺し た と いう 豪 腕 。 

その 単純 な 暴力 の 前 で は 、 魔 性 の モノ や 魔 獣 た ち で も 枝 えて 逃げ る 。 
コイ ン を 引き 千 切 る な ど お 手 の も の 、 ケ ル ベ ロ ス の 賃 す ら 砕 く 。 
まさ に 天下 無双 の 腕力 と いえ よう 。 


ギリ シャ ー の 狩人 と 


を 得 た こと で 、 違 う 時 代 を 生き た 英雄 た ち を も 上 回 る 弓 の 腕 を 獲得 し た 。 


そこ に は 致命 的 な 落と し 穴 が ある 。 
即ち 、 こ の 星 に 愛さ れ た 者 は 神 (特に 女神 ) に も 愛さ れる と いう こと に 。 
彼 の 結末 は この 時 定まっ て いた の か も し れ な い 、 な い 、 な い ……。 


093 


| 
| 
| 
| 


S | 


た 


月 女神 の 無垢 な 愛 


۱ 


アル テ ミ ス ・ ア グ ノ ス 。 

アル テ ミ ス の 愛 が 降り 注ぎ ざ 、 一 時 的 に で は ある が 自身 の 大 幅 な 強化 を 図る 。 

愛 が 重い 、 何 か 物理 的 に 重い 。 

な せ ぜ 対 軍 な の か と いう と 、 こ の 宝 具 は 一 人 を 一 軍 に 匹敵 する も の へ と 変化 させ る ほど の 祝福 だ か ら だ 。 
副作用 と し て 常人 な ら ば 爆散 する が 、 オ リオ ン は 筋肉 痛 で 済む 。 


我 が 矢 の 届か ぬ 獣 は あら じ 


オリ オン ・ オ ルコ ス 。 
相手 が 魔性 、 魔 獣 の 場合 に あら ゆる 防御 系 統 の スキ ル 、 宝 具 な ど を すべ て 無効 化し て 攻撃 を 加え る 。 


グラ ンド アー チャ ー と し て 召喚 され た 際 に 使用 する 場合 、 あ ら ゆる 獣 を 彼 の 手 の 届く も の へ と 早め る 追加 効果 を 得る 。 
無限 増殖 する タイ プ の 敵 に も 対応 し て レン ジ 内 に 存在 する 限り は 自動 的 に 殺し 続け る 。 
『FateGO]」 で は アド ベン チャ ー パ ー ト に お いて の み 、 使 用 され た 。 


Hla, KEFIR 


オル テ ュ ギ ュ ア ー・ ア モー レ ・ ミ オ 。 

本 来 、 あ っ て は な ら な い 特 殊 宝 具 。 第 五 の 異聞 帯 に お いて 、 ブ グラ ンド アーチ ャ ー と し て の 冠 位 を 捨て て まで 獲得 し た ア 
ル テ ミ ス の た め だ け の 宝 具 。 

自身 の 生命 と 引き 換え に 、 機 械 の 女神 アル テ ミ ス を 撃ち 落と す 。 

アキ レウス の 鎧 を 加工 し て 鍛造 され た 弓 、 矢 へ と 転じ た パリ ス 、 マ スタ ー の 令 呪 (ブー スト ) 、 そ れ ら すべ て が 合 一 し て 
た だ 一 度 だ け 放 た れる 矢 。 

『FateGO」 で は アド ベン チャ ー パ ー ト に お いて の み 、 使 用 され た 。 


RK 


〇 性 格 
雌 伏 の 時 を 経て オリ オン 推 参 。 
態 の と ¿COR り 変わ ら な い 。 変わ っ た の は 姿 形 だ け 。 


こう は う 5 い 6 


女好き 。 


肉体 っ て の は 不便 な も の だ な ぁ 。 
いや 冷静 に 考え る と お か し いよ な 。 
な ん で 俺 、 催 すん だ ? 

サー ヴァ ント だ よ な ー、 俺 ! 

あ …… 名 前 の 呪い か ? 

俺 の 名 前 の 由来 が 「 放 尿 す る も の |] だ か ら か 。 トー 
は っ は っ は 、 な る ほど ハッ ハッ ハ 。 

我 な が ら ひ っ どい な 名 前 の 由来 !?] 

「 マ スタ ー 唐 突 だ が 浮気 が パレ た の で すい ませ ん 
ちょ っ と 撤退 し ま ー す !」」 

「 お まえ は 、 俺 以外 の 誰 に も 落と させ な い 。 Y 
誰 に も だ ! % 
俺 以外 に 、 こ の 弓 を 引け る 者 は いな い ! 
俺 以外 に 、 お まえ を 撃て る 者 は いな い ! 
俺 は 俺 の 意志 で 喚 ぱ れ 、 

そし て 俺 の 意志 で お まえ を 撃つ DA 
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放尿 する も の 、 と いう 意味 を 持つ 名 前 の オリ オン は 、 海 神 ポ セイ ドン と エ ウ リ ュ ア レ (女神 エ ウ リ ュ ア レ と は 別人 ) 
の 間 に 生ま れ た 子 で ある 。 

どん な 獣 で も 仕留め て みせ る 、 と 豪語 し た 彼 は ある 日 女性 関係 の トラ ブル で 、 گت‎ ٠ 

彼 は ハン マー の 音 を 頼り に 小骨 で 海 へ と こぎ 出し 、 知 り 合っ た 暁 の 女神 エー オー ス の 伝 手 で 視力 を 回 復 し て も ら っ た 。 
DR この 時 点 で 既に 女神 と の 危険 な フラ ブ を 立て て いる こと に 注目 し た い 。 


妹 の アル テ ミ ス が オリ オン と 恋仲 に な っ た こと に 危機 感 を 抱い た 兄 に し て 太陽 神 ア ポロ ン は 、「 お まえ は 己 の 名 手 だ が 、 
あの カン ダ オ ン (オリ オン の こと ) と いう 男 を 射 て る か な ?] と 、 海 の 中 に いた オリ オン を 射 つ よう に アル テ ミ ス を 唆 し た 。 
アル テ ミ ス は 愛し た オリ オン を 見 事 に 射 買 いて し まい 、 死 体 を 抱き 締め て 嘆い た と いう 。 

死人 を も 菊 ら せる と いう アス クレ ビオ ス に 醍 ら せ て も ら お うと も 考え た が 、 生 き 返ら せる 前 に アス クレ ビオ ス は ゼウス 
DBE (ST) に よっ て 死ん で し まっ た 。 

仕方 な く 、 ア ル テ ミ ス は オリ オン を 星 に 昇華 し た 。 

人 冬 に な る と 、 輝 く 三 つ 星 (トラ イス ター) が 空 に 見 える 。 

それ は 、 オ リオ ン の ベル ト だ と いう 。 


O アト ラン ティ ス に て 

元々 、 超人 オリ オン は 獣 の 気配 を 察知 し た 抑止 力 に よっ て 召喚 され た ブラ ンド の 冠 位 を 持つ アー チャ ー で あっ た 。 

が 、 ア トラ ン テ ィ ス で の 召喚 が 一 歩 遅れ た た め に 既に オリ ュ ン ポス へ の 突入 部 隊 は 解散 し て し まっ て お り 、 オ リオ ン は 
アト ラン ティ ス で 停滞 せ ざ る を 得 な か っ た 。 


だ が 、 そ の 間 に オ リオ ン の 気配 を アル テ ミ ス が 察知 。 

彼 の 力 を 危 恨 し た ' あ る い は 、 異 な る 感情 が あっ て か 、 ア ル テ ミ ス は 自身 の 端末 を 送り 込ん だ 。 
彼女 と の 交渉 の 末 に 、 オ リオ ン は 渋々 と 相互 不可 侵 条 約 を 承諾 。 

彼 が 動か な い 限 り 、 ア ル テ ミ ス も また オリ オン に は 手 を 出さ な いと 約束 し た 。 

な お 、 そ の 間 の 見 張り 役 と し て 選ば れ た の が 、 ア トラ ン テ ィ ス で 消滅 し た 端末 アル テ ミ ス で ある 。 


カル デア の 一 行 が 到着 、 マ スタ ー と 遭遇 し た オリ オン は 、 一 旦 は 契約 の た め に 助力 を 拒 お も の の 、 ア ル テ ミ ス が 動き 出 
し た こと を 察知 し 、 遂 に 立ち 上 が る こと を 決意 し た 。 


そし て 最後 の 島 に お いて 、 オ リオ ン は へ ファ イス トス か ら 与 えら れ た 弓 と 矢 を 使用 し て 宝 具 を 解放 。 
し か し 、 そ れ で も アル テ ミ ス に は 届か な か っ た 。 

最早 ここ まで か 、 と 思わ れ た 時 に パリ ス が 自身 を 矢 と する こと を 提案 。 

再び 与え られ た 正真正銘 最後 の チャ ンス に 、 オ リオ ン は 冠 位 を 返上 。 

その 最上 の 霊 基 を 以 て 第 三宝 具 を 創り 出し た 。 


けれ ど 、 そ の 宝 具 は 決し て 憎しみ で は な く 、 た だ 愛し た 女 が 穏やか に 眠れ る よう に 願っ た も の 。 
ーー か くし て 愛 の 狩人 は 、 月 を 撃ち 落と し た 。 
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O 因縁 キ ャ ラ E 
過去 現在 未来 すべ て の 女性 (一 部 除く ) 
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イア ソン / ア キレ ウス ۱ 
メデ ィ ア に 「 ギ リ シ ャ ボ ンク ラ 三 人 組 ] と ワン セッ ト に され た こと に 納得 が いか な い 。 

で も それ は それ と し て 割 と 仲 が 良い 。 

アト ラン ティ ス ・ ア ル ゴ ノ ー ツ 

アト ラン ティ ス の 記憶 は も ちろ ん 存在 し な い の だ が 、 自 分 た ちの 活躍 と 成し遂げ た こと に 素直 に 感嘆 。 
先 の ボン クラ 人 組 も 含め て 、 割 と 仲 が 良い 。 

ヘー イ ! (一瞬 だ け 流 行っ た 挨拶) 


アル テ ミ ス ( 汎 人 類 史 ) a 
つか ず 離 れず くっ つき すぎ ず …… を モッ トー に 走っ て きた が 、 カ ル デ ア で 金婚式 を 挙げ た らし いと 聞い て ( * *م‎ ) み た ١ 
いな 顔 に な っ て いる オリ オン 。 
オリ オン ( 熊 の 方 ) 

熊 … 


俺 が …… 熊 か アー………。 
いや 、 で も …… 若 干 最近 流行 の ゆる キャ ラ っ ぽく な い ? トー 
ふわ ふわ も ち も ち し た 感じ で 、 若 者 受け と か する ん じゃ な い !? し な い ? そう か ……。 
アル テ ミ ス (AB) 

も し 、 あ の 彼女 が 緩やか な 眠り か ら 覚 め て 、 ま た 自分 を 認識 し た な ら ば 、 言う さ べ きこ と は 決ま っ て いる 。 3 
「……: 最 後 の アレ 、 恥 ず か し い の で 忘れ て くん な い ?] ١ 


(アト ラン ティ ス ・ ア ル ゴ ノ ー ツ の 面々 か ら [正气 区 可 办 | 「 コ イツ を 縛っ て アル テ ミ ス に 突き 出す べき ] 
「 い い 加 減 覚悟 決め ろ ] な どの 言葉 の 暴力 が 降り 注い だ ) 


] cban. BEITELOIBRASASNATER. te 
た と え 今 は も う 、 そ の 痕跡 すら 存在 し な いと し て も 。 ١ 


mH EA 
痛み 止め と か 


と ある 星雲 が 
ある の が この 辺 。 
色々 な こと に 
対応 出来 る 袋 の 
ある 位置 と いえ ば 
この 辺 よ ね ! 


_ 
MUL UE HAGE 5 
KEDERA. 286. 6 
ベル ト エ 上下 2 箇所 で 固定 
全て 弓 で 発射 で きる よう に 
本 の 後 端 に 切り 欠き あり 
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(BO). 力 に より 
成長 し た 
獅子 の 毛皮 
[fi] だ っ た も の 
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CHARACTER Profile 


弓 ・ 第 二 段 階 弓 ・ 第 一 段階 


i ERIE 5 ECT LF FS ADERIDMIODPRHRHERIRTASDT 

オリ オン (アル テ ミ ス ) 第 1 段階 と 同じ 矢 が 放 て る よう に な る 。 

た だ し あく まで オリ オン の 実力 で は 無限 に ビー ム を 放 て る わけ も な く E 
何 か を 弓 に 番 え た 量 間 に オリ オン (アル テ ミ ス ) 第 1 段階 の Y 
矢 の エフ ェクト が か か る と いう も の 。 


Comment from Illustrator 


足 の これ アメ ン ボ ? ア メン ボ な の ? 
違う よ ぜ ん ぜん 違う よ 猟 師 の 腔 当て と 登山 用 スパ イク の 類 だ よ 。 全然 関係 な かい けど アメ ン ボ の 足 っ て 毛 が ぴ っ し り で 
爪 2 つ な ん だ っ て ね 。 貴 方 水 に 浮く ん だ っ て 7 


オリ オン は アル テ ミ ス か ら は 美貌 だ 美形 だ な ん だ と 言わ れ て いま し た が 、 現代 の 流行 り で ある 線 の 細い 優男 系 と いう 
選択 肢 は ハナ か ら あ り ま せん で し た 。 

だ っ て 逸話 を どう 確認 し て も 賢人 で は な い ゴ リラ 、 不 特定 多数 に 襲い か か る (控え め な 表現 ) 筋肉 モリ モリ の マッ チョ 
マン だ も の 。 

星座 も 大 概 梶 棒 し か 持っ て な いん だ よこ の 人 。 

と は いえ 正直 星座 っ て どう 見 れ ば こう 見 える の …… と いう 想像 力 で 補完 する べき 部 分 が 多 す ぎ て イメ ー ジ ソー ス と し 
て 使え た も の で は な いん で す が 。 
( 導 設 で す が ア ル テ ミ ス の 方 で 浮か ん で いる 熊 オ リオ ン の 第 三 再臨 の 元 絵 で は 一 応 ち ゃ ん と 星座 の 星 は 全部 描い て あり ま 
す 。 ス タッ フ が 立ち 絵 に し た 時 に 腕 の 星 を 切り 取ら れ ま し た 。 理由 は 今 で も 謎 で す ) 

hollow ataraxia の 頃 か ら 思 っ て いた 個人 的 な 印象 で は あり ます が 、 ヘ ラク レス や ステ ン ノ 、 エ ウリ ュ ア レ が モテ モ 
テ な Fate 世界 の 古代 ギリ シャ は 「 男 な ら 筋 肉 、 女 な ら ロ リ 」 が モテ 要素 で あっ た 世界 な の か も し れ ま せん 。 い え 真 実は 
知り ませ ん が 。 と も あれ この 筋肉 ゲル マ で ラフ を 提出 し た ら ほ ぼ 一 発 で 通り まし た 。 修正 入っ た の は 顔 だ け で す 。 

最初 期 の 顔 は ワイ ルド 系 で し た 。 両目 に 例 の 傷も ある 感じ 。 で も それ で 逸話 の 行動 取っ た ら 生 々 し すぎ る 、 と な っ た 
よう で す 。 

結果 首 と が 超 太い 筋肉 グル マ な の に 可愛 く な り ま し た 。 

ちな み に 筋 肉 が こん な に ある 人 は 筋肉 が 邪魔 で 関節 可動 域 が 狭い で す 。 必然 彼 も 狭い と 思わ れ ま す 。 気 を つけ と か 出 
来 な いよ 。 可 愛 いね 。 

髪 が 硬め の 癖 つっ 毛 な の は アル テ ミ ス が 人 間 体 を 作成 する 際 オ リオ ン の 髪 の 構造 を 真似 し た で あろ う 、 と いう こと で 必 
然 こ うな り ま し た 。 彼 も 伸ばせ ば アル テ ミ ス に 似 た 髪型 に な る と 思わ れ ま す 。 


ベル ト は アル テ ミ ス か ら の プレ ゼン ト で す 。 な の で ちと SF チッ ク 。 第 二 再 了 臨 で の 光 の 配置 は オリ オン 座 の 特に 光 の 強 
い 星 で す 。 右 肩 は 赤色 超 巨星 ベ テ ル ギ ウ ス な の で 赤い 色 を し て いま す 。 


梶 棒 の デザ イン は 自分 の 知る 限り 最も 原始 的 で 痛 そう な SF 梶 棒 デ ザイ ン を リス ペク ト し まし た 。 第 二 再 臨 が 基本 の デ 
ザイ ン で す 。 投げ て 使う の も 想定 通り で す 。 

ちな み に 有 再臨 で の 衣装 変更 は 設定 的 に そもそも どう いう こと な の か は は っ きり し て いな い の で す が 、 今 回 の オリ オン 
に 関し て は アル テ ミ ス の 愛 (控え め な 表現 ) が 侵食 し て いる 、 あ る い は それ を 思い 出し て いる 度合 い 、 と 妄想 し な が ら 描 
きま し た 。 


omment from Illustrator 


梶 棒 に 突起 が 生え て きた …… と か 、 な に か し ら の 透明 な 物質 に 変化 し て きた くら い 彼 は 気 に し ませ ん 。 

な ん が ベルト と か 光り 始め て きた よ 。 元々 アル テ ミ ス か ら 送 られ た よく わか らん ベル ト だ し 光り も する よ 。 

弓 の 前 の 方 に な ん か 色々 追加 され て き て 射る も の が 「 光 の な に か ] に な っ た よ 。 誤差 誤差 。 石 投げ る の と た いし て 変わ 
ん な い 。 頑丈 に な っ た し 殴る 時 便利 で いい よ な ! と か そん な ん 。 


オリ オン の 持つ 殆ど の 武器 が 変化 し て いる 事 か ら 推測 で きる 通り 、 ア ル テ ミ ス の 愛 ら し き 何 か は 基本 的 に オリ オン が 
愛着 を 持っ て いる 物 、 土 壇 場 で 信頼 し て いる も の に 優先 的 に 注 が れ て 形質 を 変化 させ て いま す 。 

そう すれ ば 彼 の 愛着 や 信頼 は 彼女 の 愛 に 対し て 向け られ る 、 と いう 理屈 な わけ で すね 。 前 述 の 通り オリ オン は 便利 と 
思っ て いる 程度 で 多分 大 し て 気 に し て ませ ん 。 

な お 武器 に も 関わ ら ず 腰 の 短剣 が 再 了 で 変わ ら な い の は 侵食 する 前 に し ょ っ ちゅ う 折 る わ 投げ る わ で 無く す せ いで す 。 


オリ オン の 弓 を 射る 動作 は 腰 の 短剣 や ナタ の 類 を 放つ た 後 、 タ イミ ング よく パン チ し て 、 持 っ て る 弓 の 弦 に 引っ か け 
て 、 短 剣 の 重量 と 拳 の 速度 だ け で 弦 を 絞っ て 発射 。 と か いう 曲芸 みた いな こと し て ます 。 

彼 に と っ て 弓 の 弦 は 重く も な ん と も な い の で す 。 こ れ で 当て る ん だ か ら 流 石神 話 世界 の 住人 で すね 。 

両手 で 番 えて いる と き は 慎重 に 狙い を 定め て いる と いう こと で す 。 あ る い は 見 物 し て る 女の子 に アビ ピール し て いる と 
いう こと で す 。 

それ で 、 ま ぁ こ こま で で 気づい た と は 思う ん で す が 、 弓 っ て 彼 に と っ て オモ チャ みた いな も の で 、 拳 で 殴っ た ほう が 
強い の で す 。 

弓 を 本 当 に 本 気 で 武器 と し て 使う と な っ た ら 彼 は 鈍器 と し て し か 使い よう が な か っ た 、 と いう こと な わけ で 。 

つま る と ころ 弓 で 殴る モー ショ ン は アル テ ミ ス が 真似 し た ん だ と 思い ます 。 あ の 子 ホン ト 彼 氏 で 変わ る タイ プ ね 。 


と 、 ま あこ ん な 感じ の こと を 考え な が ら 描 いて いた わけ で す よ 。 
当然 な が ら 絵 を 描い て る 最 中 の 妄想 な の で 本 編 設定 で は な いと いう こと を 念頭 に 置い て くだ さい 。 え え 。 


それ と 言及 を 忘れ て いま し た が 右 腰 の 赤い 革 を 銀色 の 金属 で 縁取 っ た ポー チ に は 薬 と か 臭い 消し と か 色々 な 事 に 対応 
で きる 便利 な 物 が 入っ て ます 。 

と ころ で これ は 全然 関係 の な い 独 り 言 な ん で す が 、 オ リオ ン 座 の 右 腰 に は それ は それ は と て も 名 前 が 有名 な 星雲 が あ 
つて で すね うわ な に を する や めい え ち ょ っ と 細か い 話 は 担当 部 署 が 違い ます か ら お 答え し か ね ます ね 。 (I-IV) 


Fa 


マン ドリ カル ド 
| 2” >35- ERA マン ドリ カル ド 

EG 男性 対す る オル ラン ド 、 狂 える オル ラン ド ラ 
[++ ES 17m Ea 2 
Ec Be 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キ ャ ラフ ター デザ イン : ギン カ 
CV: 増 田 俊樹 


クラ スス キル 
Casa 


乗り 物 を 乗り こなす 能力 。 大 抵 の 乗り 物 な ら 人 並み 以上 に 乗り こなせ る が 、 MESSER - MO Y TOMS 
りこ な すこ と が 出来 な い 。 


第 二 節 以下 の 詠唱 に よる 魔術 を 無効 化す る 。 大 蓄 術 、 儀礼 呪 法 な ど 大 掛か りな 魔術 は 防げ な い 。 


対 魔 力 :C | 


ヘクト ー ル の 鎧 を 身 に つけ て いた 、 と いう 逸話 が 昇華 され た スキ ル 。 
様々 に 付加 され た ヘクト ー ル の 人 逸話 は 、 マ ンド リカ ルド の 体 を 強 抽 な も の へ と 変え 、 そ の 圧倒 的 な 伝説 力 に より 擬似 的 
な カリ スマ を 発揮 する 。 


死ぬ 寸前 、 全力 の 一 撃 を 振る うこ と が で きる 。 
戦闘 続行 と 似 て 非 な る スキ ル で 、 一 撃 の 後 で 必ず 死亡 する 。 


ラン ク が 高く な る に つれ て 、 よ り ダ メー ジ が 増大 。 
で て ラン ク で あれ ば 、 全 力 の 一 撃 を 過 不 足 な く 放 て る 。 


9 Mn 
名 馬 ブ リリ アド ー ロ を 奪っ て 乗り こなし た 、 と いう 
機動 力 、 攻 撃 力 、 名 声 な ど が 上 昇 。 

代償 と し て 敵 に 姿 を 捉え られ や すく な る 。 

また 、 こ の スキ ル に よっ て C ラ ンク 以下 で あれ ば 魔 獣 で も 強奪 、 乗 りこ な すこ と も 可能 。 


宝 具 


セル マン ・ デ ・ デ ュ ラ ンダ ル 


REDE 


セル マン ・ デ ・ デ ュ ラ ンダ ル 。 

デュ ラン ダル を 手 に 入れ る まで 剣 を 身 に つけ ぬ 、 と 玖 っ た 伝説 の 具現 化 宝 具 。 

手 に し て いる も の が 、 ど ん な 武器 で あっ て も 彼 が か つて 身 に つけ た デュ ラン ダル と 同等 の 切れ 味 を 持つ よう に な る 。 
ラン スロ ッ ト の 宝 具 騎士 は 徒手 に て 死 せ ず ] と 酷似 し (て いる が 、 こ ちら は デュ ラン ダル と 同じ 威力 を 持つ と いう 点 で 上 
回 り 、 ど ん な 武器 で も デュ ラン ダル と 同じ 扱い 方 と な る 。 

た だ し 、 デ ュ ラ ンダ ル の 通常 威力 の み を コピ ー し て いる の で 耐久 力 は 手 に し た 武器 の ラン ク に 準ずる (ほぼ E ラ ンク ) 。 


デ ・ デ ュ ラ ンダ ル 


لك امات 


レー ヴ ・ デ ・ デ ュ ラ ンダ ル 。 

2۳3521061۱ を 封 EU、 破 棄 す る こと に よっ て 発動 可能 な 対人 宝 具 。 

か つて 手 に し た 絶世 剣 デコ ラン ダル を 己 が 手 に する 。 

また 、 こ の 状態 で は た だ の スキ ル で し か な い 「 九 偉人 の 鎧 ] も ヘクト ー ル の 聖 遺物 と し て 昇華 され 、 防 御 面 で も 類 い 稀 な 
る 向上 が 見 られ る 。 


通常 の 聖杯 戦争 に お いて は マン ドリ カル ド が 、 今 の 自分 で あれ ば デュ ラン ダル を 真 に 使え る …… 
と いう 自信 を 持た な けれ ば 発動 で き な い 宝 具 。 
宝 具 の 情報 自体 も 封印 され て お り 、 マ スタ ー で すら 把握 で き な い 。 


第 五 の 異聞 帯 に お いて は 、 ヘ クト ー ル か ら ド ゥ リン ダナ (デュ ラン ダル ) を 賜っ た こと と 、 
旅 で 出来 た 友 を 救う と いう 目的 が めった た め 、 宝 具 発 動 が 可能 と な っ た 。 
アル テ ミ ス の 矢 を 押し 留め る と いう 奇跡 を 成し遂げ 、 本 人 は 消滅 し た 。 


若 二 、 世 を 備 お 陰気 属性 が 入っ た 青年 。 
自分 が マイ ナー で ある こと を 自覚 し て いて 、 ち ょ くち よく 自虐 めい た 発言 が 飛び 出す こと 多々 あり 。 
いわ ゆる 、 自 分 の 能力 に 保険 を 掛け る タイ プ で 、 用 心 深 く 、 消 極 的 に 物事 を 進め る 。 


元々 は 堤 大 、 仙 慢 、 威 風 堂々 と いう 実に 英雄 らし い 英雄 で あっ た が 、 ロ ジェ ロ と の 一 騎 討 ち に お いて 、 ヘ クト ー ル 武具 
フル 装備 で 挑ん だ に も か か わら ず 敗 北 し た こと に 衝撃 を 受け 、 そ れ 以 降 は 非常 に 陰気 、 自 信 が な い キ ャ ラ に な っ た 。 


〇 マス ター へ の 態度 
基本 的 に 態度 は 中 立 ・ 中 証 で ある 。 
あま り に 残酷 な 所 業 は さす が に 止め る が 、 元 よ り 騎士 で あり 王 で ある 彼 は 、 大 抵 の 残酷 さ を 許容 する 。 


また 、 彼 は マス ター と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取り た が ら な い 。 
これ は 自信 の な さと 己 の 武 名 の マイ ナー さか ら 生 じ た も の で ある …… が 、 ご く 稀 に 「 サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 本 分 を わき 
まえ て いる 」 な ど と マス ター に な っ た 魔術 師 か ら 勘 違い され る こと も ある 。 


・ あ る 程度 の 無茶 な 命令 も 聞い て くれ る 
・ 常 に 控え て いて 、 出 し ゃ ば る こと は な い 
・ 敵 と 相対 し て も 人 奈 計 な こと を 喋ら な い 


な る ほど 確か に 理想 的 。 
初心 者 向け の お 薦め の サーヴァント? 


(TOA? いや この 英霊 、 な ん か 人 間 離 れ し て 怖い ん だ よ な ……) 


(地元 に は あま り い な か っ た タイ プ だ ……。 喋 り に くい ……) 

(いや まあ 、 俺 が 喋り や すい ヤツ な ん て 、 ど こ に も いね えん だ けど な り 」 
ICO 本 来 、 世 界 を 救う た め に 、 俺 た ち は 召 喚 さ れ て いる 。 

で も な 、 俺 は 全く も っ て 個人 的 な 理由 で 、 こ うし た いと 思っ て いる ん だ よ 。 
友達 を 助け た い 。 

お まえ を 助け た い 。 

そし て お まえ を 助け る に は 、 こ れ し か 思い つか な いん だ よ ] 

俺 が 今 、 や れ て いる の は サー ヴァ ント だ か ら じ ゃ な い 。 

BRAD, 友達 だ か ら だ ーー 一 一 一 | 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

マン ドリ カル ド は タタ ー ル (モン ゴル 周辺 の 騎馬 民族 ) の 王 で あっ た が 、 父 の 敵 を 取る た め に 冒険 者 と な っ て 国 を 飛び 出 
し 、 旅 の 未 に へ フ トー ル の 盾 鎧 を 授かる 。 

し か し 、 剣 で ある デュ ラン ダル の み は 父 の 敵 で も ある ロー ラン が 手 に 入れ て お り 、 そ れ に 激怒 し た マン ドリ カル ド は ロ 
ー ラ ン を 見 つけ る べく 放浪 を 開始 する 。 


訂 奈 曲折 あっ て 、 マ ンド リカ ルド は 愛す べき 女性 も 手 に 入れ る が 、 ヘ クト ー ル の 武具 を 賭け て この ロジ ェ ロ と の 一 騎 討 ち 
で 敗れ 、 死 亡 する 。 


ロー ラン の 発狂 全裸 伝説 の 切っ 掛け こも な っ た 敵 で ある が 、 最 後 まで 物語 の 大 筋 に は 直接 関わ ら な か っ た 。 
「 恋 する オル ラン ド 」 に お いて は 、 そ の 華々 し い 活躍 も 描か れ た が 、「 狂 える オル ラン ド ] で は 、 あ くま で ロジ ェ ロ と ロー 
ラン 、 彼 ち 寒 が る 障害 の 一 つと し て 描か れ て いる 。 


© FateGO| に お ける 人 物 像 

昔 は 王様 兼 置 険 者 ! 

冒険 の 未 に ヘ フ トー ル の 鎧 を 手 に 入れ 、 意気 揚々 と デュ ラン ダル を 求め て 旅 か ら 旅 ! 

そし て …… デ ュ ラ ンダ ル を 巡る 戦い や 、 あ れ や これ や で すっ か り 世 を 催 お よう に な っ た マン ドリ カル ド 君 で す 、 ヨ ロ シ 


生前 は それ な り に 堤 大 、 かつ 俺 様 最 強み た いな ノリ で 暴れ て いた が 、 ブ ラダ マン テ の 恋人 で ある ロジ ェ ロ に ヘクト ー ル 
の 鎧 と デュ ラン ダル を 以 て し て も 勝て な か っ た こと が 強烈 な トラ ウマ に な っ て いる らし く 、 常 に 自信 な さそ うな 態度 で 
マス ター に 接する 。 

聖杯 戦争 に お いて 重要 な コミ ュ ニ ケー ショ ン に 多大 な 不安 を 抱え る 男 …… で は ある が 、 な ぜ か 初心 者 向け に 推薦 され る 
こと も ある 。 


一 応 、 戦 闘 時 に は 己 を 鼓舞 する 意味 も あり 、 や や 自信 あり げ 。 


y] 


O アト ラン ティ ス に て 

オリ ュ ン ポス 先遣 隊 の 一 人 。 

地味 で は ある が 粛々 と 確実 に 任務 を こなし た 。 

FO 初心 者 向け ] と いう の は 、 同 じ 任務 に 従事 し て いた サー ヴァ ント が 彼 を 評 し た も の 。 
最終 的 に 先遣 隊 は オリ ュ ン ポス へ 決死 の 突撃 を 行者 た ちと 、 ア トラ ン テ ィ ス に 残っ て 機会 を 要 う 者 と に 分 か れ た 。 


マン ドリ カル ド は 助言 を 受け た こと も あっ て 、 残 留 を 決断 。 
カル デア を 待つ こと に な る 。 


そこ で 出会っ た の は 、 こ の 異聞 帯 で し か 成 し 得 お な か っ た 、 友 人 と 呼べ る 存在 だ っ た 。 


会 いも 別れ も 、 すべ て は 首 那 の 出来 事 。 
だ が 、 間 違い な く 一 ーー それ は 、 人 生 す べ て を 捧げ て も 、 
一 生 に 一 度 訪れ る か どう か の 、 奇跡 だ っ た 。 


O 通常 武器 


O 回 緑 キャ ラ 

アト ラン ティ ス ・ ア ル ゴ ノ ー ツ 

え 、 食 事 を 一 緒 に っ つ す か 。 え えと 、 じ ゃ あま あ 。 
一 応 、 未 席 に で も 。 え 、 何 で 真ん中 に ? 

そし て 、 な ぜ せ 隣 が ヘクト ー ル !? スペ シャ ル ゲ スト !? 
ヘクト ー ル 

存在 を 認識 され て 軽く 死に か けた 。 

ブラ ダマ ン テ 

ちょ っ と だ け 苦 手 。 

っ て いう か ロジ ェ ロ より 強く な いこ の 聖 騎士 ? 
ロー ラン 

いい っ すか ロー ラン 

俺 は 間違っ て も 、 出 会 っ た 頃 の 俺 じゃ な いっ す 。 


「 ハ ハハ ハハ ! この デュ ラン ダル 、 
マン ドリ カル ド に 相応 し い 員 


と が 言っ て 高笑い し て いた 過去 は 闇 に 葬る っ す 。 
他 シ ャ ルル マー ニュ 十 二 勇 士 

すっ げ え 頼も し いっ すけ ど 、 若干 その ……。 
パラ エ テ ィ 色 が …… Nee, 


Fate/Grand order 


CHARACTER Profile 


mment from Illustrator 


ビジ ュ ア ル は HCN, #25. チン ピラ ] と いう オー ダー だ っ た の で 、 木 刀 持 っ て る し 最初 は オラ オラ な 一 匹 狼 の イメ 
ー ジ だ っ た ん で す 、 目 つき 悪い し …。 会 っ て みた ら マ イフ レン ド で し た ! ! ! ! コミ カル な 顔 も 追加 し て 表情 幸 か な | 
子 に な り ま し た 。 前 髪 の ア ン パ ラン ス さ が 特に 気に入っ て ます ! (ギン カ ) 


| 性別 女性 ギリ シャ 神話 欧州 
mt: Ewa ~ 44kg 


= a 
な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


HHR N 
201807 > MUDADO SIERO 6ج(‎ ۱۵35 


TER Profile 


精神 に 対す る 効果 を 緩和 する 他 、 ど れ だ け 食べ て も 太ら な い 。 
本 来 は 、 周 囲 の 人 を 惹き 付け る 股 し の 姫君 スキ ル と の 複合 スキ ル で も ある 。 


ギリ シャ 神話 の 最高 存在 ゼウス に よっ て 、 エ ウロ ペ は 深く 愛さ れ て いる 。 
多く の 加護 を も た ら す スキ ル 。 同時 に 、 ゼ ウス の 妻 た る 女神 へ ラ を 激怒 させ か ね な いと いう 危険 性 を 秘め て いる が 一 一 
ー エ ウロ ペ 本 人 は 一 切 気 に 留め て いな い 。 彼女 に と っ て 、 ヘ へ ラ は 敬愛 すべ き 偉大 な 女神 で ある 。 


エ ウ ロ ペ が 出逢っ た ゼウス 神 、 す な わ ち 由 き 牡 邊 は 、 強 力 な 魅了 効果 を 備え た 神 獣 で あり 、 特 千 座 の 牡 牛 その も の で あ 


り 、 目 に し た 者 を た ち ま ち 惹 き 付 ける と いう 。 
エ ウ ロ ペ 本 人 と いう より も 、 彼 女 が 騎乗 し こい る 牛 に まつ わる スキ ル 。 


MEADE 


A Ea vee 


ス フ ィ リ ・ ト ウゥ ・ タ ー ロ ー。 

大 神 ゼ ウス に よっ て 贈ら れ た 宝 具 の ひと つ 。 

神代 の 自動 機械 。 青銅 の 怪物 タロ ス 。 

オリ ュ ン ポス 十 二 神 の 一 柱 へ ファ イス トス 神 に よっ て 鋳造 され 、 主 神 に よっ て エ ウ ロ ペ へ と 贈ら れ た 超 兵 器 。 エ ウ ロ ペ 
の 絶対 守護 を 存在 意義 と し た 宝 具 。 そ の 耐久 性 は 凄まじ く 、 神 々 で さえ 容易 に は 破壊 し 得 な い 。 

本 来 は 巨人 で は な く 「 怪 物 ] で あっ た が 、 ロ ー ド ス 伺 の 巨像 と 混同 し て 広まっ た こと で 現在 は [巨人 | の 形態 を 得 て い る 。 


敵対 者 を 自動 的 に 感知 し て これ を 撃滅 する 。 

怒る と 、 手 足 を 赤熱 化 さ せ て 翼 い 掛か る 。 通 常 の 生物 で あれ ば 瞬時 に 蒸発 する だ ろう 。 

本 作 で は 一 部 攻撃 お よび 真名 解放 の た びに 召喚 され 、 敵対 者 の 存在 を 感知 し て 瞬間 的 に 激怒 。 赤熱 化 さ せ た 乱 熱 の 大 質 
量 鉄 挙 を 敵陣 に 叩き 付け る 。 


か つて の クレ タ 島 に て 、 エ ウロ ペ は よく タロ ス の 肩 に 乗っ て 楽し ん だ が 、 怒 る と 赤熱 化す る 都合 上 、 タ ロス と し て は と 
て も 困る 。 ご 主人 さま 早く 降り て 。 

苦手 な も の は 魔女 メデ ィ ア 。 神 代 に て 、 弱 点 で ある 中 を メデ ィ ア に 攻撃 され た た め 、 魔 力 源 で ある 神 血 イー コー ル が 漏 
れ て 機能 停止 し こし まっ た 。 


キオ ニス ・ タ ウロ ス 。 

常時 発動 型 の 宝 具 。 

大 神 ゼ ウス の 化身 で ある 白い 牡 和牛 一 ーー 
と よく 似 た 外見 の 宝 具 。 

愛す る エ ウ ロ ペ の 身 を 守る た め に と 主神 ゼウス か ら 贈 られ た 宝 具 で あり 、 当 初 は 伝説 の 通り に 猟犬 の 姿 だ っ た が 「 あ な 
た と 同じ 姿 が いい か も だ わ 。 と っ て も 愛らしい し 、 と っ て も 枕 に ちょ うど いい の ] と エ ウ ロ ペ が 言っ た 事 に より 、 形態 
が 変化 し た 。 


背 に 乗せ た エ ウ ロ ペ を 常に 守護 し て いる 。 
あら ゆる 場所 を 駆け る 事 が 可能 で 、 海 上 さえ 駆け る 。 エ ウ ロ ペ が ライ ダー と し て 現 界 し た 理由 と な る 宝 具 。 
真名 解放 すれ ば 敵陣 を 勇猛 に 駆け 回 る 事 に な る だ ろう が 、 本 作 で は 真名 解放 は 行わ れ な い 。 

な お 、「 主 神 の 白 牡 牛 | スキ ル は この 宝 具 に よっ て 付与 され て いる 。 


私 / わ た くし BRA 52/002۶ ۵ あの か た / 〇 〇 / 〇 〇 さま‏ اا 
〇 性 格‏ 
BDU EL TERRZUNG.‏ 

の ん ぴり 、 お っ と り 。 気 立 て が よく 、 細 か い 事 を 気 に し な い 。 

優し げに 微笑 ん で いる か 、 ふ わ 点 わし て いる か 、 な ん だ か 眠 た げ か 、 普 自 見 られ る 彼女 の 反応 は 概ね これ ら の うち い ず 


れ か で ある 。 目 の 前 に 神 獣 や 巨人 が 頭 れ て も 大 し て 動じ ず 、 主 神 に 誘拐 され よう と 慌て な い 気 質 は 、 ぼや ん と し て いる 
と 見 る べき か 、 最 高 存在 に 寄り 添う 神 妃 と し て の 風格 が 備わっ て いる 、 と 見 る べき か ……。 


神 妃 と し て の 意識 より も 、 太 母 と し て の 意識 が 強く 、 後 の 時 代 を 生き た ヨー ロッ パ 系 英 寺 全 般 を KI BRI ات‎ 
識 し て いる よう だ 。 


「 現 実 を きち ん と 認識 し て いる か 怪し いも の だ ] と は 、 大 西洋 異聞 帯 の 女 神 に し て 神 妃 で あっ た ヘラ の 発言 で ある 。 
本 人 は それ を 聞い て も に こ に こと 微笑 ん で いた と い 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター の 事 も 自分 の 子 (FR) の 一 種 と 認識 し て いる 。 

それ も か な り の 幼子 だ と 思っ て いる よう で 、 ひ た すら に 甘やかし て くる 。 
O 台詞 例 

「 エ ウロ ペ で す 。 ご き げ ん よう ] 

「 タ ロス 、 タ ロス 、 い ます か ?」 

「 お 茶 の 時 間 に し まし ょ う ね ] 

「 い らっし ゃ い 。 良い 子 良い 子 、 ぎ ゅ っ と し て あげ ます ] 

「 さ あ 、 頑張 り ま し ょ う ね ] 

「……: お に ゃ お に ゃ ]」 
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一 一 


O 人物 像 

ギリ シャ 神話 に 登場 する お 姫 さま 。 

主神 ゼウス と 結ば れ た 神 妃 と し て 知ら れる 。 

フェ ニキ ア 王 アゲ ー ノ ー ル と テー レ パ ッ サ と の 間 に 生 まれ た 娘 。 アゲ ー ノ ー ル の 息子 ポイ ニク ス の 娘 で ある と も 言わ れ 
る が 、 い ずれ に せよ 姫 と し て 生ま れ た の は 間違い な い 。 


白い 牡 邊 の 姿 に 変じ て 彼女 を 痛 に 乗せ 、 誘 拐 に 近い 形 で フレ タ 島 へ と 連れ 去っ て し まっ た 存在 こそ 誰 め ろう 、 ギ リ シ ャ 
神話 体系 に お ける 最高 存在 ゼウス で あっ た 。 

エ ウ ロ ペ ぺ は ゼウス 神 と 結ば れ 、 三 人 の 息子 を 生み 落と す 。 

この 子供 た ちこ そ ク レタ 王 ミ ノ ス 、 リ ュ キ ア 王 サル ペド ン 、 死 後に 冥界 の 裁判 記 と な っ た ラダ マン テ ュ ス で ある と いう 。 


エ ウ ロ ペ ぺ は 主神 ゼウス か ら 三 つの 贈り 物 を 賜っ て いる 。 

すなわち 青銅 の タロ ス 、 猟 犬 、 投げ 檎 で ある 。 

死後 に エ ウ ロ ペ は 神格 化 さ れ 、 彼 女 を 背 に 乗せ た 白い 牡 千 は 星座 の 牡 和牛 座 と な っ た 。 
一 説 で は 、 エ ウロ ペ の 名 は 「 ヨ ー ロ ッ パ | の 語源 で ある と され る 。 


o 
第 五 の 異聞 帯 で は 人 理 の サー ヴァ ント と し て 現 界 を 果たす も 、 異 聞 帯 の 王 ・ 主 神 ゼ ウス に 逆らう 事 は で きず 、 ゼ ウス の 
言葉 を 代弁 する 巫女 と し て 星 間 都 市 山脈 オリ ュ ン ポス の 人 々 を 支配 し て いた 。 
し か し 実際 に は 、 我が身 の 危険 を 理解 し た 上 で 、 ひ そ か に 破 神 同盟 へ 力 を 貸し て いた の だ っ た 。 


カル デア で の 現 界 に 於 いて 、 彼 女 は 異聞 帯 で の 出来 事 を 記憶 し て いな いよ うだ が - 


も し も 第 五 の 異聞 帯 で の 出来 事 を 彼女 が 知っ た な ら 、 間 違い な く 、 唇 を 閉ざし 、 身 を 展 わ せ て 涙する だ ろう 。 
失わ れ た 数 多 の 命 と …… 
寄り 添っ た ふた り の 、 心 か ら の 願い の た め に 。 
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O 通常 武器 

エ ウ ロ ペ の 乗 騎 、 常 時 発動 型 宣 具 で ある 白き 牡 牛 。 

エ ウ ロ ペ 自 身 は 、 堅 琴 型 の コン ソー ル を 常に 抱え て いる ( エ ウ ロ ペ は た だ の 堅 琴 だ と 思っ て いる が 、 REE, BELL 
て も 使え る コン ソー ル な の で ある ) 。 


O 固 緑 キャ ラ 1 
ゼウス ګن‎ 
(運命 の 相手 ) 
(も ちろ ん 汎 人 類 史 の 彼 が そう な の だ が 、 異 聞 帯 の 彼 も 放っ て お け な い ) 
アル テ ミ ス 

(運命 の 相手 の 娘 。 つま り は 娘 の よう な も の ) 

オリ オン 

(運命 の 相手 の 娘 開 。 つ まり は 息子 の よう な も の ) 
アス テリ オス NN 
(ミノ ス の 子 、 つ まり 孫 ! 血 の つ な が りな ど 関 係 な かい 。 そん な も の は どう で も いい 。 
アス クレ ビオ ス y 
(HHEKSLVADF CHSP ROOF. DEV) Jf 
ギリ シャ 系 英霊 全般 

( 子 や 孫 の よ うな も の ) 7 
م -د‎ NARESH 1 
02۵7705 51<50( 

その 他 地 域 の 英霊 全般 

( 孫 や 令 孫 の お 友達 の よう な も の ) 
エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー 


(ね ん が ん の お 茶 飲み 友達 り 


Mhz A 和 LN 一 7 (A) 
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omment from Illustrator 


みん な の 可愛 い お ば あちゃ ま 。 ヨ ー ロ ッ パ の 語源 と も な っ た と て も 有名 な ヒロ イン な の で す が 、 牛 に 化け た ゼウス に 誕 
か され て ヨー ロッ パ を 駆け 巡っ た 後に フレ タ 島 で ゼウス の 子 を 授かっ た … と いう エピ ソー ド 以 外 は あま り 情 報 が あり ま 
せん 。 オー ダー は オデ ュ ッ セ ウ ス と 同じ 世界 感 で 未来 的 な も の を 、 と の こと で し た が 、 可愛 く て ふわ ふわ し た 女子 が 描 
きた か っ た の で こう な り ま し た 。 アン ダー ウェ ア の 露出 は どこ まで 許さ れる の か ? と いう 点 で 少し 悩み まし た が 、 他 の 
キャ ラ 見 て る と 、FG 〇 に お いて は 露出 の 概念 は 常識 に 囚われ て は いけ な いな … と 思い まし た 。(redjuice) 
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۲ 神 性 :B ll 
4 外 宇 宙 に 潜む 高 次 生命 の 先駆 と な り 、 強 い 神 性 を 帯び た 。 
人 類 史 に お ける 美 の 象徴 と し て 照 了 店 する 楊 四 妃 に 対し て は 、 ま る で 何 も 影 響 を 与え て いな いか の よう だ が ……。 


と も する と 邪神 と の 相性 が 適し すぎ て いた の か も し れ な い 。 


NSS 


楊 足 妃 に 定め られ た 宿命 。 
国家 を 寿 敗 させ 荒廃 させ る 災 の 絶 美 。 


齋 坦 の 忌 が その 終 彰 まで 燃え 尽き ぬ よ うに 、 


上 乱 の 洞 中 に あっ て も 絶え ず 細 き を 発し 続け る 不滅 の 相 。 


E 
宝 具 
SUR 比翼 連理 


げ い し ょ うう い ひよ くれ ん り 。 
詩 魔 ・ 白 居 易 が 、 玄 宗 皇 帝 と 楊貴妃 の 不滅 の 愛 を 詠っ た 漢詩 「 長 恨 歌 の 一 節 。 


楊 買 妃 は 婚前 の 一 時 期 に 出家 し て 女 冠 と な り 、 道士 ・ 羅 公 遠 か ら 術 の ヨ 
その 魂 は 箇 菜 の 仙女 と な り 、 最 愛 の 皇 爾 と の 再会 を 待ち わび て いる と 云う 。 
深淵 の 星 は 諸 人 の 耳 に は 届か め ぬ 歌 を ひそ か に 詩 (じゅ ) す 。 


[SRK] は 玄宗 が 楊 買 妃 の た め に 作っ た 曲 と され 、 傾 国 を 人 象 徴 する 禁忌 の 上 


H と し て 疎 ま れ 楽譜 も 散逸 し た 。 


下 ほ どき を 受け て 「 太 真道 士 | の 号 を 得 た 。 死後 も 


BE] あたし / ユ ゥ ユゥ / 私 (わた し ・ 第 三 再臨 時 ) / -0896 / 1-2 
きみ / マ スタ ー/ 天 子 様 (第 三 再 臨時 ) /- さ ん / 幼 妨 (ナイ ナイ ※ お ば あちゃ ん ) /姐姐 (YIL YL ※ 姉 ) 
みん な / み な さん / 皆 様 


O 性 格 


素直 で 前 向き を 。 親 し い 人 々 に 尽く すこ と に 喜び を 感じ る が ん ば り 屋 。 

明る く あ っ けら か ん と し て いて 、 豆 怒 哀 楽 を 豊か に 前 に 出す 。 

顕現 し た 外見 年 齢 に 合わ せ 、 ち ょ っ ぴり 恥ず か し が り 。 

幼い 頃 か ら そ の 美貌 は 、 悪 漢 や 魔物 を 惹き つけ る トラ ブル の 種 で あり 、 彼 女 自身 を 引っ 込み 因 案 に させ て いた 。 し か し 
両親 を 亡くし 、 兄 姉 と 共に 路頭 に 迷っ た 際 に 身 を 助け る きっ か け と な っ た の も また 、 そ の 美貌 だ っ た 。 以 来 、 人 々 を 幸 
せ に する 道具 と し て 自己 の 容姿 を 積極 的 に 利用 し 、 自 負 を 持つ よう に も な っ た 。 

歌 や 踊り 、 琵 琶 の 演奏 が 得意 。 無類 の 温泉 好き で ライ チ 好 き 。 


O マス ター へ の 態度 

第 一 再 申 で は 愛 婚 あ ふれ る 幼馴染 み の よ うに 。 第 二 再 臨 で は まだ 初 々 し い 後宮 の 女官 の よう に 。 

そし て 第 三 再臨 で は 、 妖 務 で 甘え た が りな 皇帝 の 買 妃 らし く …… と 、 表 情 や 振る 舞い が ころ ころ と 変わ る 。 

特に 彼女 が マス ター を 「 天 子 様 ] と 呼 が 時 、 そ の 視線 は どこ か 焦点 が 合わ ず 、 は る か 彼方 の 存在 を 見 つめ て いる か の よう 


「 お は よ ~! あたし 、 フ ォ ー リ ナー の ユゥ ユゥ ! どう か 末永 こく きみ の お そば に …… 

えっ あ 、 ハ イ 、 そ う で す "楊貴妃 "で す 。 よ ろ し く お ね が いし ます …… だ か ら 傾 国 っ て 言わ な いで ぇ ~] 

「 ヤ ン ユ ン ヤ ヤー ン 、 ヤ ン ・ ユ ー フ ァ ー ン か) あたし が 微笑 の と お 、 な ん と マス ター も 微笑 お 。 

マス ター が 笑う と 、 み ん な も 笑っ て 元気 に な る ! これ 、 私 の と っ て お き の " 宝 具 "な の で す !」 

「 燃 っ えろ ゴー ゴー!」 「 ん ムー ライ チ お いし 一 ヵ ] 「 勝 利 の 舞 と 宴 を ここ に !| 「 や っ た あ ! さぁ 温泉 か 温泉 か ] 
「 い ちば ん 大 切な 人 と ね 、 ち ゃ ん と 最後 まで 添い 遂げ た い の 。 今度 こそ 。 それ が あたし の 願い で す ] 

「 こ れ は 他 言 無用 に 願う の で すけ れ ど 、 眉 し い 殿 方 が あめ た か も 幼い 赤子 の よう に 振る 舞 わ れる 姿 を 見 る と …… 
その 、 何 て 言う か ゾク ゾク と …… 興 奮 し ます ……] 

「 勅 令 ! BROW BARDS! 紫 微 宮 北 落 師 門 の 御門 (みか ど ) を 放ち 、 羽 林 の 軍勢 を ここ に 召喚 せん ! 
いあ ! ぶん ぐる い む ぐ る うな ふ ふ お ぉ お ー ま る は うと ん が あ ・ ぐ あ な ふる た ぐん ! TERR 比翼 連理 | |) 


= = a 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

中 国 四 大 美人 、 世 界 三 大 美人 の 一 人 に 数 えら れる 絶世 の 美女 。 

三 百年 に わた る 唐 の 歴史 に お いて 絶頂 期 の 皇帝 ・ 玄 宗 の 買 妃 と な る 。 

玄宗 は 武則 天 の 孫 。 氏 族 は 異な る が 、 武則 天 は 楊 足 妃 の 義理 の 祖母 に あたる 。 

玄宗 皇帝 と の 婚前 の 5 年 間 は 出家 し て 女 冠 と な り 『 太 真道 土 」 の 号 を 得 た 。 

詩人 ・ 白 居 易 の 長 恨 歌 で は 「 死 後に は 蓮 菜 宮 に 住む 仙女 と な り 、 訪 ね て きた 皇帝 を 出迎え た ] と され る 。 

広く 日 本 に まで 伝わる 数 々 の 伝承 を 残し 、 多 く の 文 学 や 芸術 作品 の 題材 と な る 。 

後 年 の 創作 物 で は 、 後 宮 に HB HIRI BEES] (EAR) SIF) [念仏 ] と いっ た 親しい 侍女 が お り 、 彼 女 た 
ち は 死 後 も 楊 買 妃 に 忠誠 を 尽く し た と され る 。 


O [FateGO] に お ける 人 物 像 
状 乱 の 原因 は 楊 一 族 の 玉 環 に こそ あり 、 と 迫っ た 兵 た ちの 怒り を 鎮め る た め 、 皇帝 は や お な く 楊 買 妃 の 絞 首 を 命じ た 。 5 
丈 郊 外 の 墓地 は 、 皇 帝 の 命 で 後に 掘り 返さ れる が 、 遂 に その 遺体 は 発見 され な か っ た と いう 。 

な ぜ な ら ば 、 楊 中 妃 の 滅び の 宿 業 と 魔性 の 美 は 、 外 な る 宇宙 の 邪神 の 注目 を 惹き 、 そ の 玩 は 招 か れ た 。 後世 に 残 
され た 伝説 の 数 々 も また 、 サ ー ヴ ァ ン ト 楊 四 妃 の 力 の 源 と な っ た 。 

戦う 者 と な っ た 楊 買 妃 は 心 の 限り マス ター に 尽く す 。 TARRO. LOLITA LIE. 1515 
一 重 の も の 。 瞳 に 映る “天帝 " と は 皇帝 の 霊 な の か 、 そ れ と も すべ て を 焼き 払う 滅び の 火影 か 。 く れ ぐ れ も 油 断 を せ ず 、 
虚空 に 潜む 魔 の 企み に 警戒 を 。 


O 通常 武器 
召喚 され た 火 精 (ファ イア ・ ヴ ァ ン パイ ア ) た ち が 、 後宮 の 侍女 や 観賞 於 の 姿 と な り 、 奏 で られ る 楽器 と 舞 の 合図 で 一 音 
に 攻撃 する 。 邪 神 の 炎 を 帯び た 楊 買 妃 自 身 も 舞う よう に 火炎 の 攻撃 を 行う 。 


ハー や 一 婚 姓 は 我 が 天子 様 の 太 母 様 で す ! 私 と の 血 の 繋 が り は 無く と も 、 ち ゃ ん と 家族 だ と 私 は 信じ て いま す 。 
と っ て も 努力 家 で 皇帝 に まで な られ て 。 怒 っ た 時 は すご ー く 怖く て 身 の 危 険 を 感じ ます けど 、 そ れ も 病 みつ き に ……。 
いえ いえ いえ 、 こ れ か らし っ か り 認 め ら れる よう に ユゥ ユゥ も 頑張 り ま す ! 

始 皇帝 

天子 様 の な か の 天子 様 で す ! と 言っ て も 、 私 は その 治世 の すべ て まで は 存じ 上 げ ず 恐縮 し ちゃ いま す 。 
始皇帝 様 が 神女 と 戯れ て お 作り に な っ た 温泉 こそ 、 私 も 愛し た 名 湯 ・ 華 清 池 と いう 伝説 は 有名 で すね 。 
BATERIAS! 

李白 

李白 さん は 完全 な 酔っ 払い な ん で すけ れ ど 、 す ご い 詩 人 で も あり まし て 、 な ん と も 掴み 所 の な い お 方 で し た 。 

私 が 泥酔 し て いる 時 に 限っ て "イマ ジ ナ リー 李白 さん "と し て 現れ る の は そろ そろ お 許し 頂き た いな ぁ …… な ん て 。 
せめ て で すね 、 宮 廷 追 放 の 件 で 私 を 恨ん で る の か 、 た だ 私 を か ら か っ て 遊ん で る の か 、 は っ きり し て くだ さぁ い 。 
阿 倍 仲 麻 吕 

遣唐使 の 阿倍 仲 麻 呂 くん は 李白 さん の 呑み 友達 で す ! 日 本 の こと は み ー ん な 阿倍 くん か ら 教 わり まし た ! 
そっ か ぁ 、 す ご く 頑 張っ た の に 故郷 に は 帰れ な か っ た ん だ ね ……。 魂 だ け で も 日 本 に 戻れ た の だ と お 祈り し ます 。 
玉藻 の 前 太公望 / 闇 と 光 の コ ヤ ン スカ ヤ 

も し か し て 私 つて 、 旭 己 さ ん の 生ま れ 変 わり と か 関係 者 と か 勘 ぐ や られ て いた みた いで す ? 

た 、 確 か に * 傾 国 " と いう 強烈 な 共通 点 は あり ます けど お ぉ ……。 ハ イ …… ス ミ マ セン 。 本 当 に ご めん な さい 。 

空海 


唐 に いら し た 空海 大 師 (フー ハイ ダー シー) は 、 日 本 で は 弘法 大 師 と し て 大 変 ご 高 名 な お 方 で すね 。 

ユゥ ユウ ゥ が この カル デア に お 迎え し た い サ ー ヴ ァ ン ト ・ ナ ン バ パー ワン で す ! な に し ろ 開 湯 の 達 人 で すか ら | 
Bar A? 大 師 様 は 不老 不死 に 至っ た 存在 だ か ら 英 霊 に は な っ て いな いか も 7 そん な ぁ 一 ? 

BB 

な ぜ か 気 に な る 存在 で す 、B B さ ん 。 本能 的 に は 高 カ ロリ ー の 本 格 強 火 で パラ ッ パ ラ に 焼き 尽く さ な い と | 
2 と いう 使命 感 に 駆 られ る の で すけ れ ど 、 う ん な ん で し ょ う 、 こ の に ゃ る っ と し た 気持 ? 

ふ ー や ー 如 旭 を お 世話 し た い の と も また 違う …… も し か し て ……: 落 月 屋 染 の 想い ? 
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ファ イア ・ ヴ ァ ン バイ ア 


omment from Illustrator 


地味 め な 第 1 第 2 か ら 第 3 へ の ギャ ッ プ を 重視 し て デザ イン し て いま す 。 本 体 を 地味 め に する 代わ り に 、 琵琶 や 笛 で シル 
エッ ト を 派手 に し て み ま し た 。 実際 は ふく よ か だ っ た 説 、 ス タイ ル 抜 群 だ っ た 説 、 諸 説 あ っ た の で 間 を 取っ て 太もも だ ww 
け 太 くし て お きま し た 。 (黒星 紅白 ) 


SW 


R 
Est: EE 史実 "本 日 本 
Eire: E] ۱57۰ 加 下 46ke 
NS 


設定 作成 : OKSG/ キ ャ ラフ ター デザ イン : Mika Pikazo 
CV: ファ イル ー: あり 


主 な 登場 作品 Fate/Grand Order 


Zee + Nn, 


対 魔力 :C . = 
۱ ی سرا سر‎ 3. 
ABR ۰ RUBRO SS BARROS. 


A‏ "سسحت 
単独 行動 0 自己 中 ) :A‏ 
マス ター 不在 で も ふら っ と 遊び に 出掛け た りす る 。‏ 


、 京 都 と か 行こ う 。 
こし 宝 具 の 使用 な どの 膨大 な 魔力 を 必要 と する 場合 は マス ター の パッ クア ッ プ が 必要 。 


香炉 峰 の 雪 : A 

ある 雪 の 日 、 主 で ある 中 宮 定 子 か ら [IPOS は どん な で し ょ う ね ] と 問わ れ た 清少納言 は 、 

白 居 易 の 詩 ([ 香 炉 放 の 雪 は 訣 を か か げ て 者 る 」) の 通り に 御 謙 を 大 きく 上 げ 、 庭 の 雪景 色 を 披露 し て みせ た 。 
瞬時 に 物事 の 本 質 を 見 極め る 清少納言 の 行動 は 、 時 に 決定 的 な 一 打 を 生み 出す 。 


E‏ وت سا 
FICHT RR, BOMENDSSNSEWERTITS.‏ 


4 さて 、 恋 愛 に お いて 二 番 、 三 番 で は な く 一 番 で あり た いと い 考え 方 が この [一 乗 の 法 ] に 吸え られ た の だ が 、 
と 定子 の 前 で は 「 宙 愛 を いた だ ける な ら 一 番 下 で も な る も の だ か ら も う 大 変 。 当 の 本 人 か ら 「 あ な た ね 、 
+ 2 一 度 言 っ た 事 は 買 き な さい よ 」 と 叱 ら れ て し まう の で ある 。 い と を か し 。 


= 、 = 、 、 清 少 納 計 
苦手 意識 も ある だ ろう が 、 古 色 蒼 然 とし た ルー ル が 彼女 の 新しい 感性 と 相性 が 悪かっ た と も いえ る だ ろう 。 
それ で も 彼女 の 詠 お 歌 は 時 に 人 々 の 心 を 打ち 、 時 に 不 震 な 男 た ち を 堂々 と 退け た の で ある 。 
紫式部 と 同名 、 別 ラン フ の スキ ル で は ある が 、 そ の 内 容 が 全く の 別物 に な る あたり に 二 人 の 性 格 の 違い が 出 て いる 。 
か も し れ な い 。 


函 谷 関 は 閉 の 声 で 開け ども 、 恋 の 関所 は そう 簡単 に は 開か な い 。 


難攻不落 の この 倍 坂 の 関 、 最 初 に 通り 抜け る の は 、 は た し て - 


夜 の 間 が 深い ほど に 、 星 の 光 は 輝き を 増す 。 
すばる 星 、 彦 星 、 太 白星 、 流 れ 星 一 そし て また 、 彼 女 が 放つ 光 も 星 の よ うに 。 


武芸 や 陰陽 の 術 で は な く 、 た だ 書き 綴る 事 だ け で 辿り 着い た ひと つの 境地 。 
感情 の 泉 の 湧き 出す に 任せ 、 自 著 枕草子 」 の 内 に 構築 し た 心象 風景 を 現実 世界 へ と 具現 化 さ せ た も の 。 
すなわち 一 一 固有 結界 で ある 。 


清少納言 に よっ て 塗り 替え られ た 世界 は 「『 い つか 、 ど こ か で 見 た 懐か し い 風景 ] と な り 、 
結界 内 に 取り 込ま れ た 相手 の 心 を 侵食 する 。 

哀 革 、 ノ スタ ル ジ ィ 、 い と あはれ 一 一 一 湧き 上 が っ て くる 強い 感情 に 心 を か き 乱 され 、 
ほん の 一 瞬 で も 戦い を 忘れ て し まっ た の な ら 。 

この 場 を 支配 し た 彼女 か ら 放 た れる 、 強 烈 (で 理不尽 ) な 一 撃 を 避け られ は し な い だ ろ う 。 


「 き らき らし き 物 、 と きめ く 物 、 身 は 朽ち る と も 永久 に あり ! KRE! エモ ー シ ョ ナ ル エ ンジ ン ・ フ ルド ライ ブリ 


な お 、「 枕 草子 春 曜 抄 」 は 北村 季 吟 に よっ て 江戸 時 代 に 制作 され た 注釈 書 の タイ トル で ある が 、 

自 療 に こめ た 想い が 時 を 超え 、 後 の 世に お いて も 人 々 に 愛さ れ て いた 事 は 清少納言 に と っ て 仙人 律 で の っ た 。 
彼女 は [EBEN] を 過去 と 未来 を 繋ぐ 象徴 の 言葉 と し 、 

また 、 春 は あけ ぼ の (ER) の 段 を 抜き 出し た ( 抄 ) か の よう な 自身 の 宝 具 を 見 事 表現 し た 言葉 と し て 、 
自ら 宝 具 名 を 枕草子 ・ 春 曜 抄 ] へ と 昇華 させ て いる 。 


| 
| 
1 
| 
$ 


AM 


BN あたし ちゃ ん / あ た し / ウ チ ら E あん た / ち ゃ ん マス / 〇 〇 (ニックネーム) 
sa あい つ / あ の 方 /O 〇 〇 ( ニ en 


何 が 楽し い の か 、 い つも 上 機嫌 …… か と 思い き や 、 す ぐに て 腐れ た りす る 。 
猫 の よう な 気まぐれ で 周囲 を 振り 回 す が 、 基本 的 に は 楽し い 事 を 最 優先 する 新 感覚 パリ ピ 系 サー ヴァ ント 。 


「 を か し (LEW) [ を こよ な く 愛 する 、 時 代 が 早 すぎ た キラ キラ 女子 。 
歌 人 の 顔 を どこ に 投げ 捨て て きた の か 、 と いう 変わ り 様 で は ある が 、 
彼女 の 場合 、 現 代 の 若者 文化 と の 親和 性 が 高 すぎ た 結果 な の だ ろう 。 
定子 サロ ン に お いて 年 齢 を 気 に し て いた と いう 歴史 的 事実 か ら も 、 
女子 高生 の 姿 で 召喚 に 応じ た 事 に は 、 何 ら 不 自然 な 点 は な い の で ある 。 


さて 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 し た 肉体 は 十 代 後半 の 物 と な っ て いる が 、 

「 地 獄 界 虹 奈 羅 」 に お いて 登場 し た 彼女 の 外見 が 若い 姿 の まま な の は 、 一 体 ど うし た 事 な の か 。 

ーー その 舞台 は 人 が 化 生 へ と 変わ りう る 、 ROR ۰ FER. 

١ ENTRARON. 彼女 の 身 に も 何 か が 起き さて いた の だ ろう か (多分 違う ) 。‏ و 


名 前 の 読み 方 は 「 清 少 ・ 納 言 ] で は な く 「 清 ・ 少 納 言 ]。 

宮中 に お ける 女房 名 に は 父親 や 夫 の 官職 名 を 付け る 慣例 が めった の だ が 、 彼 女 に は 少 納 言 に 該当 する 親族 は いな い 。 
お そら く は 定子 の 遊び 心 に よる 命名 だ っ た の だ ろう 。 

あだ名 を 付け る 事 が 親愛 の 証 で あめ る …… と 「 な ぎ こ さ ん 」 が 考え て いる か どう か は 、 わ か ら な い が 。 


な a (本 人 談 ) 。 


O マス ター へ の 態度 

清少納言 は 枕草子 」 を 完成 させ た 事 で 自分 の 役割 を 終え た 、 と 考え て いる 。 
その 後 の 人 生 も 、 召 喚 さ れ た 現在 も 、 言 っ て みれ ば 余生 の た だ 中 だ 。 

それ で も 、 何 が 起き る か わか ら な い の が 奇縁 と いう も の 。 

マス ター と サー ヴァ ント と いう 枠 に 収まら ず 、 友情 に も 似 た 信頼 関係 築き キ よ 上 げた と き 、 
清少納言 は 再び 筆 を 手 に 執り 、 新 た な 草子 を 綴り 始め る か も し れ な い 。 


O 台詞 例 

「 は りき っ て 行こ う ぜ 、 ち ゃ ん マス 則 

[嫌い な も の ? そり ゃ 沢山 ある よ 。 で も ね 、 好 き な 事 ば っ か 考え て た ら 、 そ ん な の ぜ 一 ん 忘れ ちゃ うん だ な 。 
ちゃ ん マス は どう ? 嫌い な も の の 事 で 、 頭 いっ ぱい に な っ て な い ?」 

[清少納言 は ね 。『 枕 草子 ] を 書き 終え て 、 役 目 を 終え た ん だ よ 。 今 こ こ に いる あたし は 、 た だ の 出 油 らし で 。 
今 で も 、 定 子 様 が 大 好き な だ け の 一 一 えせ も の の な ぎ こ な の さ ] 

「 若 者 た ちよ 、 常 に ハッ ピー で あれ ! 

昨日 の 笑顔 は 、 悲 し みさ え 塗り 替え て 一 一 まだ 見 ぬ 明 日 へ 繋が っ て ゆく の だ か ら ! 

世界 を 塗り つぶ せ 、「 枕 草子 」! エエ モー ショナル エン ジン ・ フ ルド ライ ブ 由 

「 セ リ ヌ ン テ ィ ウ ス 死 ん だ な 、 こ れ ] 


= 
i 5 
he E \ 
O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
平安 期 の 作家 ・ 歌 人 。 


万 葉 集 の 訓読 に 携わっ た BORN DULY, 清原 元 輔 を 父 に 持つ 。 

男性 が 学ぶ も の と され て いた 漢文 ・ 漢 詩 に 親しみ 、 そ の 堪 富 な 知識 を 以 て 男性 た ち を や り 込め る な ど 、 
当時 の 女性 と し て は 型破り で あっ た 逸話 を 数 々 残す 。 

紫式部 の ライ バル と し て 見 られ が ち で は ある が 、 二 人 が 宮中 で 働い て いた 時 期 に は 5 年 ほど の 隔たり が あり 、 
二 人 が 直接 に 対面 し た 事 は な いと され る 。 

だ が 、 二 人 が どこ か で すれ 違っ て いた …… な ど と いう 可能 性 も 捨て 切れ る も の で は な い 。 

か の [紫式部 日 記 ] に お いて も 、 紫 式 部 は まる で 見 て きた か の よう に 清少納言 に つい て 記述 し て いる の だ か ら 。 


一 条 天 皇 の 皇后 ・ 中 宮 定子 の 女房 と し て 仕え 始め た の は 20 代 後半 の 頃 。 

若き 定子 は ひと 回 り も 歳 の 離れ た 少 納 言 を 世 愛 し 、 少 納 言 も また 、 美 し く 有 聡明 な 定子 の 期待 に 応え 続け た 。 
彼女 は そん な 宮廷 で の 暮らし を 面白 お か し く 書 き 綴 り 、 そ ん な 散文 の 数 々 は 後に 随筆 集 と し て まとめ られ る 事 と な る 。 
これ が 日 本 初 の エッ セイ 、『 枕 草子 」 で ある 。 


o 


そう し て 定子 サロ ン に お ける 、 楽 し く 、 華やか な 日 々 が 綴 ら れ た 「 枕 草子 」 で あっ た が 、 

その 執筆 が 始ま っ た まさ に その 頃 、 定子 と その 実家 で ある 中 関白 家 は 没落 の 夏目 に あっ た 。 
苦し い 立 場 に 胸 を 痛め る 主 ・ 定 子 を 励ま す た め 、 あ の 華やか な り し 日 々 を 思い 起こ させ る た め 、 
清少納言 は 散文 を 綴り 始め る 。 

そこ に 辛く 悲し い 過 去 の 記憶 や 、 暗 く 険しい 未来 へ の 憂い は 不要 で あっ た 。 

定子 に 捧げ る た め の 執 筆 活 動 は その 没後 に お いて も 続き 、 後 に MSF) と し て 完成 する 事 と な る 。 
と も すれ ば 現代 、 清 少 納 言 自身 の 自慢 話 の よう に 語ら れる 事 も 少な く な いこ の 随筆 集 は 、 

その 実 、 生 涯 の 主人 で ある 中 宮 定子 へ の 敬愛 に 満ち 溢れ た も の で あっ た の だ 。 

在り し 日 々 の 定子 サロ ン の 様子 を 描い た 「 枕 草子 ] は 遺 こ れ た 人 々 の 間 で 評判 と な り 、 

藤原 定子 と いう ひと り の 女性 の 存在 も また 、 色 裾 せ る 事 な く 、 今 日 に 至る まで 伝え られ て いる 。 


o 


定子 亡き 後 、 宮 廷 を 去っ た 清少納言 の その 後に つい て は 断片 的 な 記録 し か 残さ れ て いな い が 、 

彼女 の よう に 聡明 な 女性 を 疎ん じ 、 創作 され た と み ら れる 「 清 女 伝説 | も 多く 存在 し て いる 。 

(例え ば 、 殺さ れ そ うに な っ て 局部 を 員 し た と いう 有名 な トリ ビア は 事件 か ら 二 百年 後に 記述 され た 物 で ある ) 
その 一 方 で 、 定子 の 眠る 島 辺 野 陵 の 近く に 居 を 構え 、 穏やか な 晩年 を 過ごし た と いう 説 も わる が …… 

それ は 余人 の 写り 知る と ころ で は な い だ ろ う 。 


va 


O [FateGO] 8 

2020 年 の イベ ント 『 い み じ か り し パレ ンタ イン 」』 に て 初 登場 。 

『 な ぎ こ 」 と 名 乗っ た 彼女 の 正体 は 、 聖 杯 が 作り 上 げた 紫式部 の 想像 する 清少納言 に 対す る カウ ンタ ー と し て 
召喚 され た イレ ギュ ラー な 存在 で あっ た 。 


本 来 で あれ ば 他 の 文化 人 と 同様 に 、 キ ャ スタ ー ク ラス で の 召喚 が 妥当 で あっ た と 思わ れる が 、 
不 完全 な 聖杯 に よる 召喚 が 行わ れ た 結果 、 ア ー チ ャ ー ク ラス で の 現 界 と いう まさ か の 事態 と か っ て いる 。 


o 


生涯 の 主人 で ある 中 宮 定 子 の 鎮魂 の た め 

清少納言 と いう 名 と 『 枕 草子 」 を 捧げ て し まっ た 彼女 は 既に 清少納言] で は な い 。 

恩 劉 さ え 捨て 去り 、 華 や か な 人 生 を 思い 返し な が ら 、 た だ ひと つの 星 を 胸 に 抱い て 生き て 行く ーー 
それ は 同時 に 、 も う ひ と つの 星 が 消え る 事 で も あっ た 。 8 

宮廷 を 去り 、 二 度 と 表 舞 台 に 姿 を 現す 事 も な く 、 た だ の 庄子 ] と し て ゆっ くり と 死ん で いく 。 
あま り に も 人 間 す ぎ た 彼 女 は 、 人 理 を 守る べき 守護 者 た りえ な か っ た の で ある 。 


だ が 、 こ の イ レギ ュ ラ ー な 召喚 は DEME! に ひと つの 転機 を 与え る 事 と な っ た 。 

自分 は 出 河 ら し の 根 無し 草 だ と 叶 き 、 似 非 物 の 「 な ぎ こ 」 と し て 微小 特異 点 で の 日 々 を 過ごす うち に 、 
信頼 で きる 人 々 と 心 を 通わ せ 、 様 々 な 経験 を 経て 一 

自ら 封じ て いた 歌 人 と し て の 自分 と 、 新 た な 可能 性 を 併せ 持つ 事 と な っ た 彼女 は 、 

つい に REDE] へ と 迎え 入れ られ た の だ 。 


か くし て 、 召 喚 は 成 さ れ た 。 
た と え 彼 / 彼 女 が まだ 、「 な ぎ こ 」 と 共に 過ごし た あの 騒が し い 日 々 を 体験 し て いな く と も 一 一 
از ای لح یج‎ える その 時 を 、 心 か ら 待ち 焦 が れ て いた に 違い な い 。 


O 09939 

壊れ た 聖杯 が 紫式部 の 無意識 か ら 作 り 上 げた 紫式部 の 想像 する 清少納言 ]。 
得意 げ な 顔 で 偉 そ うに 振る 舞い 、 利 口 ぶ っ て いる が 間違い だ ら け で 、 

他人 より も 優れ て いる と 自惚れ た 女 一 そん な 誤解 が 形 に な っ た も の 。 

[源氏 物語 』 の 登場 人 物 が 歪め られ た 形 で 登場 する 微小 特異 点 に お いて 、 

六条 御 息 所 に 由来 する 「 ロ クジ ョ ウ 」 の 名 を 自ら 名 乗り 、 最 後に その 姿 を 現し た 。 


紫式部 と 藤原 彰子 、 そ し て 藤原 道長 に 対し て 強烈 な 公 念 を 抱く が 、 
まさ か の 清少納言 (本 物 ) の 乱入 に よっ て 浄化 され 、 完全 に 消滅 する 事 と な る 。 
お まえ ふざけ ん な よ 。 


o 


な お 、 本 来 の 六条 利息 所 は [源氏 物語 第 九 帖 「 葵 ] に て 描か れる 人 物 。 
災 婦 の 果て に 生霊 と 化し て 葵 上 を 浅 り 殺す と いう 、 恐 ろ し くも 哀しい 女性 で あっ た 。 
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同じ 時 代 を 生き た 女性 作家 仲間 、 そ し て マブ ダチ (と 思っ て いる ) 。 

な お なぎ こ さん の 押し の 強 さ も あっ て 意外 と 良好 な 関係 が 築け て いる 模様 。 

二 人 だ け の 時 に は 、 普 通 に 最近 読ん だ 本 の 話 な ど し て いる と か 。 

鈴鹿 パイ セン 

平安 に お ける パイ セン で あり 、JK ス タイ ル に お いて も パイ セン 。 すなわち パイ セン 
その 崇高 な 生き 方 に 対し て マジ リス ペク ト し て いる 。 

リコ ぴん 

清少納言 の 兄 ・ 致 信 を 殺害 し た 因縁 の 相手 。 源氏 の 棟梁 。 59 

召喚 当初 は 恐れ る よう に 距離 を 置い て いた の だ が …… 続 き は 幕間 で 。 

金 ち ゃ ん 

京 に 連れ て 来 ら れ た ば か り の 野生 児 を 全力 で 可愛 が っ た 結果 、 

兄 の 討伐 つい で に 殺さ れ か けた あたし ちゃ ん を 助け て くれ た 件 に つい て 。 
マン ボ ち ゃ ん 

な ぜ 服 を 脱が す の か 。 

取り 調べ の 中 で 彼女 は [尻尾 が 生え て る か 確か め て みた か っ た ]」 と 供述 し て いる 。 
くろ ひ 一 

雑 に 絡ん で いく が 雑 に あし ら わ れる 雑 な 関係 。 

多分 女子 だ と 思わ れ て いな い が 、 回 復 は し て くれ る 。 

カマ ちょ 

いつ も 不機嫌 そう に し て る 愛 の 神様 。 

抱き か か える と 全て を 諦め た よう な 顔 に な る 。 

リカ っ ち 

何故 か 優し くし な けれ ば な ら な い 気 が する 。 

昔 ヤ ンチ ャ し て た と いう 話 を 聞い て か ら ウ ザ 絡 み が 百 倍 に な っ た 。 
子供 系 サー ヴァ ント と エミ ヤ 

子供 た ち を 引き 連れ て た び た び 食堂 を 製 撃 し て いる 。 

真っ 先 に 捕まっ て お 仕置 き を 受け る の で 、 子供 た ちか ら は だ らし な 一 いと 怒ら れ て いる と か 。 
藤原 定子 

か つて の 主人 に つい て は 何 も 語 ろ うと し な い 。 

本 当 に 大 切な も の は 、 そ う 簡 単に 教え て あげ な い の だ 。 
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|ARACTER Profile 


ıt from Illustrator 


平安 と 未来 ]、「 以 前 か ら あ る も の の 良さ ]、 そ し て [衝動 的 に これ が か わい い ! と 思え る 流行 も の ] を 詰め 
ン に し まし た 。 清少納言 だ っ た ら 、 何 を 選ぶ だ ろう 、 何 を 良い と 思う だ ろう と いう イン スピ レー ショ ン を 
と に か く 考 えた キャ ラク ター で す 。 自分 が 良い と 思え る も の を 深く 愛す る こと も 、 消 費 的 に 愛し て も いい 。 BERS 
口 顔 ゲ ブル ピー ス は 笑顔 で 全て 倒す ۱ ! と いう 意志 で 作り まし た 。 (Mika Pikazo) 
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設定 作成: 桜井 光 / キャ ラフ ター デザ イン :redjuice 
CV aR 


クラ スス キル 


e I AE ETT 
RnB SEDEY POLO ERA 

201805. 3۶ م2202 وال12‎ 
本 来 の ラン フ は C だ が 、 ア イ ギ ス の 効果 で 上 昇 し て いる 。 


E cy‏ ميا 
ESE OL A‏ روز رازن یز 
HEWES DUTY TEER.‏ 
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CHARACTER Profile 


トロ イア 戦争 の みな ら ず 、 置 険 行 の 中 で も 示さ れ た 知略 を 示す スキ ル 。 
オデ ュ ッ セ ウ ス が 味方 に 付い た 集団 に は 、 勝 利 が も た ら さ れる 。 


精神 の 絶対 性 。 不 屈 の 意志 の 源泉 。 
愛す る 妻 ペ ー ネ ロ ペー へ と 捧げ た 心 は 、 決 し て 揺 る ぐ こと が な い 。 

ニン フ の カリ ュ プ ソー、 ア イア イエ ー 島 の 魔女 キル ケー、 備 き 王女 ナウ シカ アー…… オ デュ ッ セ ウス は 多く の 女性 に 求 
め ら れ て きた 。 女神 アテ ナ の 加護 も 、 あ る 意味 で は 「 モ テ て いる 」 と 言え る だ ろう か 。 

色男 然 と し た 経歴 を 持つ オデ ュ ッ セ ウ ス だ が …… 

本 人 と し て は 一 途 な の で ある 。 

た だ 、 愛し の ペー ネロ ペー の 元 へ 戻る べく 旅 を し て いる と 、 な ぜ か 女性 と 出逢っ て し まう の だ 。 

(少な く と も 彼 は そう 認識 し て いる ) 


攻防 一 体 を 実現 する 神々 の 鎧 。 
同名 の 宝 具 が スキ ル 化 され た も の 。 


1۷74 ORE : B+ 


03822779 AFI. 
様々 な 効果 を も た ら す 。 

と り わ け 、 女 神 アテ ナ か ら の 愛 は 深い 。 こ れ に より 、 オ デュ ッ セ ウス は 神々 の 防御 兵 装 で ある 宝 具 アイ ギ ス の 使用 が 例 
外 的 に 可能 と な る 。 

(TFateGO] で は 基本 的 に スキ ル と し て は 使用 され な い ) 


B++ 


トロ イア ・ イ ポス 。 
トロ イア 戦争 未 期 、 オ デュ ッ セ ウス は 一 計 を 案じ 、 ト ロイ ア 内 部 へ と 巨大 な 木馬 を 運び 込ま せ た 。 木馬 に は ギリ シャ 兵 
(アカ イア 兵 ) が 多数 潜ん で お り 一 一 一 

結果 、 ト ロイ ア は 敵 を 内 側 へ 招き 入れ る 事 に な り 、 内 外 か ら の 攻撃 を 受け て 陥落 。 

アカ イア 軍 は 遂に 勝利 を 得 た の だ っ た 。 

記述 に よれ ば 、 オ デュ ッ セ ウス 本 人 も 木馬 の 中 に 入り 、 兵 士 と 共に 戦っ た と いう 。 


宝 具 と し て の [木马 | の 実態 は 、 女 神 ア テ ナ に よる アイ ギ ス の 祝福 を 思わ せる 、 神 鋼 の 装甲 に 覆 わ れ た 大 型 の 乗 騎 で ある 。 
真名 解放 に よっ て 召喚 され た 木馬 は 、 巨 人 に も 似 た 織 滅 形態 に 変化 する 事 で 、 ト ロイ ア 戦 争 の 茶 型 さ を 思わ せる 大 破壊 
を も た ら す だ ろう 。 


神体 結界 


アイ ギ ス 。 

オリ ュ ン ポス の 神々 に よっ て 造り 出さ れ た 防御 兵 装 。 

鎧 と も 、 盾 と も 伝え られ る 。 

本 来 は 神々 の 手 に よる 概念 防御 、 き わ め て 強力 な 結界 の 類 と 思 し い が 、 オ デュ ッ セ ウス は 女神 アテ ナ の 深い 龍 愛 ゆえ か 
例外 的 に これ を 物理 的 な 『 鎧 と し て 身 に 纏う 。 

すなわち 、 概 念 防御 を 有 し た 神鋼 製 の 無敵 の 負 で ある 。 


常時 発動 型 の 宝 具 。 
『FateGO」 で は スキ ル と し て 表現 され て いる 。 


ペー ネロ ペー。 

愛妻 の 名 を 冠 し た 宝 具 。 

オデ ュ ッ セ ウ ス は 、 誰 も 弦 を 張れ な い 弓 を 見 事 に 扱う 事 で 証 を 立て て 、 ペ ー ネ ロ ペー へ と 愛 を 証明 し て みせ た 。 す な わ 
ち 、 弦 な き 弓 を 操る 者 こそ が オデ ュ ッ セ ウ ス で ある 。 

宝 具 と し て は 、 オ リュ ン ポ ス の 神々 の 威 を 思わ せる 、 弦 どこ ろか 弓 さ えな い 「 光 の 矢 ] と し て 顕現 する 。 

常時 発動 型 の 宝 具 で あり 、『FateGO] で は 基本 的 に 真名 解放 の 効果 を 持た な い 。 


人 物 N I 


Bx fe EN] お まえ / あ ん た / 〇 の (呼び 捨て ) EJ 奴 / 〇 〇 (呼び 捨て ) 


〇 性 格 

不屈 の 意志 を 持っ た 人 物 。 

トロ イア 戦争 の 英雄 に し て 、 ギ リ シ ャ 神 話 最高 の 冒険 家 の ひと り 。 

数 多く の 冒険 、 苦 難 を 乗り 越え まく っ て きた 男 で あわ れ ば こそ の 有 言 実行 。 オデ ッ セ イ (冒険 の 旅 ) の 語源 と な っ た の は 伊 
達 で は な い 。 


大 言 壮 語 を 吐い た よう に 見 えて も 、 彼 は 実際 に その 通り に 行動 し 、 成 し 遂げ る 。 
トロ イア を 落と す と 言え ば 、 落と す 。 
修羅 場 か ら 逃 れる と 言 i 
魔 獣 や 怪物 を 倒す と 言 は 倒す 。 
そし て 、 ペ ー ネ ロ ペー の 元 へ 帰る と 言え ば - いつ か 必ず 、 帰 る の で ある 。 


一 見 する と 自信 家 で は ある が 、 そ の 実 、 自 分 の 能力 ・ 性 能 を 正確 に 把握 し て いる 。 
自分 が 「 ざ り ざ り の 中 で 勝利 や 栄光 を 掴ん で きた 」 「 わ ず か で も 違え ば 、 無惨 な 死 が 待つ っ てい た] と いう 事実 を 真正 面 か 
ら 受 け 止 め て お り 、 決 し て 仙 る こと が な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター の こと は 、 冒 険 を 一 苦難 の 旅 に 挑 お 後 募 の よう に 捉え て いる 。 
愛す る 者 を 求め て さま よう 自分 の 過去 を 見 て いる よう な 気持 ち に な る よう だ 。 
O 台詞 例 

「 俺 に 潟 せな いこ と は 無い 。 せ い ぜ い 、 や っ て みせ る さ 」 

[人類 史 を 救う と いう お まえ た ちの 大 冒険 

NEO ERGO] 

[前 へ 進む た め の 一 歩 が 、 い か に 重く 苦し いも の か 、 多 少 は 知っ て いる か ら な ] 
「 す べ て を 乗り 越え 、 俺 は 成し遂げ る 。 そう だ 、 お まえ と 共に ] 

TPAFZAL 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

古代 ギリ シャ 神話 に 登場 する 英雄 。 

ホメ ロス の 長編 叙事詩 「 オ デュ ッ セ イア 」 の 主人 公 。 

『 イ リア ス 」 で は トロ イア 戦争 に 参加 し た 際 の 姿 が 綴 ら れ て いる 。 


トロ イア 戦争 で は アカ イア 随 一 の 知 斉 の 将 と し て 活躍 。 

アキ レウス 亡き 後 、 木 馬 の 奇 計 に よっ て トロ イア を 陥落 せしめ た 。 

戦後 は 愛す る 女 ペ ー ネ ロ ペー の 元 へ と 帰還 し よう と 海 を 渡る も 、 凶 猫 な る 単眼 の 巨人 種 キ ュ フ ロ プ ス 、 海神 ポ セイ ドン 
の 呪い 、 魔 女 キ ルケ ー や 海 精 カリ ュ プ ソー の 誘惑 、 魔 島 セ イレ ー ン の 歌 、 海 魔 ス キュ ラ の 海峡 、 へ リオ ス 神 の 慣 怒 、 等 
々 の 苦難 に 遭遇 し 、 時 に 多く の 犠牲 を 払い つつ も 、 有 遂に は すべ て を 乗り 越え た 。 


o 


第 五 の 異聞 帯 ア トラ ン テ ィ ス で は 汎 人 類 史 の サー ヴァ ント と し て 現 界 、 

神々 の 側 に 立つ 「 異 聞 帯 の オデ ュ ッ セ ウ ス ] と 相 争 っ た 。 

互い に 実力 は 伯 仲 。 一 時 は 、 数 多 の 冒険 と 戦闘 の 経験 を 有 し た 汎 人 類 史 の オデ ュ ッ セ ウ ス が 優勢 な 場面 も 見 受け られ た 
が 、 最終 的 に は ゼウス か ら 賜 っ た クリ ロ ノ ミア を 励起 させ た 「 異 聞 帯 の オデ ュ ッ セ ウ ス 』 の 勝利 に 終わ っ た 。 


異聞 帯 で の 戦い の 記憶 を 、 カ ル デ ア に 召喚 され た 彼 は 有 し て いな い が …… 

カル デア に 保存 され た 記録 に 自分 か ら 接触 し 、 大 筋 の 出来 事 は 掴ん で いる と 思 し い 。 

異な る 生ま れ 、 異な る 最期 を 上 送 げ た 「 異 聞 帯 の 自分 ] が シャ ル ロ ッ ト ・ コ ル デ ー に 対し て 作っ て し まっ た 大 き な 借り に つ 
いて は 、 い つか 必ず 返さ べ ね ば 、 と , 


O 通常 武器 


CHARACTER Profile 


O 因縁 キャ ラ 

キル ケー 

(PINE. ALBAL) 
アキ レウス / パ リス 王子 
( 破 顔 し な が ら 肩 を 叩く ) 
アイ アス 
(懐か し さ に 微笑 む ) 
ヘクト ー ル 

(片目 を 閉じ て 挨拶 を し た 後 、 言 葉 な く 、 乾 杯 の 仕草 ) 
メデ ィ ア 

(愛らしい も の を 見 る よう に 微笑 お ) 

ペン テ シ レ イア 

(感心 し た 仕草 で 閣 く ) 

イア ソン / カ イニ ス 

(笑っ て 背中 を 二 度 く ) 

シャ ル ロ ッ ト ・ コ ル デ ー 

(どう し た も の か と 腕組み し て 考え て いる ) 

エ ウ ロ ペ 

(困っ た 顔 で 頭 を 揺 く ) 

ペー ネロ ペー 

(夜空 を 見 上 げ て 、 高 ら か に 名 を 呼 愉 


) 


omment from Illustrator 


トロ イア か ら 故 卿 イタ ケ ま で 、 直線 距離 に し て 約 300km の 里帰り に 10 年 (旅程 総 延長 の べ 3.000km 以 上 、 諸説 あり ) 

か か っ た 大 英雄 。 策士 に し て 豪傑 。 基本 は イケ オジ な の で す が 、 全 裸 で 水辺 に うち あげ られ た り 、 お 爺さん に 変身 し た 

り 、 船 の マス ト で 緊縛 プレ イ を し た り 、 お も し ろ エ ピ ソ ー ド が 有り すぎ ざ て どう や っ て 肉 付 け し よう か 悩み まし た 。 良く e 
話題 に な る 「 胸 の 穴 ] の 存在 意義 で す が -- 無 類 の モテ オー ラ 、 溢 れ 出る フェ ロモ ン の 排気 口 み た いな も ん が 必要 か な と 思 

いま し て 、 オ ー プ ン し まし た 。 簡易 礼装 と し て ヘル メッ ト 装 備 の プレ イア ブル スキ ン が 実装 され た の は 嬉し か っ た で す 

ね 。 変形 木馬 ロボ も デザ イン し まし た 。 カ タ パ ル ト 発 進ま で は 想像 し て いま せん で し た が … (redjuice) 
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つ に 分 離 


ーッ 
胴体 、 首 と 背中 の パー ツ を 馬 の 首 の つなぎ に 


o SAB 


| له | 


セイ バー (FL 
| ا‎ 男性 /女性 ギリ シャ 


ー) E ディ オス クロ イ 
話 地中海 周辺 


で 


設定 作成 桜井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン : タイ キ ۳ 
CV: RER 


or 


Ne 三 和 大 和 如 


مات 


5 意思 疎通 は 可能 だ が 、 パ ラメ ー タ ー 上 昇 効果 も 一 部 の み に 限 られ て いる 。 
f た だ し 、 兄 を 深く 傷付け られ る と 意思 疎通 困難 な まで に 狂乱 し 、 攻 撃 性 の 塊 と な る 。 


対 魔力 :A 


a ص‎ 7 1 


PIES 


人 間 へ の 復讐 心 が ス キル 化し た も の 。 


ーー と し て 、 兄 カス トロ は 復讐 者 スキ ル を 有する 。 


ーー と し て 、 兄 カス トロ は 忘却 補正 スキ ル を 有する 。 
自ら が 零落 し た 神 で ある こと を 、 決 し て カス トロ は 忘れ な い 。 


両者 が 所 有する スキ ル 。 

本 来 は 古き 双 神 で ある た め A な いし 規格 外 の ラン ク を 有する は ず だ が 、 後 年 に 形作ら れ た ギリ シャ 神話 に 於 ける 双子 伝 
説 の 影響 を 受け た 結果 、B ラ ンク に 留まる 。 

特に 、 兄 カス トロ が 後世 の 伝説 で 「 神 の 血 を 持た な い ] と され た 故 だ と 考え られ る 。 


ch : 
ZEN) 


り 方 を 示す 。 


双 神 の 存在 は 、 困 難 を 乗り 越え る 希望 と し て 周囲 の 人 々 を 眺 活 させ る 。 
患 の 航海 者 スキ トル に 似 た スキ ル で あり 、 本 来 は 軍略 と カリ スマ を 含む 複合 スキ ル で ある 。 


o ا ا‎ 
聖人 系 サー ヴァ ント の 一 部 が 有する 亜 種 魔力 放出 と は 似 て 非 な る スキ ル 。 
光 の 形態 を と っ た 魔力 を 放出 し 、 戦 闘 力 を 増強 する 。 


Eu 


= 


۱ 


イオ スク レス ・ テ チュン ダリ タイ 


神 次 歌 


"ai En gt 9 ON TE TTA 


ディ オス クレ ス ・ テ ュ ン ダリ ダイ 。 

剣 の 達人 で あっ た と いう ポル クス の 技 と 、 神 か ら の 零落 に 慣 る カス トロ の 力 。 天 に て 寄り 添い 続け た 双子 が 放つ 、 完全 
・ 完 璧 な コン ビ ネ ー シ ョ ン 攻 撃 。 

絶大 な る 信頼 が 生み 出す 連携 の 絶 技 は 、 宝 具 の 域 に まで 昇華 され て いる 。 


また 、 真名 解放 の 時 に 限っ て は 、 二 人 は 古代 の 神 と し て の 神格 を ほぼ 完全 に 取り 戻し 、 一 時 的 に 神 核 が 最高 ラン フ の も 
の と な る 。 純然 た る 神霊 規模 の 魔力 を 行使 し た 上 で の 攻撃 は 、 物 理 的 ・ 魔 術 的 な あら ゆる 障害 と 防御 と を 無視 し て 、 対 
象 を 粉砕 する だ ろう 。 


アル ファ カス トロ ・ ペ ー タ ポル ク 


BOHR‏ .عافد 


アル ファ カス トロ ・ ベ ー タ ポル クス 。 
星 の 光 の 輝き を それ ぞ れ 盾 と 剣 へ と 変え て 、 己 が 武装 と し た 宝 具 。 
真名 解放 に よっ て 盾 は 概念 防御 の 効果 を 有する が 、「FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い 。 


| OE “E Sw 
saw Se SSS 


国人 称 (カス トロ ) 


お まえ /OO (呼び 捨て ) / 妹 よ (ポル フス に ) BBE 2/0۵0 FORT) 


〇 性格 

【 カ スト ロ 】 

双子 の 兄 。 

古き 神霊 だ が 、 後 世 の 伝説 に よっ て 「 主 神 ゼ ウス の 血 を 持た な い ] と され 、 人 間 の 英雄 と し て 零落 し た 。 サー ヴァ ント と 
し て は 神霊 で の 召喚 が 行わ れ て いる も の の 、 自 ら が 人 類 史 で は 零落 し て いる と いう 事実 に 対し て 静か な 怒り を 湖 ら せ て 
いる 。 

怒り の 対象 は 世界 の すべ て 。 人 間 も 神 々 も 、 す べ て 等 し く 復讐 の 対象 で の る 。 

…… た だ し 、 何 より も 大 切な 妹 と 共に 現 界 し た 以上 、 怒 り の すべ て を 解き 放っ て は な ら な い 、 と カル デア で は 自ら を 成 
め 続 け て いる 。 


【 ポ ルフ クス 】 

双子 の 妹 。 

古き 神霊 で あり 、 後世 の 伝説 に 於 いて も 「 主 神 ゼ ウス の 血 を 引く 」 と され 、 不死身 の 肉体 持つ と され た 。 サー ヴァ ント 
と し て の 現 界 に あたっ て は 、 最 高 ラ ンク の 耐久 パ ラメ ー タ ー と いう 形 で 不死 性 は 表現 され て いる 。 

兄 に 対す る 言動 は 割 と 素っ気 な い が 、 実は 、 深 く 敬 愛し て いる 。 伝説 で は 、 兄 の 死 を 前 に し た ポル クス は 深く 嘆き 、 永 
遠 に 兄 と 共に 在 る 事 を 天 へ 祈っ た と いう 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 1 
兄 は 、 人 間 で ある マス ター を 信用 し な い だ ろ う 。 こさ 

妹 は 、 嵐 の 航海 に も 似 た 苦難 の 旅 を 進む マス ター を 認め 、 旅 の 守護 を 約束 する 。 4 
[な ら は ば 仕方 な い 」 と 、 し ぷ ぶ しぶ 兄 は 妹 の 方 針 を 尊ぶ は ず だ 。 


O 台詞 例 
カ 「 デ ィ オ スク ロイ 、 現 界 し た 。 何だ 人 間 で は な いか 。 つま らん ! 死ね 
ポ 「 死 な な く て 結構 で す 。 我ら ディ オス クロ イ 、 お 力 に な り ま し ょ う 」 


カ 「 ヒ ト の 世 な ど 、 減 が まま に させ て お け ]| 

ポ 「 い け ま せん 。 滅ぼさ せま せん よ 」 

力 

ポ 「 ア ル ゴ 一 号 の 勇者 た ち が お いで と は 。 懐 か し いも の で す ] 
カ 


それ は ーー 一 まあ 、 な 」 


ポ 「 殺 す 。 兄 様 を 傷付け る 者 、 皆 、 殺 す 」 


A 妹 を 泣か は た な 。 な ら ば 、 責任 を 取っ て 貰お うか ] 


O 9۳۲0258 ۰ ۸5) ٠ EA) 
ある 双子 (ディ オス フク ロイ) が 天 へ と 上 が り 、 輝 く 双 子 座 と な っ た 。 
ディ オス クロ イ は 「 ゼ ウス の 子 ] を 意味 する 名 で ある 。 


紀元 前 3 世紀 の 「 カ タス テリ スモ イ ] に よれ ば 、 双子 座 は ディ オス クレ ス 、 カ スト ロ と ポル クス と 呼ば れ て いる 。 
彼ら は ラコ ニア (ペレ ポ ネ ソス 半島 の 南東 地方 ) に 現れ 、 や が て 天空 に 上 げ ら れ た 。 

この 兄妹 の 愛 に 優る も の は 二度と 現れ な か っ た 。 

主神 ゼウス は 彼ら の 仲 を 永く 記憶 する 事 を 望み 、 双子 座 と 名 づけ 、 

つの 独立 し た 星座 の 星々 を 一 つ に 統合 し た の だ っ た 。 


ディ オス クロ イ の 原型 は 、 若 々 し い 騎 手 、 或 い は 馬 そ の も の の 姿 を 取る 太古 の 双子 神 で あり 、 

戦争 や 航海 な どの 危 難 に 遭う 人 間 の 救い 手 だ どっ た と 言わ れ て いる 。 

双子 神 は [一 柱 の 神 ] な ど と 呼ば れ て いた が 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 名 前 を 長い 事 持た ず 、 吟遊 詩人 ホメ ロス の 時 代 に 作ら れ た 
神々 の 讃歌 集 の 中 で 、 よ う や く カ スト ー ル (カス トロ ) と ポリ ュ デ ウケ ス (ポル クス ) と いう 名 前 が 確認 で きる よう に な っ 
た 。 


「 君 侯 (アナ ケス )」 の 称号 を 持ち 、 時 代 が 下る と 「 ア ル ゴ ナ ウ テ ィ カ ] な どの 物語 に よっ て アル ゴ 一 号 の 一 員 と し て 存在 
が 知ら れる よう に な っ た 事 も あり 、 朋 乗り の 守護 神 と し て の 側面 が 強まっ た 。 

政 の 折 に 船 の マス ト の 先端 な ど が 光 を 放つ 、 い わ ゆ る 「 セ ント エル モ の 火 ] は 、 船 の 導き 手 と し て 顕現 し た 彼ら の 姿 だ と 
信じ られ た の で ある 。 


© TFateGO| に お ける 人 物 像 

背中 合わ せ に 立つ 、 輝 ける 双子 神 。 

本 質 的 に 古き 神霊 で ある 彼ら は 、 現 界 に あたり 、 特 殊 な 性 質 を 持っ て 顕現 し た 。 

同一 の 存在 で あり な が ら 二 つの 肉体 を 有 し 、 そ れ ぞ れ の 肉体 に 異な る フラ ス の 性 質 を 宿す に 至っ た の で ある 。 
了 未 中 一 一 


ゼウス の 血 を 持た な い 「 人 間 の 子 ] と し て の 伝説 を 後世 に 得 た 兄 カ スト ロ は 、 神 か ら 人 へ と 零落 させ られ た 屈辱 を 候 念 に 
変え た 、 ア ヴェ ンジ ャ ー と し て 。 

ゼウス の 血 を 持つ が 故 「 不 死 の 者 ] と し て の 伝説 を 後世 に 得 た 妹 ポル フス は 、 傷 付く 事なき 肉体 と 凄絶 な 侯 技 を 以 て 戦い 
続け る 、 セ イ パ ー と し て 。 


登録 され た 霊 基 は セイ バー だ が 、 正 確 に 言え ば 、 彼 ら は ある 種 の ダブ プル フラ ス の サー ヴァ ント だ 。 
その 特殊 性 は 神霊 サー ヴァ ント で ある が 故 の 例外 的 な も の だ ろう 。 


o 


ディ オス クロ イ は 常に 寄り 添っ て お り 、 離 れる 事 が な い 。 離れ られ な い 、 と も 言い 換え られ る だ ろう 。 彼 ら は 「 二 者 で 
一 箇 の 英霊 ] な の で ある 。 
(実際 、 サー ヴァ ント と し て の 彼ら は 基本 的 に 数 メー トル 以上 難 れ な い ) 


第 五 の 異聞 帯 の 発生 当初 で は 、 現 存する 神 と し て 成立 。 

キリ シュ タリ ア ・ ヴ ォ ー ダ イム と の 戦闘 で 敗れ た 双 神 は 、 ひ と た び 命 を 失っ た 後 、 異 聞 帯 サー ヴァ ント と し て キリ シュ 
タリ ア と 契約 を 果たし た 。 

契約 を 経る 事 で 汎 人 類 史 に 於 ける 自分 た ち 」 の 伝説 を 知っ た 兄 カ スト ロ は 、 汎 人 類 史 で の 出来 事 と は いえ 、 BSED 
た 人 類 へ の 巨大 な 憎悪 を 抱く に 至っ た 。 

妹 ポル フス も また 、 兄 を 早め た 人 類 へ の 憎悪 を 抱い た 。 

結果 、 兄 妹 共に 深い 憎悪 の 炎 を 有する 事 と な り 、 カ ル デ ア 一 行 や オリ ュ ン ポス 市 民 に 対し て は 一 買 し て 残虐 に 、 暴力 的 
に 振る 舞い 続け た の だ っ た 。 


一 方 、 カ ル デ ア に 召喚 され た 汎 人 類 史 の サー ヴァ ント と し て の 双 神 は 、 異 聞 帯 サー ヴァ ント と し て の 双 神 ほど に 茜 烈 な 
暴力 性 を 有 し て は いな い 。 

兄 カ スト ロ は アヴェ ンジ ャ ー の 霊 基 を 成立 させ る ほど の 精神 と 背景 有 し て は いる が 、 特 に 妹 ポル クス の 人 性格 は 異聞 帯 
サー ヴァ ント の それ に 比べ て 随分 と 穏やか で ある 。 妹 が た し な め て くれ る の で 、 兄 の 事 は 、 あ る 程度 まで 放っ て お いて 
も 大 丈夫 な 程 で ある 。 


力 「 妹 よ 、 我 ら は か の 船 で 置 険 し た 事 も あっ た な ?」 
ポ 「 え え 兄 様 。 あっ た わ 。 ヘラ クレ ス は 実に 良き 戦士 で あり まし た ] 
カカ 「 ま っ た くだ 。 い や 待て 妹 よ 。 お まえ まさ か 、 俺 の 知ら ぬ 間 に ヘラ クレ ス と ……」 
ポ 「 違 いま す 。 殺し ます よ 兄 様 ] 
DI (HEDÊ) J 

ポ 「 そ れ に し て も 、 兄 様 は か の 船 の 人 間 た ちの こと を いた く お 気 に 入り で す よ ね ] 
力 「 そ ん な こと が ある も の か ] 

海賊 系 英霊 た ち 

人 間 な ぞ 守 護 し て た まる か ] 

いい え 、 守 護 し ます 。 彼ら は 我々 の 守り を 必要 と し て いま すし ] 

人 間 が どう な ろう と 構わ ん 」 

守護 し ます ] 

人 間 が どう な ろう と ……」 

私 は 、 人 間 が 死ぬ の は 悲し いで す よ ] 

な せ ぜ だ ] 

兄 様 も 、 一 度 は 人 間 で あっ た か ら で す ] 


TAPADA 


幼年 系 英霊 た ち 

力 [幼子 ? 人 間 の それ に 何 の 意味 が ] 

ポ 「 皆 、 よ く 懐 いて き て くれ ます よね 。 兄 様 は 面倒 見 が よい で すか ら ] 
APRILIA 

ボイジャー 

双 星 は 、 星 々 の 海 へ と 溝 ぎ 出 し た この 小さ な 旅人 を 言 祝 が ず に は お れ な い 。 
加護 と 祝福 を 口 に し な が ら …… 

その 実 、 込め られ る 想い は 願い と 祈り で ある の か も し れ な い 。 
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Comment from Illustrator 
多 


男女 が 対 と な っ た サー ヴァ ント と いう こと で 、 立 ち 絵 や 最終 再臨 で 一 人 描く の 大 変 だ っ た と いう 記憶 が と に か く 強 いで 
す 。 ギリ シャ 神話 に お ける 双子 座 の 伝説 が だ モチーフ で す の で キト ン を イメ ー ジ し た 服装 に な っ て ます 。 ( 布 が 垂れ て る 感 Br 


LEN 頭 に ある 月 桂樹 っ ぽい 飾り は ポル クス の デザ イン が 起点 な の で す が 前 衛 で 剣 を 振り 回 す イ メー ジ か ら 、 直 観 的 
に 前 ツバ 帽子 と か メッ ト み た いな パー ツ が 欲し か っ た の で 付け た も の で すね 。 (タイキ) 
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CV :小 松 未 可 子 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


定 作成 : 桜 井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン : Azusa 


大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 の よう な 大 掛か りな も の は 防げ な い 。 


BEER 
暴虐 の 英雄 で わる カイ ニス は 、 今回 の 現 界 に あたっ て 特殊 な 狂 化 を 有 し て いる 。 ri لو‎ 
普段 は 理性 を 有 し て いる が 、 怒り の 蓄積 が 一 定 を 超え て し まえ ば 、 

一 切 の 意思 不通 を 不可 能 と する 檎 の 暴風 と な っ て し まう 。 

マス ター さえ 殺害 し か ね な い ど ころ か 、 積 極 的 に マス ター を 殺害 し て 現 界 を 終了 させ よう と する 傾向 に ある 。 


海神 0 神 核 :B 

英哉 で る る カイ ニス は 神 核 を 本 来 持た な い が 、 海 神 ポ セイ ドン は その 有 霊 基 に 特別 な 恩 札 を 与え た 。 

稀有 な 特例 と し て 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 召喚 され る カイ ニス は 疑似 的 な 神 核 を 有 し 、 英 霊 で は な く 神霊 サー ヴァ ント と 
し て の 霊 格 を 有する 。 


一 時 的 に 筋力 を 増幅 させ る 。 
本 来 は 魔物 、 魔 獣 の み が 持つ 攻撃 特性 。 
使用 する 事 で 筋力 を ワン ラン ク 向 上 させ る 。 持続 時 間 は “怪力 "の ラン ク に よる 。 


副 次 効果 と し て 、 海 を 渡る 権能 を 行使 可能 。 こ れ に よっ て 異聞 帯 さえ 渡る 。 
本 来 は 常時 発動 型 の 宝 具 (後述 ) 。 


FE 


RES. PISEDAR 


ラビ ピタ イ ・ カ イネ ウス 。 

己 が 存在 その も の を 宝 具 と し て 昇華 させ た 対 軍 宝 具 。 

死 の 折 に 姿 を 変え た と いう “黄金 の 細 を 持つ 鳥 " へ の 変身 を 果たし 、 飛 翔 し な が ら 突撃 する こと で 
敵陣 に ダメ ー ジ を 与え る 。 


ネプ チュ ー ン ・ ブ レッ シン グ 


海神 の 偏愛 


ネプ チュ ー ン ・ プ レッ シン グ 。 

海神 ポセイドン に 純 湊 を 奪わ れ た 後 、 望 み 通 り に 男 へ と 変わ っ た 折 に 与え られ た 祝福 。 

鉄 の 刃 を も の と も せ ず 、 突 か れ て も 斬ら れ て も 無傷 で いら れる 不死 身 の 体 。 

如何 な る 武器 攻撃 も カイ ニス は 無効 化す る が 、 大 質量 や 膨大 な エネ ルギー に よる 面 攻 撃 を 無効 化す る こと は で き な い (对 
城 宝 具 以上 の 全体 ダヴ メー ジ を 無効 化 で き な い ) 。 

本 作 で は スキ ル と し て 表現 され て いる 。 


50%. FES ABE 


ポセイドン ・ メ イル シュ トロ ー ム 。 

地上 で あろ うと 空中 で あろ うと 区 別 な く 、 超 質量 の 大 海流 に よっ て 対象 を 粉砕 する 。 

た だ で さえ 強力 な 攻撃 系 宝 具 だ が 、 水 上 や 水中 、 大 量 の 水 が 近く に 存在 する シチュ エー ショ ン で あれ ば 、 攻 撃 威力 が 更 
に 増加 する 。 

海神 ポセイドン が 有する 大 海 の 権能 の ご く 一 部 を 限定 再現 し た も の で あり 、 本 来 は 対 国宝 具 、 或 い は それ 以上 の 超大 な 
効果 範囲 を 有 し て いる と 目 さ れる 。 

(「FateGO」 で は 基本 的 に 使用 され な い ) 
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人 物 


オレ / ご く 稀 に 過去 に 立ち 返っ た 際 は [私 お まえ / テ メ エ / ご く 稀 に 過去 に 立ち 返っ た 際 は [DVI] 


な ど 


〇 性 格 

その 身 に 怒り を 秘め た 戦士 。 

嫌い な も の は 海 。 

嫌い な も の は 神 。 

アヴェ ンジ ャ ー と し て の クラ ス 適 性 を 有する ほど の 怒り で ある 。 

た だ し 、 普 段 は そう 感じ させ な い 。 

機 謙 が 良けれ ば に こ や か に 応じ て くる だ ろう 。 

機 謙 が 悪く て も 、 話し 掛け れ ば 応じ て くる し 、 他 愛 の な い 世 間 話 に も 付き 合っ て くれ る 。 
甘い 物 が 好き な の で 、 菓子 類 の 話題 を 切り 出せ ば 大 い に 喜ば れる だ ろう 。 


た だ し 。 
ひと た び 怒 り に 火 が つい て し まえ ば 手 が 付け られ な い 。 
マス ター 殺し さえ 原 わ な いそ の 狂乱 の さま は 、 時 に パー サー カー に さえ 匹敵 する 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

人 に 仕え る こと を 嫌う 。 

並 の 王 が 相手 で あれ ば 即座 に 首 を 多 ね て 下克上 を 敢行 、 借 主として 玉座 に 就く 。 

キリ シュ タリ ア ・ ヴ ォ ー ダ イム に 対し て あれ これ 言い つつ も 結果 的 に 従順 で あっ た 事 は …… 例 外 中 の 例外 、 と し か 言い 
よう が な い だ ろ う 。 あ ら ゆ る 王 を 否 定 する は ず の カイ ニス が 、 彼 の 魂 に 対し て は 何 か を 見 出し た の だ 。 


神霊 カイ ニス を 召喚 し た マス ター は 注意 せ ね ば な ら な い 。 
本 来 、 何 者 か の 部 下 に 収まる 器 で は な い 。 
精神 状態 に は 常々 気 を つけ た ほう が いい 。 


「 カ イニ ス だ 。 真名 カイ ニス 、 神 霊 だ 。 
チッ 。 何 が カイ ニス だ 。 ふ ざけ や が っ て 」 
[真名 カイ ニス 、 神霊 だ 。 
ラン サー っ て や つら し い 。 宜しく な 。 
Rs ん 。 な ん だ よ 、 テ メ エ か が ! 
ハハ 。 な ん だ よ 、 や っ ぱり オレ が 必要 か あ ? 仕方 ね え 、 付 き 合っ て や る よ ! | 
「 オ レ は ! 神霊 だ 
「 叉 は 届か な い 。 オレ に は 、 一 切 昌 


ーーー 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ギリ シャ 神話 に 登場 する 戦士 に し て 僧 主 。 

アル ゴ ノ ー ツ の 一 員 と し て 数 多 の 英雄 た ちと 共に 冒険 を 繰り 広げ た 。 
女 で あっ た が 、 男 と な っ た と 伝え られ る 。 


が か つて は 正真正銘 の 女 で あり 、 美 貌 に 名 高く 、 テ ッ サ リア で は 恐 し き 乙 女 と 讃え られ て いた と いう 。 

数 多 の 求婚 を 断り 続け た 彼女 は 、 あ る 時 、 海 神 ポ セイ ドン (ネプ チュ ー ン ) の 愛 を 受け た 。 

純潔 を 奪わ れ た の で ある 。 

満足 し た 海神 は 「 お まえ の 願い は すべ て 叶う 」 と 告げ 、 カイ ニス は 「 二 度 と この よう な 目 に 遭わ ぬ よ う 、 私 を 女 で な くし 
て くだ さい ] と 答え 、 そ し て カイ ニス は 無敵 の 男 に な っ た の だ と 伝説 は 語る 。 


真実 と し て 彼女 が 男 に な っ た か は 定か で な い 。 

死後 は 黄金 の 翼 持 つ 鳥 と な っ て 空 に 消え た と され る が 、 女 と し て の 死体 が 残さ れ た と いう 逸話 も ある 。 
どちら に せよ ーー 一 

その 後 の カ イニ ス / カ イネ ウス は 強壮 の 戦士 と な り 、 僧 主として 地 を 支配 し て みせ た 。 


o 


生前 の 、 男性 と し て の 名 は カイ ネ ウ ス 。 
カイ ニス は 元 の (女性 と し て の ) 名 前 で ある 。 


O TFateGO| に お ける 人 物 像 
英霊 と し て は 、 女 性 型 の サー ヴァ ント と し て 現 界 する 。 
真名 も 、 女 と し て 生き て いた 頃 の カイ ニス で ある 。 


ey カイ ニス は 死 の 折 に 3550301145 OR" O ERERARENS + 

その 人 逸話 は 今回 の 現 界 で も 宝 具 と し て 具 わ っ て いる が 、 こ の 宝 具 が 内 包 す る [肉体 の 自在 変化 ] と いう 特性 が 暴走 し て い 
る と いう 可能 性 が ある 。 

女性 の 肉体 で の 現 界 や 、 身 に 具 わ っ た 獣 の 特徴 は 、 或 い は その た めか も し れ な い 。 


285535 ح 5 قاع‎ . ER (「FateGO] で は スキ ル と し て 表現 ) で ある 海神 の 加護 と 祝福 が 色濃く 現 出 し て 、 カ イニ ス は 
生前 の 自身 に 近付い た 姿 を 得る 。 

すなわち 巨 い な る 海神 ポセイドン の 似 姿 が 如き 荘厳 の 鎧 を 纏っ た 、 輝 ける 、 比 類 な き 存 在 一 一 

"不死 身 の 戦 士 " と し て の 姿 で ある 。 


また 、 特 に 強い ポセイドン の 恩 豚 を 受け た 結果 と し て 、 霊 格 が 大 幅 に 上 昇 し た 状態 で 霊 基 が 構成 され て いる 。 
召喚 され た 戦士 カイ ニス は 、 神 霊 サー ヴァ ント と し て 現 界 を 果たす の で ある 。 
o 


『FateGO] 第 二 部 に て 、 キリ シュタ リア ・ ヴ ォ ー ダ イム の サー ヴァ ント と し て 登場 。 
あら ゆる 神 性 を 嫌い 、 憎 み 、 原 う カ イニ ス が 従順 な まで に 仕え て みせ た 理由 は 、 ヴ ォ ー ダ イム の 類 い 希 な カリ スマ だ け 
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> 3 に 
が 理由 で は な い 。 
ヴォ ー ダ イム は 、 自 ら の 思惑 で ある 「 神 代 の 再編 の 真相 を つま びら か に カイ ニス へ と 伝え て いた の で ある 。 
5 
人 間 を すべ て 神 へ と 変え て 神代 を 再編 させ る سول‎ 
つま る と ころ 、 旧 い 時 代 の 神々 は みな その 在り 方 を 失う 。 無論 ギリ シャ の 古き 神々 も 、 カ イニ ス が 怒り の 対象 と する 海 
神 ポ セイ ドン も ! 
「 い いじ ゃ ね え か 、 最 高 の 後 始末 だ ال‎ 
| カイ ニス は 大 い に ヴ ォ ー ダ イム へ 替 同 し た 。 
了 な ら ば この 身 に 宝 具 と し て 具 わ っ た 海神 の 加護 と 祝福 、 存 分 に 揮 っ て みせ よう と も ! 
O 因縁 キャ ラ : 
イア ソン / メ ディ ア / ヘ ラク レス / ア タラ ン テ / デ ィ オ スク ロイ / ア スク レビ オス Ps 
(か つて の 旅 の 同行 者 。 仲 間 と 口 に する こと は な い が 、 他 人 扱い は し な い ) 
モー ドレ ッ ド 
(カル デア で つる ん で いる 相手 。 ウ マ が 合う ) 
ジキル 
(モヤ シ 。 ま と も に 相手 する と 面倒 お の で まとも に 相手 し て や ら な い ) 
マン ドリ カル ド 3 
GONE) ۷: 
トリ トン 
CER) ( 三 度 見 ) ۳ 
坂田 金 時 
(育ち が お 坊ちゃん な の で 気に入ら な い 。 
あと 、 根 が な ん だ か よく 分 か ら な く て 底 知 れ な い の も 気に入ら な い ) 
マル タ 5 
(や べ っ マ ル タ だ 状態 。 う る さい の で 、 顔 を 見 る と 逃げ る ) 
アル テラ 
( 顔 を 見 る だ け で 背筋 が ざわ つく 。 理由 は 不明 ) 
大 人 ダ ・ ヴ ィ ン チ 
(自分 か ら 望ん で 女 に な っ た と いう 経緯 を 聞い て 以来 気 に は っ て いる 。 自分 に と っ て は 理解 で き な い 存在 だ が 、 そ 
れ 故 に 興味 深い ) 


ロム ルス / ロ ムル ス = ニ クィ リ ヌ ス 
(軍神 マル ス す な わ ち アレ ス の 俗 属 ら し い 。 
自分 の 中 の ポセイドン の 加護 が な る ほど 感 を 出し て いる の で 、 つ い 声 を か け て し まう ) 
ハイ ド 
(実は ウマ が 合う の だ が 滅多 に 顔 を 合わ せな い の で つま ら な い ) 
武蔵 ちゃ ん 


(実は ウマ が 合う の だ が - カル デア で は 一 度 も 会 うこ と が な か っ た ) 
ゴッホ / 和 殺生 院 キ アラ (水着 
(カル デア の 人 魚 は な に か こう 、 違 う 。 違い すぎ る ) 


RS 
3 
1% 
> 
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هماع | 
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= SS 


背面 設定 (詳細 ) 
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omment from Illustrator 


FGO で は 初め て キャ ラク ター デザ イン か ら 担 当 さ せ て 頂け る サー ヴァ ント で し た の で 、 一 層 ワ クワ ク し な が ら 制 作 で 
きま し た 。 デ ザイ ン す る 上 で 迷う 事 も 多く 、 ボ ツ に な っ た 案 が た くさ ん あり ます 。 い つか 表 に 出せ る 機会 が めった ら 嬉 
し いな ぁ と 思っ て いま す 。 褐色 万 歳 ! ! (Azusa) 


ロム ルス = クィ リ ヌ ス 
ラン サー ロム ルス = クィ リ ヌ ス 


El- ۲ 25د‎ EN ya 
| mr: 混 中庸 185cm Ea 


Ed Ec Er) Eas, 
設定 作成 : 桜井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン : こやま ひろ が 


CV : 置鮎 龍太 郎 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ スス キル 


対 魔力 : A 
高 ラ ンク の 対 魔力 スキ ル を 有する 。 


7 
〆 = 

A AE 
本 来 、 主 神 に し て 最高 神 を 縛り 得る 者 は 地上 に 存在 し な い 
下げ て いる 。 


の だ が 、 ロ ムル スニ クィ イリ ヌ ス は 敢えて 自分 で ラン フ を 


SA 


主神 の 神 核 : B+ 

軍神 マル ス の 子 で あり 、 死 後に ロー マ 神 話 大 系 の 最高 神 ク フィ リ ヌ ス と な っ た ロム ルス は 、 こ の 霊 基 に 於 いて は 例外 的 に 
神 核 を 有 し て いる 。 

本 来 は ラン 規格 外 だ が 、 カ ル デ ア で の 召喚 で は B+ ラン ク ま で に 留まる 。 


神話 大 系 の 最高 神 と し て 、 地 中 海 世 界 を 統べる 神 と し て の 在り 方 。 
皇帝 特権 が 転 成 し た スキ ル で あり 、 本来 で お れ ば 複数 の 権能 を 示す は ず だ が 、 


TFateGO で は 基本 的 に 権能 と し て は 使用 され な い 。 


天性 の 肉体 スキ ル が 霊 基 と 共に 変質 し た も の 。 
ロム ルス は 、 人 と し て 生ま れ 落 ちな が ら 神 へ と 至る 。 


我ら の 腕 は すべ て を 拓 き 、 軸 へ 


ペル ・ ア スペ ラ ・ ア ド ・ ア スト ラ 。 
同名 の 英霊 が 有する 宝 具 「 す べ て は 我 が 槍 に 通ずる 」 と 本 質 を 同じ くす る 大 宝 具 。 
「 文 明 の 発展 と 拡大 ] と いう 概念 が 宝 具 へ と 昇華 され た モノ 。 


世界 を 裂き 、 文 明 を 拓 き 、 い つか 星々 の 再 (ソラ ) へ まで 届か ん と する 浪漫 な る 両 の 腕 は 、 ま る で 光 の 槍 が 如 し 一 一 一 
それ は 森 羅 万 象 を 制す る 人 々 の 働 慢 の 頭 れ で ある と 同時 に 、 ま だ 見 ぬ 明 日 を 夢見 て 進歩 を 続け ん と する 人 々 の 糧 め き の 
顕 れ で も ある 。 

攻撃 へ と 用 いれ ば 若 烈 な 破壊 を も た ら す 。 

守り 、 生み 出す た め に 用 いれ ば 、 更 な る 輝き を 見 る 事 に な る だ ろう が 
発動 し な い 。 


[FateGO] で は 基本 的 に そちら の 用 途 で は 


ダウ ン サ イジ ング され て は いる が 国造 り の 権能 の 一 側面 、 或 い は 応用 、 と いう 可能 性 が ある 、 と シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム 
ズ お よび レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ に よる 記録 が カル デア に 残さ れ て いる 。 


Ha misa 


ナイ ン ラ イブ ズ ・ ロ ー マ 。 

ギリ シャ 神話 の 大 英雄 へ ラフ レス が 編み 出し た 戦闘 方 法 。 

彼 の 壮絶 な 戦い の すべ て を 見 守っ て いた 軍神 マル ス (PLA) に よっ て 伝え られ 戦闘 情報 
REIS] と いう ロム ルス に まつ わる 伝承 が 、 新 た な 現 界 に あたり 昇華 され た も の 。 
流派 へ ラク レス ・ ロ ー マ 分 派 。 

光 の 槍 に も 似 た 拳 閥 の 乱打 は 命 な き 人 怪物 で あろ うと 回 殺し 、 星 空 に 煙 め き を 導 ら せる 。 


或いは 、「 ヘ ラク レス を 


常時 発動 型 の 宝 具 。 
本 作 で は スキ ル と し て 表現 され て いる 。 
真名 解放 時 に は 烈 光 の 乱打 を 繰り 出す が 、「『FateGO」 で は 基本 的 に 使用 され な い 。 


すべ て は 我 が 愛 に 通ずる 


モレ ス ・ ネ チェ サー リエ 。 

愛す る 弟 レ ム ス を 自ら の 手 で 計 し た 逸話 を 具現 化し た 、 血 塗ら れ た 愛 の 城壁 。 

空間 を 分 断 する 「 光 の 城壁 ] を 出現 させ る こと で 壁 の 内 側 を 守る 、 結 界 宝 具 。 城壁 の 出現 は 地面 か ら 瞬 時 に 湧き 上 が る た 
め 、 出 現 位置 の 調整 次 第 で は 対象 を 切断 する こと も 可能 。 

[FateGO! で は 基本 的 に 真名 解放 の 効果 は 使用 され な い が 、 エ クス トラ 攻撃 時 に その 片鱗 を 使用 し て いる 節 が ある 。 
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世界 に 君 訟 する ロー マ そ の も の の 人 間 性 を 有 し な が ら 、 神 へ と 至っ た 存在 で あり 、 ー 

۷ 人 の 浪 温 と 神 の 超 然 の 二 面 性 を 同時 に 有 し て いる 。 tt 
同名 の 英霊 ロム ルス が [治世 と 繁栄 | を 司る 穏やか な 英霊 で ある と すれ ば 、 こ の 姿 で 現 界 し た ロム ルス は [文明 の 発展 と 
拡大 ] と いう 人 類 史 に 於 ける 荒し き 事 象 を こそ 象徴 し て いる 。 

決し て 争い を 好む 存在 で は な い が 、 愛 な れ ば こそ 時 に 破壊 さえ も 原 わ な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 a 
同名 の 英霊 ロム ルス と 基本 的 に は 同一 。 : 
マス ター も また 、 ロ ー マ に 他 な ら な い 。 5 
同名 の 英霊 が 父 や 祖父 の よう な 眼差し で あっ た な ら 、 / 
今回 の ロム ルス の 眼差し は さら な る 高み か から の それ で ある と 


O 8151 
[この 手 、 世 界 の 果て まで も ] 
[私 の 愛 に 限り は な い 。 それ を 、 お まえ に 見 せよ う ] ۷ 

「 我 ら の 腕 は すべ て に 届き 、 す べ て を 裂き 、 す べ て を 拓く ! いずれ 星々 の 宙 (ソラ ) の 彼方 に さえ も 日 ۳۹ 
[見 よ 。 天 の 星 々 が 祝福 し て いる 。 世界 (ロー マ ) を 、 2۸ )2-( を 、 そし て お まえ (ロー マ ) を 愛す る あら ゆる も の ーー 一 KS 
それ を 指し て 、 宇 宙 と 呼び か ら わ す 」 
DT 


O 人物 像 

ロー マ と は 浪漫 で あり ーー 一 

神代 より 卒業 し 、 人 と し て 人 を 愛す 心 を 得 た 、 人 間 的 な る も の 。 
その すべ て の 象徴 で ある 。 


軍神 マル ス の 子 と 美姫 シル ウィ ア の 間 に 生 まれ 、 獣 を 友 と し て 育ち 、 や が て 大 ロー マ 帝 国 の 礎 を 作り 上 げ る 事 に な る 建 
王 の 若き 日 の 姿 に し て 、 天 へ と 至っ て ロー マ 最 高 神 三 柱 の 一 柱 ク ィ リ ヌス と し て 祀 ら れ た 概念 が 形 を と っ た 姿 。 


神 と し て 祀 られ る 存在 で あり 、 現 界 に あたっ て は 特に 『 文 明 の 発展 と 拡大 ] と いう 人 類 史 に 於 ける 古代 ロー マ 帝 国 の 荒 々 
し き 事 象 を 象徴 する に 至っ た 。 
治世 と 繁栄 を 示す 同名 の 英霊 と 同じ く 、 神 代 を 脱し て ゆく 人 間 の 可能 性 を 示す 存在 で ある 。 


最高 存在 と し て 概念 化し た ロム ルス は 、 最 早生 物 と し て の 特徴 や 地上 の 役職 な ど に は 当て は ま ら な い 。 


時 に 世界 を 裂き 、 時 に 文明 を 拓 き 、 人 と し て 人 を 愛す る も の 。 

その 浪 温 な る 両 腕 を " 槍 " に 喉 え る な ら ば 、 あ まり に 大 きく 、 あ まり に 鋭い 。 
通常 の 霊 基 で は 到底 足り ず 、 冠 位 の 霊 基 を 以 て こそ 真 に 迎え られ よう 。 
すなわち は 一 一 一 

グラ ンド ラン サー、 で ある 。 


大 西洋 異聞 帯 に 於 いて 初め て 彼 は 冠 位 英霊 と し て 現 界 し た 。 
カル デア 式 召喚 で の 現 界 に あたっ て は 通常 の ラン サー と な っ て いる が 、 当 然 、 霊 基 お よび 填 格 は 零落 し て いる 。 
それ で も 、 破 格 の 存在 で ある こと は 間違い が な い 。 


o 
あく まで 人 の 枠 に 収まっ て いた ロー マ 建 国 の 英雄 ロム ルス が 、 遂 に 神 と し て の 側面 を 明らか に し た 姿 。 


通常 、 神 霊 が ブラ ンド クラ ス の 霊 基 で 召喚 され る こと は あり 得 な い が 、 深 く 人 類 史 に 関わ り 、 人 間 で あり な が ら 最高 神 
と な っ た 超 例外 の 存在 で ある 彼 は 、 幾 つも の 奇跡 の 果て に グラ ンド ラン サー と し て 大 西洋 異聞 帯 に て 召喚 され た 。 


古代 ギリ シャ 神話 の 神々 ( 機 神 ) に 支配 され た 大 西洋 異聞 帯 で は 、 数 多く の 人 理 の 英霊 た ち が 異 聞 帯 の 王 ゼ ウス に 立ち 
向かっ た が 、 悪く 敗北 。 い ずれ 来 た る で あろ う カ ル デ ア の 者 た ち へ 希望 を 託す た め 、 英 霊 た ち は 最 後 の 力 を 振り 絞っ て 
一 大 計画 を 遺し た 。 

それ こそ が [ 破 神 作戦 ]。 

一 神話 大 系 の 最高 神 で あり な が ら 人 間 と し て の 側面 を 有 し 、 人 理 の 側 に 立ち 、 全 知 全能 と 時 に 称 さ れる ギリ シャ 主神 ゼ 
ウス の 振る う 埋 哉 お よび 権能 と 同質 の 力 を 秘め た 英霊 神霊 ロム ハル スニ フィ リ ヌ ス の 召喚 で ある 。 


そし て カル デア の 者 た ち は 到 来 し 、「 破 神 作戦 ] は 成っ た 。 
ロム ルス = クィ リ ヌ ス は 異聞 帯 に 現 界 し 、 カ ル デ ア と 共に 戦い 、 オ リュ ン ポ ス の 機 神 群 を 打ち 倒す に 至っ た の で ある 。 


破 神 と 共に 彼 は 消え た 。 

二度と 現 界 を 果たす 事 は な いか に 思え た が …… 

し か し 、 マ スタ ー と の 縁 を 交わ し 、 ひ と た び ぴ ノ ウム ・ カ ル デ ア の トリ ス メ ギ スト ス に 記録 され た その 霊 基 は 、 冠 位 霊 基 
で は な い 状 態 で の 召喚 が 可能 と な っ た 。 

召喚 され た 彼 は 、 再 び 、 そ の 光 の 檎 が 如き 腕 を 人 理 の た め に 振る う 。 
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O 88473 
ネロ 

愛し い 子 。 ロー マ の 栄光 その も の 。 1 
妹 の よう に 愛し て いる 。 1 
同時 に 、 そ の 最期 を 想う と 胸 が 張り 裂け ん ば か り に 悲し い 。 
| カリギュラ 

月 に 呪 わ れ し 我 が 弟 が 如き ロー マ 。 

お の れ 、 神 々 。 お の れ 、 デ ィ ア ー ナ ! 

カエ サル ١ 
な ぜ カ エサ ル は 認知 を せ ず 堂 々 と 婚 惑 を 結ば な い ? と 
まさ か あの 男 、 こ の 期 に 及び ……。 

オリ オン (と 一 緒 に いる 方 の アル テ ミ ス ) 

ディ アー ナ 神 だ が 、 知 っ て いる ディ アー ナ 神 で は な い 。 

神体 (アリ ステ ィ ア ) か ら 切 り 離 され た 、 デ ィ ア ー ナ の 愛 の 具現 な の で は な いか と 感じ て いる た め 、 敵対 は し な い 。 むし 
ろ 慈 し みた い 。 

ヘラ クレ ス 0 
父 で は な い が 、 我 が 父 が 如き 男 。 7 
その 在り 方 は ロー マ で ある と 言え る だ ろう 。 
アル テラ $ 
軍神 を 愛す る の だ か ら 我 が 妹 も 同然 …… 

な の だ が 彼女 は 時 折 、 こ ちら を 文明 その も の と みな し て 殺 そ う (滅ぼそ う ) と し て くる 。 
唐突 に 、 ロム ルス = ニク ィ リ ヌス は 理解 する 。 

これ が ヤン デレ な の か 、 と 。 

ブー ディ カ / ゼ ノビ ア 

彼女 ら の 中 に ある 災 こ そ 、 ロ ー マ の 罪 。 我 が 罪 。 

ゼウス 

消え よ ! 

アレ ス ( マ ルス ) 

父 よ ! 

シャ ルル マー ニュ 

遠慮 する こと は な い 。 

お まえ も また 、 愛 すべ き ロ ー マ で ある 。 

コン スタ ン テ ィ ノ ス 11 世 

お お 、 ロ ー マ よ 。 よ く ぞ 戦っ た 。 顔 を 上 げ よ 。 

人 が 浪漫 を 抱き 、 ソ ラ を 目指 す 限り 、 ロ ー マ は 永遠 で ある 。 


ボイジャー 
星 の 子 。 ソ ラ を 目指 す 人 の 可能 性 の か た ち 、 そ の も の 。 
愛 お し く 、 誇 らし い 。 


人 @ 耳 飾り は 星 三 ロム ルス の 
この 飾り で す 。 


⑧ 腰 か ら の 垂れ に つい て る 
丸い も の は 金属 の プレ ー ト で す 。 
自体 は 垂れ に 密着 し て る の で 
個別 に 揺れ た り は し ませ ん 。 


@⑯ ス カー ト 部 
赤 と 青 は 別れ て いま せん 。 
翻 る 描写 で は 1 枚 の 布 と 
し て 描写 願い ます 。 
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omment from Illustrator 


全身 金 ピ 力 鎧 で 若く 、 と いう オー ダー で し た 。 フ ルプ レー ト の デザ イン は Fate シリ ー ズ で 3 回 目 と あっ て か 割 と 苦労 し | 


まし た 。 反面 、 第 一 再 際 の ゆる い 服 は あっ さり 決ま り 良い 差別 化 に も な っ て お 気に入り で す 。 黒い 腕 は 手袋 な ど ご では な 
く 素肌 と いう 起 定 で す 。 な に せ 神 様 で す の で ちょ っ と 不思議 な 要素 を 盛り 込ん で み ま し た 。 重力 制御 っ ぽい 浮遊 感 と か 。 

三 背中 の で か い の は ロー マコ ン バ パー ター と 言い ます (自分 し か 言っ て な い ) ロー マロ ー ド が 開か れ た りす る わけ で す 。 8 
(こやま ひろ か ず ) 


Sets‏ و teca‏ و ع 


@ 診 手 は 第 二 よ り 
少し 長く な っ て いま す ١ 


人 @ 白 い 部 分 は ホー ミン グレ ー ザ ー の 
射出 口 。 以 下 の 通り 計 37 門 


4 胴体 : 1 門 
[۳ ۱ 


: 1۳۰2 HE 2۸ 
上 腕 : ۱۳۰2 18 : 2 
前 腕 :3 門 x2 “背部 : 2 


_ | 
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WER 


背部 推进 器 背部 推进 器 


@ 背 部 推進 器 は 無制限 に 稼働 する の で 
見 栄え 良く 配置 。 
(3D で 作成 する こと を 推奨 し ます ) 


@ 足 の 先 に ある 紡 鍵 形 の 黒い 塊 が 推進 器 に な っ て いて 。 
常に 浮遊 状態 を 保ち ます 。 y 
腕 の 光 の 檎 と 同様 の 光 で 、 出 力 に 応じ て 


赤 一 白 へ と 光 が 強 く な り ま す ( 見 栄え 次 第 で 変更 可 ) 


EA | 


abre 


ボイジャー _ 


Ells: Eile: 北米 アメリカ合衆国 
| "12 8 127cm (第 一 、 二 再臨 ) 148cm (第 三 再臨 ) 
KEE 26kg (第 一 、 二 再臨) 40kg (第 三 再臨) 


Ens: [Ac EM DASEIN. Ele 


KS アナ ーー NG 


Î キキ な 登場 作品 :Fate/Requiem、Fate/Grand Order 


N 


NM 
wet 


SHEDS د‎ 4 —UF قلاف ده قفرا تاودا‎ 165-12. 外 宇宙 へ の 使者 ] と し て フォ ー 
リナ ー ク ラス 適性 を 獲得 し た 。 


= کت و 


: EXI に 由 


同じ く 元 クラ ス 「 航 海 者 』 に 
望む 。 


る 。 こ の つた な い ス キル が いつ の 日 か 役に立つ こと を 
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限定 的 な 星 の 開 拓 者 スキ ル 。 星 と 星 を 繋ぐ 航海 、 実現 不可 能 な 旅 を 達成 可能 と する 。 
クラ ス 「 航 海 者 」 の 「 星 の 開拓 者 : EX] に 由来 。 


スイ ング バイ :A 


戦闘 中 の 特殊 な 機動 。 
相手 の 持つ 運動 エネ ルギー を 奪う 、 あ る い は 付与 し 、 性 能 限界 を 超え る 加減 速 を 行う 。 


o (FE) nun 
0 SAH. 
RAI PEN. ERORTEBRS ROBO EEROTEINE 


> 
遥か 青き 星 よ 


EBE ies [ZA 0~999 


ペイ ル ・ ブ ルー・ ド ッ ト 。 

それ は 60 億 キロ メー トル の 彼方 か ら 振 り 返 っ た ボイジャー の 瞳 に か ろう じ て 映 っ た 青い 小さ な 光 。 

その ほん の 0.12 ピ クセ ル の 中 に 、 彼 を 創造 し 未知 の 世界 へ と 送り 出し た 、 す べ て の 人 々 の 未来 へ の 想い が 生き て いる 。 
金色 の 帆 に 暖か な 風 を 受け て 、 彼 は 征 く 。 

人 類 が 秘め 持つ 希望 と 可能 性 を 示し 、 味 方 を 大 い に 勇 気づけ 、 相 手 の 戦意 を 喪失 させ る 。 


اج اب 


お だ や か で 、 ち ょ っ と ぼや ん と し て いる 。 

口数 が 少な い の は 、 よ く 観 察し 思 上 深 い が ゆ え で 、 ま っ た く 無口 と いう わけ で も な い 。 

探 機 らし く 好 礎 心 は 吐 配 率先 し て 色々 な 体験 を し た が る 。 

匂い や 味 の 感 党 に 新鮮 な 興 衝 が あり 、 美 味 し い 料 理 や 珍し い デ ザー ト に は 目 が な い 。 

未知 の 場所 で あっ て も 、 絶 対 的 な 方 向 感覚 と 空間 把握 能力 を 発揮 する 。 

聴力 に も 優れ 、 見 聞き し た 一 切 を 記憶 し て いる 。 語 集 は 少な いれ も の の 、 様 々 な 言語 に も 通じ て いる 。 
あら ゆる ジャ ン ル の 音楽 を 好 ん で 聴き 、 ラ イプ ブ の 演奏 に 遭遇 する と つい つい 惹か れ て し まう 。 

( 木星 の 輪 を 連想 させ る ドー ナツ が 好き 。 入浴 は ちょ っ と 苦手 らし い 。 


O マス ター へ の 態度 
特に マス ター に 限ら ず 、 心 を 通わ せら れる 相手 で あれ ば 大 切な 友人 と し て 接し よう と する 。 


「 あ い 、 あ すく 、 ゆ ー。 あ ー、 ゆ ーー、 わ ー じ ー、 お ぶ 、 ぴ びー いん ぐ 、 ま い 、 ま す た 一 ?] 


「 す いん ぐ ば い 、 354) 「 ぼ く は ね 、 は や いよ 」 「 だ れ よ り も と お く ! ゆめ より も は や く 日 
[た いせ つ な ひ と が いる っ て 、 と っ て も いい こと だ よ 。 と きど き 、 さみし いけ れ ど ね ……」 


「 旅 の お わり に は 、 ま た 旅 を し た く な る ん だ ろう ね 。 

で も 、 お わり は きっ と くる 。 それ まで は 、 き み は ぼ く の マ スタ ー だ (BEER) | 

「 べ つの 世界 で は 、 僕 は この 姿 に は な ら な い だ ろ うな ……。 な ん だ か 、 け ん の ん だ も の …… (第 三 再臨)」 

「 ヒ ュー スト ン 、 聞 こえ ます か …… (第 三 再臨)」 

「 僕 は 導く 。 人 の 夢 。 人 の 望み 。 と どけ よう 。 き み の 歌 。 熱い 想い を 。 果て な き 旅 の 、 そ の 果て に 。 ES 


(第 三 再臨 )」 


全て 遠き 、 星 の 海 へ 。 いつ か 、 ぼ くら は 、 た どり つく 。 ペイ ル ・ プ ルー・ ド ッ ト 


و ها 


〇 人物 像 

1977 年 、 無人 宇宙 探査 機 ボ ポイ ジャー は 、 フ ロリ ダ の 空軍 基地 か ら ロ ケッ ト で 打ち 上 げ ら れ た 。 
木星 、 土 星 な どの 太陽 系 内 の 惑星 の 調査 を 行い 、 そ の 後 は 果て し な い 星 間 ミ ッ シ ョ ン へ と 旅立っ た 。 
今 も 彼 は 太陽 圏 を 離れ た 星 の 海 を 飛び 続け て いる 。 


O ۲۳۵۲۵۵۵۱ 8 
ボイジャー は まだ 二 つ の 意味 で 幼い サー ヴァ ント だ 。 
きわ め て 歴史 の 浅い 現代 の 英霊 で あり 、 八 歳 ほど の 少年 の 肉体 を 持つ 。 
本 来 は アル ミニ ウム 合金 の 観測 機器 の 集合 体 で ある 彼 は 、 聖 杯 戦争 を 戦い 抜き 、 マ スタ ー と 意思 中 通 を は か る た め に 人 
ICIS ORAS HS Lic. 
MDL LUT. BASNSAAMISRSL. BRMISPPHUT. 25151858135718٠ 
その 外見 の 素描 に は 、 彼 と 関係 の 深い マス ター “宇津 見 エリ セ "の 主観 が 大 きく 影響 し て いる 。 
カル デア に お いて 再臨 を 重ね た ボイジャー は 人 理 の 守護 者 に ふさ わし い 成 長 を 遂げ る と 推測 され る 。 
O 通常 武器 
E AS Rs IS 
HIS TIREN LCONYFE PE YD 5 515336١ ( زات 1را لها‎ 1/1618 


エリ セ は さ 、 ぼ ぽく を さい し ょ に "しょう かん" し た マス ター だ 。 

ぼく が この す が た な の も 、 か の じ ょ が そう ね が っ た か ら 。 

すこ し せわ が や ける けれ ど 、 き み が エ リセ の と も だ ち に な っ て くれ た ら 、 す ご くう れ し い な あ 。 

鬼女 紅葉 

つよ く て 、 こ わく て 、 や さ し い ひと だ 。 

で も と きど き 、 じ っ と さみし そう な か お を する ね 。 あの ひと に は さ 、 お か し 、 こ ども が いた の か し ら ……。 
エジソン 

僕 は さ 、 あ の 人 の 負け ん 気 と か 、 見 栄 と か 、 向 こう 見 ず な 冒険 心から 生ま れ た よう な も ん だ か ら ね 。 
旅 の きっ か けっ て 、 そ ん な “も ん "だ よ 。 


ケイ ロー ン 

神話 の セン トー ル だ …… ! 地球 を 旅立つ と き 、 僕 、 あ な た の 背中 に の せ て も ら っ た ね 。 
これ は きっ と 、 僕 の 思い 込み な ん だ けど ……。 で も 見 守っ て いて くれ た 気 が す る ん だ 。 
イア ソン 


この 夜空 で いち ば ん の “ 船 " と いっ た ら 、 そ れ は ジェ イソ ン さ ん の ふ ね だ 。 
僕 は さ 、 人 は 乗せ られ な い 船 だ けれ ど 、 こ の 大 事 な 積み 荷 は 、 き っ と 送り 届け る よ 。 


ワ ァ パイン に 


Ah لجع‎ 
x 
E 


must 


١ y 4 á RD 


Requiem 本 編 と 同様 の デザ イン で す 。 

た だ し ゴー グル は あり ませ ん 。 

胸元 の ワン ポイ ント の 星 は 少し 光っ て いま す 。 ١ 
マフ ラー は 薄い 金属 に 三角 形 の 折り 目 が つい た よう な 
イメ IT 

また 、 白 の 装束 に 縫い 目 は あり ませ ん 。 


E‏ جرد ود 


0 


رتم ۱۳ 


内 側 に 持ち 手 が あ り ま す 。 
剣 は フェ ン シ ン グ で 使う 
フル ー レ の よう に し な り 
ます 。 
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・ ゴ ー ル デン レコ ー ド 


・ 金具 


CHARACTER Profile 


若干 顔 ・ 身 長 が 
MALES. 8 
も 気持 ち バ ッ チ 


Ye, Bir 
OS™ #69882 
vat. 


et tht Gad. 


Fomment from Illustrator 
Requiem コラ ボ の ご 連絡 を いた だ いた と き 、 発 売 され て 間 も な か っ た の で 凄く 驚い て 、 嬉 し く て 小 虫 り し まし た 。 ボ 
イジ ャ ー は どの 再臨 姿 も 抱き し め た く な る よう な デザ イン を 心掛け て いま す 。 FAIRE ARA. 第 三 再臨 は フ 


ライ ト ジ ャ ケッ トメ ※ 宇 宙 服 を モチ ー フ に 、 ち ょ っ と 成長 し た 旅人 の 姿 に は っ て いま す 。(NOCO) 


301 


宝 具 カッ トイ ン 


CHARACTER Pro 


宝 具 カッ トイ ン 差 分 


鬼女 紅葉 


1552 バー サー カー 
| ga 紅葉 伝説 ーー EN += 
EE] 234cm ) 84-585 . Y RBRVS) 7172007 ( ) 外 了 8cm| 
[EA 450kg (第 一 再 了 ツノ を 含ま な い 体高 ) 3 


Eds KA: Edo Eds Edo El 


設定 作成 : 星空 め て お / キ ャ ラフ ター デザ イン : NOCO 
CV: 日 笠 陽子 


主 な 登場 作品 : Fate/Requiem、Fate/Grand Order 


深層 レベ ル に 達する 狂 化 に よっ て 言語 思考 能力 は 奪わ れ 、 身 体 共に ほぼ 獣 同然 と な っ て いる 。 
だ が 逆 に 感情 の 果 走 は 抑制 され 、 あ た か も 温和 で 理性 的 な 状態 に みえ る 。 
上 腸 ま た は 鬼女 スタ イル を と る 間 は 、 会 話 を 取り 戻す が 、 容易 に 暴走 する 危険 が ある 。 


۷ キル 
変化 (恐竜 ) : て 


、 恐 ろ しい! 
異形 な る 竜 の | 


一 > 7 ب‎ ーー = = = = 一 zer 


病 患 を 退け 長寿 を も た ら す 、 飯 縄 権現 の 守護 の 呪 法 。 


Fe 


も み じ が り 。 

奪わ れ 裏 切ら れ 、 最 期 に は 鬼 と し て 討ち 取ら れ た 紅葉 の 無念 の 生涯 を 、 憎 し み と 復讐 の 火 を 纏い な が ら 息 も 叶 か せめ ぬ 猛 
撃 と し て 発露 する 。 

だ が 、 紅 葉 自身 は 狂気 の 目前 で 流さ れず 踏み と どまり 、 大 き な お 苦しみ の 代償 を 払う 非情 な る 宝 具 。 


AM 


O teta 
弱き 者 、 傷 つき 虐げ られ し 者 へ の 深い 愛情 を 示す 。 

一 度 、 身 内 と 認め た 相手 に 対し て は 最大 限 に 愛護 し 、 強 い 責 任 感 を 持つ 。 
幼い 子供 を 攻撃 する こと が 出来 な い 。 


O マス ター へ の 態度 


「 信 濃 戸 隠 の [紅葉 (こう よう )」 と 申す 。 山路 を 紅蓮 に いろ どる 、 雷 火 の 鬼 ぞ 。 十 今 も 変わ ら ず 、 世 話 に な る ] 
「 御 心 、 か た じ け な し ] 「 身 ども に 気 易く 触れ る で な い ……|「 げ に お そろ し や ……」 

「 オ ン ・ キ リキ リ ・ ウ ン ハ バッタ] 「 オ ン ・ ア ビラ ウン ケン ・ ソ ワカ RER) 「 風 の 行方 も 心 せよ …」 

「 時 雨 を いそ ぐ 紅 葉 狩 (も み ぢ が ) り 。 余り 汐 し き 夕 まぐ れ 。 四 方 の 模 も 懐か し き 。 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

—— 鬼女 紅葉 の 生涯 。 

幼名 を "SY" と 云い 、 上 洛 の 折 に "紅葉 "と 改め る 。 

生来 才気 に 溢れ 美しく 諸 人 を 惹き つけ 、 琴 を よく 奏で て 源 経基 (みな も と の つね も と ) の 御 台所 (正妻 ) に 認め られ た 。 
じき に 経基 の 扇 愛 を 受け る が 、 御 台所 の 呪 殺 を 斉 っ た と の 嫌疑 を か けら れ 、 死 罪 と な る 。 が 、 す で に 経基 の 子 を 宿 し て 
いた 為 、 信 濃 に 配流 と な る 。 

水無瀬 の 里 ( 後 の 鬼 無 里 ) で 里 人 に 迎え られ た 紅葉 は 、 や が て 周辺 の 山賊 を 従え "鬼女 "と し て 恐れ られ た 。 
征伐 を 命じ られ た 武将 ・ 平 維 茂 (た いら の これ も ち ) は 山中 に て 紅葉 と 選 折 する が 、 お お い に 苦 戦 する 。 神仏 に 祈念 し た 
維 茂 は 降魔 の 霊 刻 を 授かり 、 旅 僧 に 失 し て 単身 紅葉 に 挑み 、 遂 に 討ち 取る 。 


子 に 恵まれ ぬ 父母 が 、 第 六 天 の 魔王 に 祈り 授かっ た と され る 紅葉 は 、 若 き 頃 より 妖術 の 素質 を 有 し て いた 。 

配流 され た 信濃 の 戸隠 山 は 、 九 頭 竜 神 の 示現 を 得 た 行者 に 開山 され た 修験 の 山 で ある 。 

また 戸隠 山 と 隣接 する 飯 縄 山 は 天狗 信仰 の 盛ん な 妖術 ・ 外 法 の 地 と し て 知ら れる 。 

うし た 背景 で 紅葉 は 、 朝 廷 を 恨む 平 将 門 の 残党 や 怪力 健脚 で 知ら れる も う 一 人 の 鬼女 * 鬼 の お 万 "を 配下 と し て いた 。 


O 「FateGO] に お ける 人 物 像 

異形 の 恐竜 の 姿 を と る の は 、 九 頭 意 信仰 に も 関わ る 戸隠 山 で の 竜骨 (化石 ) と の 出会い が 遠因 と な っ て いる 。 
カル デア や マス ター の 前 で は ほぼ 第 一 再臨 の 姿 で 過ごし 、 鬼 女 の 姿 を と る こと は な る べく 避け て いる 。 
他人 に は あえ て 『 紅 葉 (こう よう )」 と 呼ば せる 。 紅葉 (も み じ ) と 呼ば れる の は 少々 気 に 障る よう だ 。 

78 で の 顔面 の 傷 は 、 変 化 の 術 で も 隠し きれ な い 平 維 茂 と の 死闘 の 名 残 。 


酒 呑 董 子 茨木 童子 渡辺 綱 

京 の 都 を 騒が は た 、 大 江山 の 洒 知 莉子 の 名 は 聞き 及 ん で お る 。 都 か …… 苦 い の う 。 身 ど も に は 過ぎ た 場所 じゃ 。 
時 に 、 そ の 家 来 の 茨木 童子 と 、 鬼 女 で 知ら れる “ 橋 姫 "と は 別人 、 い や 別 訟 な の か ? 

渡辺 綱 は いっ た い 幾 本 の 腕 を 切り 落と し て お る ? 腕 こ れ く た ぁ な の か ? お お 、 身 る いす る の う ……。 
BEER 

その 手 で 将門 公 を 討ち 取っ た と いう の は この 男 か ! プ ォ ウゥ ルル …… 人 の 身 で 成せ る 所 業 で は な か ろう に ……。 
将門 公 も 不 境 じゃ ……。 米飯 を 粗末 に さえ し な けれ ば 、 こ の 者 を 敵 に まわ すず 事態 も 避け られ た や も し れ ぬ 。 
宇津 見 エリ セ 

身 ども に 記憶 は 無い が 、 こ の 娘 は 身 ど も を よく 知る と いう 。 げ に 不可 思 議 な 感覚 じゃ 。 

エリ セ が 語る カリ ン と いう 娘 子 、 ぜ ひ 会 う て み た い の う ! 

ボイジャー 

RBBLUE (15h) じゃ 。 ふわ り と 衣 を ひら めか せ 、 神 仏 が 遣わ し た 童子 の よう じゃ の 。 

ちゃ ん と 風呂 に は 入る の じゃ ぞ 。 頭 も よく 洗う の じゃ ぞ 。 き ちん と 歯 も みがく の じゃ ぞ 。 うむ 。 KL! 

BR 


再臨 と 同じ も の で す 。 


・ 背 中 の 縄 は 第 


CHARACTER Profile 


・ テ ィ ラ ノ サ ウル ス の 尾骨 が 付い て いま す 。 
(参考 / 


Comment from Illustrator 


尾 椎 の 数 は 3 5 -- + 4 本 だ そう で す ) 


紅葉 を 描く 度 に 、 机 の 上 が フィ ギュ ア や ら 図 鑑 や ら で 恐 竜 大 好き マン に な っ て し まい ます 。 第 一 再 臨 の 立ち 絵 は 描き 込 
まな いと 中 々 迫力 が 出せ な く て 、 苦 労 し まし た …。 ど の 再臨 姿 も 着物 の 柄 や 質感 に こだわ っ て 描け た の で 満足 し て いま 


す 。(NOCO) 


宇津 見 エリ セ 
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EMGEAc Ee ic EI: E: 


定 作成 : 星空 め て お / キ ャ ラフ ター デザ イン : NOCO 
CV: 鬼 头 明 里 


主 な 登場 作品 : Fate/Requiem、Fate/Grand Order 


タク ァ ヌ ネズ スキル 


騎乗 :C+ 
騎乗 の 才能 。 古今 の 小型 船 の ほか 、 自 動車 、 パ イク 、 軽 人 空 機 な ど 現 代 8 な 移動 手段 を 人 並み 以上 に 乗り こなせ る 。 | / 


エ Tr x = =Q 


ABA) (ME) : 8+ ee 
1 pS 化す る 。 大 魔術 、 儀 礼 呪 な ど を も っ て し て も 傷つけ る の は 難し い 。 = 
15| دخ اله ها‎ 18| DB MLR LTS. 4 


人 間 と 同様 の 活動 が 可能 。 


| 神 性 :E 
3 PACTO. "か ろう じ て 備 わっ て いる 神 性 。 騎乗 スキ ル に も 影響 を 及ぼ す 。 


TER Profile 


o E DSR, TTT 


co 


EF 


アメ ノ サ カポ ホコ 


アメ ノ サ カ ホ コ 。 


大 神 ・ 伊 邪 那岐 と 伊 邪 那 美 に よる "国産 み "を 逆転 再現 する 忌 ま わ し き 祭事 。 
冥 神 の 力 を 継承 する エリ セ が 、 準 サー ヴァ ント 化 に より 獲得 し た 独自 の 魔術 。 


神 造 祭 器 "天沼 矛 (アメ ノ ヌ ボコ ) "レプ リカ で 時 空 を か きま ぜ 、 そ の 構造 を 推定 演算 し 、 対 象 空間 の 包 有 する 構造 、 質 量 、 
意味 、 縁 の すべ て を 原初 の 混 沖 へ お くり 選 す 。 


サー ヴァ ント が 対象 と な る 際 は その 幸 基 構造 を 解消 切断 する 。 エン トロ ピー 逆転 の 黄泉 返し 。 


〇 性 格 
効率 重視 。 機 能 的 で 実用 的 な ツー ル や 服装 、 質 実 剛健 な も の を 好む 。 食べ 物 で は 、 辛 いも の 、 栄 状 価 の 高い も の が 好き 。 
刺激 を 好み 、 微 妙 な 味 の 差違 に は 無頓着 な が ら 、 時 折 妙 な こだわ り を みせ る こと も 。 

魔術 師 を 毛嫌い し 、 本 人 は "魔術 使い "の つも り で いる が 、 さ て 。 

古今 東西 の 英霊 に か な り 詳 し い 。 余暇 の 時 間 は も っ ぱら 英吉 関連 の 書物 や 映像 資料 に 目 を 通す 。 それら の 知識 を 活か し 
"死神 "と し て 冷酷 に 対処 する 一 方 で 、 サ ー ヴ ァ ン ト の 生前 の 生涯 を 尊重 し 、 深 い 敬意 も は ら う 。 と り わ け 未 知 の 世界 を 
見 い だ し た 航海 者 や 冒険 者 の 英霊 た ち を 拘 愛 し て いる 。 

「 べ つ に …… モ ザイ ク 市 じゃ 普通 だ っ た か ら ……] と 余裕 ぶり つつ も 、 カ ル デ ア で は 毎日 ひそ か に エキ サイ ト し て 鼻血 が 


O マス ター へ の 態度 

魔術 師 全般 に 対す る 不信 感 と 警戒 心から 、 当 初 は 強く 当たっ て くる が 、 マ スタ ー 個 人 は お むしろ 大 事件 に 巻き 込ま れ た 一 
般 人 の 境遇 に 近い 、 と 理解 する と 、 共 感 し ゆっ くり と 心 を 許す よう に な る 。 

元 来 や や ズレ た セン ス と 距離 感 の 持ち 主 で ある エリ セ は 、 そ れ を 特に 気 に 病 お こと も 無い も の の 、 マ スタ ー の 前 で は 不 
意 に 気 恥ず か し く な る 場面 も わる よう だ 。 

友人 と し て 良好 な 関係 を 築け た ら と 漠然 と 思っ て いる が 、 果たし て どう し た ら よ い の か は 人 付き 合い に 不慣れ で わか ら 
な い 。 


O 台詞 例 
「 宇 津 見 エリ セ 。 14 歳 。 今 より 少し 未来 の 、 臨海 都市 秋葉原 〉 の 出身 。 街 の 見 回 り が 私 の 仕事 。 
夜警 (ナイ トウ ォ ッ チ ) っ て いう ん だ けど ね 。 な ん か …… "死神 ' つて 呼ば れ て る 。 


「 だ か ら …… 他 に 優先 事項 ある と 思う けど 。 き み が 満 足 だ っ て 言う の な ら 、 ま あ …… ま あ …… ま あ ……」 


「 み ぎわ に …… 比 ぎ 捨て る ! 」「 魔 王 (エル ケー ニッ ヒ ) ! 」「 魔 弾 (フラ イシ ュ ッ ツ ) !」 
「 ポ ルカ … 


「 董 原 を な づ さ う 、 う つろ ぶ ね 。 此 れ な る は 我 が ほ その お 。 黄泉 大 神 の 、 う つ わ の 沼 矛 。 
さま よ え る 御霊 を 言 集 せ 、 ほ どき 賜 わ ん 。 千 人 の 帰 泉 は 神代 より の 約定 な れ ば 。 
いざ や 揺 き 鳴ら せ 、 天 遡 (あめ の さか ほこ ) | こ お ろ 、 こ お ろ …… こ お ろ 、 こ お ろ ……」」 
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O 出典 作品 上 で の 人 物 像 
近 未 来 の 聖杯 戦争 終結 後 の 日 本 。 モザ イク 市 《 秋 葉 原 〉 で 、 夜 警 (ナイ トウ ォ ッ チ ) を 務め る 十 四 歳 の 少女 。 


O ۱۴۵۲۵۵۵۱ に お ける 人 物 像 

カル デア の 歩み と は 異な る 未来 史 に お いて 、 世 界 で 最後 に 召喚 され た サー ヴァ ント "ボイジャー" と 共に 聖杯 戦争 に 身 を 
投じ る 。 その 結末 は 本 人 も 知ら な い 。 

幼少 期 か ら " 邪 霊 "と 呼ぶ 悪霊 に 取り 洒 か れ て いる 。 そ の 霊 障 は 、 体 表 に 染み 出す 黒い 粘液 状 の 疑似 物質 と し て 現れ る 。 
吉 障 は 徐々 に 深刻 化し て いっ た が 、 そ の 扱い に も 順応 し “魔王 (エル ケー ニッ ヒ ) "と 自ら 命名 し て 自在 に 操る まで に な る 。 
死 の 気配 や 殺気 を 感知 する 超 感覚 と し て も 有効 な 反面 、 邪 霊 た ち は 生 を 常に 欲し 、 満 た され な けれ ば エリ セ 自 身 の 肉 
体 を 触 お 。 


O 通常 武器 


今 の 私 は 、 彼 の マス ター じゃ な い 。 だ か ら こ ん な 口 を 挟む の は 、 彼 に も きみ に も 野暮 で 失礼 な 話 だ けど ……。 

な ん か 放っ つて お け な い か ら さ 。 大 事 に 使っ て あげ て 。 

カレ ン 

つい "先生 " っ て 呼ん で し まう けど 、 向 こう は あま り 気 に し て な いみ た い 。 

私 の 先生 は 、 ま る で 人 形 み た い だ っ た 幼い 私 を 、 生 きた 人 間 に 導 いて くれ た 一 人 だ 。 

その 彼女 自身 は 人 間 じ ゃ な く A | だ つた ん だ けど ね 。 オリジナ ル に 近い カレ ン 先 生 は 、 想 像 以上 に 強 列 だ っ た よ 。 
マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト 

まぶし い 人 だ 。 そん な 彼女 に 私 は まっ すぐ に 向き 合え な い 。 


過去 に 私 の 出身 世界 で 、 あ の 人 の 息子 を 殺し て し まっ た せい で …… ど うし て も 負い 目 を 感じ て し まう 。 
で も 、 そ れ だ け じ ゃ な い の か も 。 ど こま で も 清らか な あの 人 を 、 私 は 猫 疑 の 眼 で 見 て し まっ て いる ……。 
鬼女 紅葉 


いい よね 、 紅 葉 (こう よう ) さん 。 と て も 恐ろし いけ れ ど 、 ち ゃ ん と 信頼 も で きる 人 だ 。 

私 や ボイジャー の 記憶 が 無い の は 残念 だ けれ ど 、 そ れ で も 私 は 紅葉 さん の 力 に な り た い 。 
フラ ン シ ス ・ ド レイ ク 

一 人 の 人 間 と し て 、 七 つの 海 を 越え て 、 こ の 星 を 見 つけ た 人 だ 。 私 に と っ て は 、 特 別 な 英雄 。 
女性 だ っ た と は …… や っ ぱり ちょ っ と 動揺 し て る 。 

ギャ ラ ハ ッ ド 

マシ ュ さ ん に 融合 し て いる の が あの 、 正 真正 銘 の 、 聖 騎士 ギャ ラ ハ ッ ド だ っ た と は 。 
70701525398756 (ポゼッション ) と は 異な る か た ちの 混 依 か ……。 

それ が マシ ュ さ ん に と っ て 、 望 まし い 結 び つ き で あれ ば よい の だ けれ ど 。 


5 
۳۷ 


胸元 に 下げ て いる も の 
穴 が あい て ます 。 


の み 、 


ー フ の 靴 で す 。 


華 船 が モチ 


つま 先 は 毛羽 立っ て いま す 。 


結び 目 は 左側 の み 


ーー- 半 透明 の 布 は 
水色 4 5% 位 で す 
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華 の 葉 の エン プレ ム 


omment from Illustrato 
割 と すん な り ア イデ ア が 出 て き て くれ て 嬉し か っ た エリ セ さ ん で す 。 当 初 は 黒 系 の デザ イン に 、 と いう お 話 も あっ た の 
で す が 日 本 の 原始 的 な 服 の イメ ー ジ を 持た せ た か っ た の で 白 ベ ー ス に し て み ま し た 。 表情 差分 も た くさ ん 描け て 楽し か 


つた で す 。 お くれ 顔 と ネコ 顔 が お 気に入り 。(NOCO) 


ウタ ルド 
N 


に 
a 


Eds 0 
= 


設定 作成 奈須 きのこ / キ ャ ラフ ター デザ イン : RM 
var 


どの よう な 大 魔術 で あろ うと 、A 以 下 の 魔術 は 無効 化す る 。 
— 
MTB Rt... 
魔力 を 帯び た 器具 を 作成 で きる 。 …… 
方 は 爆弾 に 似 て いる 。 


PEER: EX... 
BOR. Baof رترب‎ NETS, 
= [AHORN] COMICS TRAOT AMAT T 3. 


A 


ل ا ا ل ا ار A‏ ی 
世 界 を 切り 替え る ] 視界 。‏ 「 د RENERN‏ .> 3808 

高位 の 妖精 が 持つ 妖精 眼 は 、 あ ら ゆ る 嘘 を 見 抜き 、 真 実 を 映す 眼 と 言わ れ て いる 。 

妖精 に と っ て は 善意 も 悪意 も 同じ くく りな の で 特に 意味 の な い 異 能 だ が 、 善 悪 の 違い に 惑う 人 間 が この 眼 を 持つ と ろく 

な 事 に な ら な い 。 
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その 効果 は 魔術 師 マ ー リ ン が 見 せる BOSSA に 近い 。 


アヴァ ロン の 妖精 : A 


星 の 内 海 か ら 生 じ た 妖 精 た ち に よる 加護 。 
予言 の 子 に 与え られ た 祝福 、 あ る い は 疾 約 。 
楽園 の 妖精 が 持つ 、 生命 を 祝福 し 、 様 々 な 汚れ か ら 対 象 の 運命 力 を 守る 力 。 


、 デ 辿り 着く 在り 方 を 示し た スキ ル 。 
マー リン の [BREE DP Ye 95 
P-MBRAP YT. 19 RP IP OY ORD A). RIOR. 


この 力 が 本 格 的 に 目覚 め る と 、 彼 女 の 作る も の は すべ て [Al] 属性 に な っ て し まう 。 
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Sa: 


۱ 


きみ を いだく 希望 の 星 


3 = Er ee EEE ee Se 


A EINER 


アラ ウン ド ・ カ リバ パー ン 。 

「 選 定 の 杖 」] に よっ て 開放 され る 、 ア ルト リア の 心象 世界 。 共に 戦う 者 た ち を 守り 、 強 化す る 、 楽 園 より 暫 く 鐘 の 音 。 
その 名 前 の 由来 を 、 た と え 本 人 は 知ら ず と も 。 

(ゲー ム 上 で は 反映 され な い が 、 本 来 は 「 ア ルト リア 本 人 に だ け は パフ は か か ら な い | も の で ある ) 


ァ アウ ァ ロ 


真 円 集う 約束 の 星 


ラウ ンド ・ オ ブ ・ ア ヴァ ロン 

「 プ リ テ ン の 守護 者 ] と な っ た アル トリ ア の 宝 具 。 

黄 皆 の キャ メロ ッ ト を 顕現 させ 、 共 に 戦う 者 に [円 卓 の 騎士 」 の ギフ ト を 与え る 。 
(ゲー ム 中 で は 効果 的 に は アラ ウン ド と 同じ ) 


アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー は 妖精 國 で の 使命 を 果たし 、 消 滅 し た 。 558 
EAST, ERTODO CESTA. 19272813 181-3317193 SOO) の 助け に な る 人 理 前 助 装置 と な 
つた 。 

その 名 を アル トリ ア ・ ア ヴァ ロン 。 

霊 基 第 3 の 姿 が 彼女 本 来 の 姿 で あり 、 霊 基 第 1 ・ 第 2 の 姿 は 、 か つて 彼女 を 造っ た “誰が " の 在り 方 …… 楽 園 の 妖精 と し て 
の 記録 で は な く 、 予 言 の 子 と し て 旅 を し た 春の 記憶 を 、 彼 女 が エミ ュ レ ー ト し た も の で ある 。 


人 物 = 


国人 称 (BEB—~28=) 

わた し あな た / 〇 〇 さん あの 方 / み ん な / 皆 さん 〇 OO さん / マ スタ ー 
国人 称 (83) 

私 #5 /OOO 買 方 た ち / 皆 OOO/ マ スタ ー・OCO 


〇 性 格 

アル トリ ア が 王 の 剣 を 抜か ず 、 村 娘 と し て 育つ て いた ら 、 と いう イフ 。 

負け ず 嫌 いで 、 打 た れ 強 く て (イヤ な 事 が あっ て も 立ち 上 が る ) 、 周 り の 空気 を な に より 大 切 に し て 、 本 当 の コト は 誰 に 
も 言え ず に 隠し て いる 、 ご く 当 た り 前 の 少女 像 。 

魔術 の 研究 に 明け 暮れ て 、 少 年 の よう に 野原 を 走り 回 る 実践 派 の 研究 者 。 

「 予 言 の 子 」 と し て 周囲 の 期待 に 応え 、 プ ブリテン を 救う 為 に 旅立つ 、 物 語 の 主人 公 。 

e と いう の が 表向き の 性 格 ・ 性 質 。 


汎 人 類 史 の アル トリ ア は 裏表 の な い 性 格 だ っ た が 、 ア ルト リア ・ キ ャ スタ ー は あそこ まで 強く な く 、 内 面 は と て も 弱く 、 
いじ けし 気質 で 、 悲観 主義 者 。 

妖精 眼 に よっ て 世界 の 嘘 が 見 えて し まい 、 楽園 の 妖精 と し て プリ テン を 終わ ら せ な く て は いけ な い 、 と いう 二 つ の 要素 
が アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー の 性格 を 悲観 的 、 か つ 駄 世 的 な も の に し た 。 

(それ を 幼少 期 、 彼 女 に 魔術 を 教え た 師匠 の 影響 で 「 や さ ぐ れ | も 加わ っ て し まっ た ) 


[予言 の 子 」 で ある 自分 も 、 そ ん な も の に 期待 を よせ て 自滅 する 周り の 人 々 も パカ みた い だ 、 と 内 心 で は 溜息 を つい て いる 。 
(冷め 切っ て いる 訳 で も 、 パ カ に し て いる 訳 で も な い 。「 は あ ……] と 、 た だ 、 気持 ち が 重 く な る 感じ ) 


し か し 周り の 空気 を 気 に する 彼女 は そん な 内 面 を 打ち 明け られ ず 、 誰 と も 言い 人 争い し た く な い 、 憎 み 合い た く な い 、 と 
いう 理由 で 、「 は いっ 、 任 せ て くだ さい と 周り が 望む ムー プ を し て 取り 繕 っ て し まう 。 

今 まで の よう な 強い ヒロ イン で は な い 。 要 争 悪く て 、 失 敗 の 方 が 多く 、 つ まず いて ば か り の 努力 家 の 一 般 人 。 転ん だ 後 、 
立ち 上 が る の が 早い だ けが 取り 柄 。 

どれ ほど 酷い 環境 ・ 酷 い 仕打ち を うけ て も 『 悪 に 落ち ず 、 礼節 を 忘れ ず 、 周り を 気 遺 える] 性 格 が プレ な い 事 自体 が 買 人 
の 証 と 言え る 。 

妖精 王 オ ベロ ン と の 決定 的 な 違い は ここ に ある 。 


o 


[妖精 円 卓 領 域 ア ヴァ ロン ・ ル ・ フ ェ ] の 巡礼 の 旅 に お いて 、 偽 の 予言 の 子 で ある マシ ュ が 「 怖 いけ ど 、 み ん な の 力 に な 
り た く て 頑張 る ] と いう モチ ベー ショ ン な ら 、 

真 の 予言 の 子 で ある キャ スタ ー は 『 怖 いけ ど 、 それ 言っ た ら 周り が ガッ カリ する か ら 仕 方 な く 頑 張る ] と いう モチ ベー シ 
ョ ン だ っ た 。 


「 他 人 は みん な 怖い し 社会 は 気持 ち 悪い し 、 世 界 を 救え と 言わ れ て ぜん ぜん モチ べ あ が ら な いけ ど 、 周 り に 逆らう の も イ 
ヤ だ か ら 救 世 主として 頑張 ろう 」 


と いう 、 と て も マイ ナス な 精神 状態 を 隠し て いた 。 

それ で も 結果 的 に は 「 他 人 か ら 見 る と 尊い 行為 ]「 ア ー サ ー 王 と 同じ 在り 方 ] に な る が 、 ア ルト リア ・ キ ャ スタ ー の 内 面 
は と て も 卑屈 で 、 後 ろ 向き で 、 ネ ガ テ ィ ヴ 。 な の で いつ も 

今回 は 頑張 れ た けど 、 次 こそ きっ と 、 わ た し は 放り 出し ちゃ うだ ろう な あ ……」] 

と 自分 に ダメ 出し て いた 。 


妖精 國 が モル ガン の 思い 描い た 童話 な ら 、 

巡礼 の 旅 は アル トリ ア の 成長 を 描い た 童話 。 

「 オ ズ の 魔法 使い ] の 主役 の ドロ シー 役 に 見 せ て 、 実は うま く 歩 け な い (足下 が 見 えな い 、 智恵 が な い ) カカ シ 、 心 が が ら 
ん どう の 木こり 、 勇 気 を 出し た く な い ラ イオ ン 、 の 三 者 の 集合 体 の よう な 騙さ を 持っ て いた 。 

そん な アル トリ ア が な ぜ 最 後 まで 「 予 言 の 子 ] で いら れる の か 、 な ん の 為 に 戦っ つて いた の か 、 そ の 答え が 、 彼 女 の 物語 の 
終わ り と な る 。 


女王 暦 200 1 年 、 異 聞 帯 プリ テン の 辺境 、 テ ィ ン タ ジェ ル の 岬 に 流さ れ て きた 孤児 。 
妖精 國 を 救う (FENDT. 


星 の 内 海 …… ア ヴァ ロン か ら 、「 選 定 の 杖 ] と 共に 地上 に 遣わ され た 特別 な 妖精 。 
湖水 地方 に 流れ 着い た 後 、 鏡 の 氏族 の 長 の 判断 で 、 た くさ ん の 宝物 と 共に 舟 に 乗せ は られ 、 テ ィ ン タ ジェ ル の 海岸 に 辿り 
BE, 以後 は ティ ンタ ジェ ル の 妖精 と し て 育て られ た 。 


異聞 帯 に お いて 、 汎 人 類 史 で いずれ 聖 剣 を 担う 事 に な る “誰か "と 同一 の 存在 。 

「 星 の 脅威 ] に 対す る 決戦 兵器 で ある 聖公 を 造る た め 、 地 上 の 情報 を 集め る 「 集 積 装 置 ] で も ある 。 

妖精 國 プ リ テ ン で 発生 し た 妖精 で は な いた め 、 ブ プリ テン の 妖精 た ち は 本 能 的 に 彼女 を 毛嫌い する 。 

逆 に 、 プ リ テ ン の 妖精 すべ て を 嫌っ て いた 妖精 や 、6 輪 の 氏族 の 生ま れ で は な い 妖 精 、 そ も そ も 自 ら を 憎ん で いる 妖精 、 
に と っ て 、『 楽 園 の 妖精 | は 癒し と な る 。 


o 


『16 年 の 後 、 救 世 主 は 世界 を 回 り 、 六 つの 鐘 を 鳴ら す 巡 礼 の 未 、 偽 り の 玉座 を 打ち 砕く 』 

未来 が 見 える と いう 鏡 の 氏族 の 長 は こん な 予言 を 残し た 。 

以後 、 女王 モル ガン の 圧政 に 苦し お 妖精 た ち に と っ て 、 そう あっ た らい いな 、 と いう 噂 話 と し て 知れ 渡っ て いた 。 
アル トリ ア は ティ ンタ ジェ ル で 「 予 言 の 子 」 と し て 匿 われ 、 期 待 を か けら れ 、 大 事 に 育て られ 、 虐 待 され 、 つ い に 16 歳 
の 時 、 村 か ら 旅立つ 事 に な っ た 。 


[選定 の 杖 ] と 共に 拾わ れ た 事 か ら 、 異 聞 帯 プリ テン で 魔術 を 学び 始め る 。 
師 は マー リン (自称 ) 。 杖 か ら た ま に 声 が 届い \ て いた が 、 そ れ は ある 出来 事 を きっ か け に な く な っ て し まっ た 。 
な の で 、 巡 礼 の 旅 に 出る 理由 の 一 つと し て 、「 実 際 に マー リン に 会 っ て みた い ] と いう の が ある 。 


異聞 帯 プリ テン の 妖精 た ちか ら は 失わ れ た [妖精 眼 ] を 持つ 。 
その た め 、 彼 女 は 突発 的 に 「 ヒ ト の 悪意 | を 視認 し て し まう 。 
な ん の 前 触れ も な く 妖 精 眼 が 発動 し た 時 、 彼 女 は 「 凄 まじ い 悪 意 の 内 」 の 中 に ひと り 、 ぽ つん と 立つ 事 に な る 。 
彼女 が 妖精 も 人 間 も 等 し く [怖い 、 気 持ち 悪い ] と 感じ る の は この た め 。 
眠っ た 時 、 夢 に 見 る の は この [悪意 の 嵐 ] だ け 。 
本 来 な ら 気 が 触 れ 、 プ リ テ ン を 見 捨て て も お か し く な い 状態 だ が 、 そ ん な アル トリ ア に と っ て 唯一 の 希望 だ っ た の が Ti 
の 向こう で 、 一 つ だ け 小 さく 、 青く 輝く 星 ]。 
それ が [悪意 の 中 に ある 、 ひと に ぎり の 人 間 の 善意 」 か も し れ な いと か 、「 輝 か し い 未 来 ] か ち も し れ な いと か 、 そ ん な コト 
は どう で も いい 。 
アル トリ ア は た だ 、 そ の 星 の 光 に 励ま され た 。 
「 自 分 が 死に た く な っ た 時 、 い つも 輝い て いた 」 
「 ど ん な 慮 の 中 で も そこ に あり 続け て いた 」 
「 わ た し と あの 星 は 、 何 の 関係 も 、 何 の 繋が り も な いけ れ ど ] 
「 あ の 星 が 輝い て いる か ぎり は 、 わ た し も 、 負 ける 訳 に はい か な い の で す ] 
「 で も 、 嘘 つき な の は キミ も 同じ だ ろ ?] 
語 中 盤 、 ふ と 口 に し た 嘘 を 妖精 の 王子 ・ オ ベロ ン に 指摘 され 、 ハ ッ と する アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー。 
彼女 が 人 々 の 嘘 を お そろ し く 、 お ぞ ま し いと 思っ て いた 事 を 、 オ ペロ ン は 見 抜い て いた の だ 。 
※ 妖 精 眼 の 影響 で 世界 の 本 質 が 見 えて いる 一 悪意 に まみ れ た 暗黒 の 嵐 に 見 えて いた 。 
た ま に ア ルト リア が 見 せる [笑う の が 苦手 な 引き つっ た 可愛 い 笑い ] が ある が 、 そ れ は 本 当 に 「 お ぞ ま し い の を 我慢 し て 
ムリ ヤリ わら っ て いた 」 BO. 


< I E : SS SS = 


EARL OT IBERO. BORIC. EXA (E) が 見 える か ら 。 


「 お お く の も の が 恐く て 、 お お く の も の を し ん じ ら れ な いわ た し だ けど ] 
「 プ リ テ ン の こと も 、 未 来 の こと も どう で も いい けど ] 
「 い つも ずっ と 輝い て いた 、 あ の 小さ な 星 の 光 だ け は 、 決 し て 裏切り た く な い の で す ] 


どれ ほど 人 間 社 会 が ド プ ) 川 の 如き 嵐 で も 。 

幼い 頃 か ら 見 えて いた 、「 嵐 の 中 で きら めく も の ] が 、 彼 女 の 希望 だ どっ た 。 

社会 の た めで は な く 、 平 和 の た めで も な く 、 自 分 の た めで も な く 。 

あの 輝き は 自分 に は 関係 が な く 、 決 し て 消え る 事 は な く 、 き っ と 最後 まで 、 近 くに や っ て くる 事 は な いと し て も 。 
「 あ あし て 強く 輝い て いる 。 あ あし て 今 も 戦っ て いる ] 

その 頑張 り に 、 彼 女 は いつ も 励ま され た 。 


「 あ の 小さ な 星 が 輝い て いる か ぎり 
わた し は 自分 に 、 負 けた く は な い の で す ] 


〇 能力 

「 星 の 内 海 ]、 ア ヴァ ロン か ら 地 上 に 派遣 され た 妖精 ( 亜 鈴 ) 。 

湖 の 妖精 で ある モル ガン と 同じ 個体 。 姉 妹 。 

[LOW に 対す る 決戦 兵器 で ある 聖 侯 を 造る た め 、 地 上 の 情報 を 集め る [集積 装 置 ]。 

その 力 は 常に セー フ テ ィ ロッ ク が か か っ て お り 、 プ リ テ ン 名 地 の 鐘 を 鳴ら す 事 で ー つ ずつ 、 ロ ッ ク が 外れ て いく 。 


寺 基 第 3 の 姿 は アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー で は な く 、 聖 剣 鋳造 に 身 を 捧げ 、 聖 剣 の 概念 と か っ た も の 。 そ の 名 を アル トリ 
ア ・ ア ヴァ ロン 。 

現在 過去 未来 、 聖 合 を 必要 と する 者 が いる か ぎり 存在 し 、 そ の 戦い を 補佐 する 名 前 の 無い 王 。 

アル トリ ア ・ ア ヴァ ロン に な る と 数 多く の 宝 侯 を 魔術 触 如 と し て 使用 で きる よう に な る 。 

彫 踏み の カル ン ウ ェ ナ ン 、 稲 要 の / ス ピュ メイ ダー、 そ し て 神話 礼装 マル ミア ド ワ ー ズ 。 

マル ミア ド ワ ー ズ は 火 の 神 が 鍛え 、 大 英雄 に 与え た と され る 大 剣 で ある 。 

威力 だ け で あれ ば エフ クス カリ バー より 優れ て お り 、 ア ー サ ー 王 は ガウ ェ イ ン に エク スカ リバ ー を 貸し 与え 、 
使う 時 も あっ た と いう 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 (予言 の 子 の 場合 ) 

汎 人 類 史 と は いえ 、「 魔 術 師 ] と 聞い て 親近 感 ア ッ プ 。 

さら に 「 周 りか ら 世 界 を 救う 立場 を 背負 わざ され た 」 と 聞い て アッ プ 。 
友人 に し て 同志 と し て 、 一 緒 に 旅 を する 事 に な る 。 

は じ め は 興味 と 親近 感 か ら 。 

その うち 応援 と 楽し さか ら 。 

最後 は 、 な ん で も な い 友 愛 か ら 。 


春の 記憶 は 、 短 く は あっ た けど 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 (カル デア の 場合 ) 

「 カ ル デ ア の マス ター と 巡礼 の 旅 を し た 少女 ] を 完全 に 再現 し て いる 。 

「 も し あの 少女 が こう し て 今 も 生き て いた ら 」 と いう エミ ュ レ ー ト だ が 、 プ リ テ ン の 守護 者 、 聖 刻 の 概念 と な っ た アル ト 
リア ・ ア ヴァ ロン に よる 本 気 の 変身 な の で 、 そ の 行動 ・ 反 応 に 偽り は な い 。 


“q O 因縁 キャ ラ 
モル ガン (異聞 帯 ) 

魔力 と 頭 の 良さ は 負け て た けど 、 負け ん 気 、 根 性 は わた し の 方 が 上 だ よね ! A? 昔 は キン グ ・ オ プ ブ ・ 魔 殖 だ っ た ? な 
ん だ よー、 何 も か も わた し の 上 位 互換 か コイ ツーーー! 

で も 、 最 終 的 な 功績 な ら わ た し だ っ て 負け て な いよ ね ? 

パー ヴァ ン ・ シ ー 

ブロ スタ ー で 会 っ た 時 か ら 、 嘘 の な い 妖 精 で し た 。 言動 は アレ だ っ た けど キツ さ な ら ノ ク ナ レア で 慣れ て た し 、 気 に な 
ら な か っ た で す 。 割 と 好き で す 、 バ パー ヴァ ン ・ シ ー。 

オー クシ ョ ン 会 場 で の 勝利 セリ フ は 反省 し て いま す 。 

パー ゲス ト 

何もかも 恵まれ て いる の に 、 そ れ を 鼻 に か けず 精進 し て いる 。 それ が バ ゲ 子 。 わた し の よう な いじ け 虫 は 直視 で き な い 。 
羨まし すぎ て ! 

こう いう 妖精 に は 試練 が 必要 な の で 、 事 ある ご と に 訪ね て は ご は ん を た か り た いと 思い ます 。 ひと り に させ る と 自己 嫌 
悪 で 潰れ ちゃ うし ね 。 

メリ ュ ジ ー ヌ 

わた し 、 オ ー ロ ラ に は 会 っ た 時 か ら う ん ざり し て た けど メリ ュ ジ ー ヌ と 比べ られ て いた 、 と いう 点 だ け で 同情 する ん で 


オー ロラ は 少し ずつ 育っ て いっ て 少女 型 じゃ な く な っ た の に 、 メ リュ ジー ヌ っ て ずっ と ああ で し ょ ? 自分 の 理想 以上 
の も の が 自分 に な つい て くる と か 、 ど ん な 指 問 ? 

ノ フフ ナレ ア 

汎 人 類 史 の コノ ー ト の 女王 の 姿 を 見 せ て あげ た か っ た 。 

きっ と 目 を 剥い た 後 、 顔 を 上 げ て 、 手 で 目 を 隠し な が ら 、 悪 態 を つい た だ ろう な ……。 

あ 、 し ん みり は し な い 方 向 で 。 だ っ て ノ ク ナ レア だ よ ? 人 類 に チョ コ あ る か ぎり 、 き っ と 高笑い し な が ら 出 て くる か 
ら ! 

オベロン 

別に オベロン に つい て 言う 事 は な いで すけ ど …… 

あ 、 メ ロン ! な ん で オベロン が いつ も 食堂 の メロ ン 食 べ て る か 、 知 っ て る !? 

別に メロ ン が 好き で も な ん で も な い の ! た ん に 「 少 で 高級 そう な も の だ か ら ] くら い の 嫌 が ら せ な の ! 器 ちっ さ ! 
U 

これ が 本 物 か ぁ ー…………。 
見 た 目 も 性 格 も 違う の に 、 す っ っ っ ご く 似 た も の 同士 じゃ ん ! 

村 正 

en 彼 が 彼女 を 導く 要因 に な っ た 事 が 運命 で あっ た の な ら 、 運 命 も 皮肉 な も の ば か り で は な いよ う で す 。 

も うい な い 彼 女 に 代わ っ て 、 心 か ら の 感謝 と 、 敬 意 を 。 

も し 出会え て いれ ば エク ター と は 気 が 合 っ た で し ょ う 。 

メリ ュ ジ ー ヌ に 倒さ れ 、 大 穴 か ら 生 選 し た 後 、 誰 も いな い 岬 の 鍛冶 屋 に 立ち 寄っ て いた 事 を 、 彼 は 最後 まで 語り ませ ん 
で し た ね 。 


RACTER Profile 


名 な し の 妖精 

も う ひ と り の アル トリ ア 。 

風 の 氏族 (フェアリー 系 ) の 、 な ん で も な い 妖 精 の 少女 。 

異聞 帯 プ リ テ ン で は 「 人 気 の な い 、 目 的 の な い 、 名 前 の な い ] 妖精 は や が て モー ス BB 化し て 消え て し まう 。 

この 妖精 は 何 の 罪 も 犯し て いな い が 、 名 前 を 失っ た 事 か ら 居 場所 を 失い 、 プ リ テ ン 最 果て の 森 、 コ ー ン ウォ ー ル に 流れ 
着い た 。 

シナ リオ 序盤 、 コ ー ン ウォ ー ル で 唱 難 し た 主人 公 の 世話 を し て くれ る 妖精 。 

その お り 、 実 は 「 自 分 に お し つけ られ た 重責 ] か ら 逃 げた が っ て いた アル トリ ア か ら 名 前 を 譲っ て も ら っ て いる 。 

※ そ の タイ ミン グ で 、 シ ナリ オ 上 の キャ ラク ター ネー ム は 『 名 無し の 妖精 ] か ら 「 妖 精 に 変化 。 た だ し アル トリ ア の 名 
前 を も ら っ た 事 は 誰 に も 語ら な い 。 

シナ リオ 序 哀 ラス ト 、 主 人 公 た ち が 人 間 だ と パレ て し まい 、 妖 精 た ち が 凶 暴 化 し た 際 、 主 人 公 と アル トリ ア を 森 の 外 ま 
で 逃がす も 、 限 界 が き て モー ス 化 し 、 主 人 公 た ち に 襲い か か り 、 倒 され る 。 


その 真名 は ホー プ (希望 ) ۰ 
AZ (と いう か 妖精 た ち ) に 希望 を 振り まく た め に 生ま れ た 、 救 世 主 の 妖精 。 


o 


ホー プ の 名 前 通り 、『 希 望 | を 世に 振り まく 役職 の 妖精 で 、 長 く 、 そ の 無責任 な (具体 案 も な いま ま 、“ み ん な を 幸せ に し 
ろ " と いう 無茶 ぶり!) 役割 を こなし て いた けど 、 人 々 は 際限 な く 希 望 を 求め 、 そ の うち 希望 は あっ て 当然 の も の に な っ 
て いき 、 ど ん な に 善き 行い を し て も 誰 に も 感謝 され ず 、 誰 か ら も 忘れ られ て 、「 希 望 ] と いう 自ら の 名 前 に 失望 し て 磨耗 
し て 、 名 な し の 森 に 流れ 着い た 。 

よう は アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー と 同じ 立ち 位置 。 


[民衆 に 消費 され た 救世 主 ] と し て 見 る と 、 ホ ー プ が モー ス 化 する 時 の セリ フ の 意味 が よく 分 か る 。 
(と は いえ 、 そ れ は 感じ 取れ る 人 だ け 感 じ 取 っ て …… と いう も の に 。 ラス ト で ホー プ 、 と いう 名 前 が 分 か っ た 時 、「 あ あ 
Se と な っ て も ら え れ ば それ で いい ) 


社会 に お ける 価値 を 失い 、 役 割 に も 疲れ きり 、 自 分 に も 失望 し 、 
居場所 も 名 前 も 失っ た 彼女 は 、 

(INE, 最後 の 最後 で / 最 後 の 最 後 まで 、 

吊 の 中 で うつ むく 誰か に と っ て 、 何 物 に も 代え 難い 希望] に な っ た の で す 。 


SN この よう に 、 と て も 大 切な 役割 な の で 、FGO 開 始 時 か ら 好 きだ っ た すみ すさ ん に 描い て も らい た く 、 奈 須 の 方 か 
ら デ ザイ ン を 依頼 させ て いた だ きま し た 。 
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۳۳ 
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青い パー ツ は 、 外 側 の 白い パー ツ 上 部 に 固定 され て いま す 。 
中 心 に は 碧 く 輝く 石 が 収まっ て お り 、 浮 いて いま す 。 


断面 図 
< 一 全 
局 平 气味 四 从 L 形 下 才 


互い 違い に 交差 し て いま す gan Y 
a 


De マー リン の 杖 に 巻い て ある 布 と 同じ で す 。 
先 の 方 は 解け て 房 状 


木 ・ 円 環 を 貫通 し た ピン は 折れ 曲がり 
杖 ( 棒 部 分 ) に 繋が り 保持 され ます 。 


W 从 


マー リン ( 男 ) の 杖 と 共通 デザ イン 
( 木 を 留め る ピン の 位置 は 違い ます ) 


円 形 上 に 伸び た ピン に よっ て 


木 の オ ブ ジ ェクト が 留め られ ます 。 
ピン の 間隔 、 角 度 は 同じ も の と し ます 。 


棒 部 爺 の 断面 は 真 円 で す 


デザ イン : 下越 


正 十 二 角形‏ و 


デザ イン : 下越 


CHARACTER Profile 


Comment from Illustrator 


キャ スト リア は 霊 基 第 二 の デ ザイ ン か ら 入 り 、 第 一 、 第 三 と 作成 し て きま し た 。 霊 基 第 二 は 、 第 二 部 開始 時 に ラフ デザ 
イン を 起こ し た も の で す 。 キャ スタ ー ク ラス の アル トリ ア … と いう こと で 恩 い 浮か ん だ の が 「 マ ー リ ン の 杖 を こっ そり 
持ち 出し て きた アル トリ ア が お 忍び で 魔術 師 の 愉 好 を し て いる ] と いう も の で 、 ポ ー ズ 含め て その 時 に ほぼ シル エッ ト 
は 出来 上 が っ て いま し た 。 改め て キャ ラク ター 化す る 際 に 、 シ ナリ オ で の 役回り な ど を 聞い て 霊 基 第 一 を 作成 し 、 最終 
段階 に いさ わし い 姿 に し よう と いう こと で 、 霊 基 第 三 で は ガラ ッ と コン セプト を 変え て 、「 魔 術 を 極め た アル トリ ア ] と 
し て 新た に デザ イン を 模索 し まし た 。 デザ イン を 進め て いく うち に 、F GO を 通じ て 得 ら れ た 色々 な 経験 が 集約 され て 
いく よう な 感覚 も あり 、 格 別 の 思い 入れ を 持っ て いま す 。 (HAR) 
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正面 (裏表 同じ ) 
1 ۰ RHE DIE EBS 
と デザ イン は 同じ 


デザ イン : 下 越 


横 (左右 同じ ) 
護 拳 無し 護 挙 有り 


J & © 


BERL) — 2121260۱ ١ 
が あり ます 


| 合 部 分 の デザ イン は シー ムレ ス 
に 繋が り ま す (段差 や 溝 は 無し ) 


IE Ly DIE. RMI 
هه‎ 


名 無し の 妖精 
(ホー ブ ) 


AURORA RL 


۳۱۲۰ د‎ BI RMU 
جات ود‎ BU 36 -2 で は 。 
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DES Wi] 
ヤリ オォ > つ マシ ジミ LEF-7h Bue 


omment from Illustrator 


妖精 と 言っ た ら 蝶 々 の 羽 ! そし て エル フ 耳 ! ۱ ۱ 後ろ は 羽 で 隠れ ちゃ うけ ど 、 育 中 丸 あ き が ロマ ン … そ し て くせ 毛 ショ 
ー ト カッ ト だ と 尚 最高 ! | 最後 に ダヴ メ 元 で ドロ ワー ズ の 設定 を 忍ばせ て 提出 を し て みた 所 、 そ の まま OK を 頂け て と て 
も 嬉し か っ た で す 。 も し 飛べ て た ら こ れ で 安心 で すね 。 依 頼 時 に は 「 花 を 愛す る 妖精 の 少女 「 幸 薄 そ う で 、 健 気 で 、 地 
味 め ] な ライ ン と いう 設定 を 頂い た の で す が 普段 趣味 の 創作 イラ スト を 描く 時 は 変わ っ た シル エッ ト | 装飾 マシ マシ | 
な 事 が 多い 為 あ まり 派手 に な ら な いよ うに 気 を 付け つつ 、 だ けど 少し だ け で も 華やか さ を 感 じ ら れ る よう に する の が 大 
変 で し た 。 首 元 の 花束 に つい て は 派手 に な っ ちゃ うか な … と 悩ん だ の で す が 、 絶 対 花 要素 は 入れ た か っ た の で 、 思 い 切 
つて 入れ て みて 良かっ た で す 。 あと は 、 キ ャ スタ ー ア ルト リア ちゃ ん の 隣 に 並ぶ の を 妄想 し な が ら デ ザイ ン を 考え られ 
た の は と て も 本 沢 で と て も 幸せ で し た …。 (FHT) 


OTHERS 


CHARACTER Profile 


教授 バッ グ 


帽子 も ワン セッ ト に し た か っ た の で 、 そ こ は ち ょ っ と 心残り で す 。 (坂本 みね ぢ ) 


Es from Illustrator 
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マ ア ン ナ 号 ・ 正 面 


4 


omment from Illustrator 


普段 何 か を デザ イン する 時 は 、 全 体 の シル エッ ト か ら 入 る 事 が 多い の で す が 、 マ アン ナ 号 は 、 少 し 変則 的 に コク ピッ ト 
を 先行 し て 作成 し まし た 。 こ の コク ピッ ト を 、 マ アン ナ を 動力 と する 涙 滴 型 の レト ロフ ュー チャ ー 宇 宙 船 に 取り 付け て 
完成 と な り ま し た 。 こ うし て あら た め て 見 る と 、 お た まじ ゃ くし か 人 金魚 みた いで すね 。( ヒ ライ ユキ オ ) 
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CHARACTER Profile 


۹ 
エク フス テラ ポニ テ ド レイ ク 衣 装 を ベー ス に と の こと で そちら より も う 少 し か っ こい い 感 じ に 寄せ まし た 。 乳 が す げーむ 
ち お ち に 描け た の で 満 定 し て いま す 。 ド レイ ク の 乳 は で っ か く 描 いて も な ん か あん まり いや らし く な らん の で 自然 と で 
つか く な っ て いく 。 い や 嘘 ご めん みん な で つっ かく な っ て いき が ち …。 (ワダ アル コ ) 


アル テ ミ ス (アバ ター) 


omment from Illustrator 


えー、 以 前 オリ オン …… も と い ア ル テ ミ ス の 時 に 結構 コメ ント 書い た ん で す よ 。 大 半 カ ッ ト さ れ た ん で す が 。 
原文 見 つけ て きた ん で その 中 か ら カ ッ ト さ れ た 部 分 引っ 張っ て きま すね 。 


も し か し た ら ど こ か の 次 元 に は ロリ 神 ア ル テ ミ ス も 存在 し て る か も し れ ま せん 。 と は いえ 聞い て いる 設定 に 変更 が な け 
れ ば 本 来 の 彼女 は ロリ も 巨乳 も へ っ た くれ も な い 形 し て る と 思い ます が 。 

と は いえ 一 応神 様 …… い え 少 な く と も 元々 人 間 で は な い の で 、 人 間 な らし な い 格 好 、 人 間 な ら 使 えな い 武器 、 人 間 で は 
あり えな い 身 体 的 特徴 を 念頭 に 置い て いま す 。 

髪型 は 月 を 人 遮る 雲 と 牡鹿 の 角 。 服 は 赤い 縁 の つい た サフ ラン 色 の ペ プ ロ ス と ドレ ス の 間 の な ん か そん な 感じ の あれ 。「 人 
間 の 解決 策 | で ある 腰 の 帯 代 わり の 黒い 模様 。 

全体 に 縫い 目 が な く 、 そ も 布 か どう か も 怪し い 素 材 。 光 の 線 は 脈 打 っ て ます し 黄色 か ら 赤 へ の 変化 は 着替え で は な く 服 
が 変化 し て いま す 。 

そし て 本 人 その も の も 人 間 の 構造 も 微妙 に 勘違い し て 模 位 し て いま す 。 

青い 瞳 に は ピン ク で 蜂の巣 型 の 光 の 筋 が 入っ て いま すし 感情 が 吊る と 瞳 が 内 側 か ら 光り ます (FGO 世 界 で は 瞳 の 発光 く 
らい 不思議 な こと で も な ん で も な い 気 は し ます が ) 。 

髪の毛 も 微妙 に 光っ て ます し 、 ス トレ ス を 受け る と 発光 が 赤色 に 変化 し て いく た め 、 後 ろ 髪 先端 を 挟み 込ん で いる 髪 飾 
り の 付近 も 赤く 変化 し て いま す 。 (最終 再 乃 の 際 フ クマ の 乗っ か っ て いる 部 分 も 地味 に 赤く 光っ て ます ) イメ ー ジ 的 に は カ 
ラー タイ マー の 亜 種 な の で プチ 切れ た り し た と き に は 真っ 赤 な 髪 に な る の で は な いか と 。 


それ と アル テ ミ ス は ガチ の 宇宙 怪獣 か 宇宙 戦艦 系 の 端末 と いう か 化身 と いう か 映し 身 と いう か ……。 と も あれ そう いう 
存在 で ある と 言わ れ た た め 、 デ ザイ ン に 意図 的 に SF 的 な 物 が 混じっ て いま す 。 


その 最たる も の が 腰 に 融合 し た メー ター か 取っ 手 か ラン プ 的 な アレ 。 一 応 こ ちら と し て は 確率 転換 煽 と いう 想定 で 描い 
て お り 、 宝 具 使 用 時 、 再 胞 時 に は 服 ら し き 物質 の 質量 が 武器 の 質量 で あっ た 世界 を 引き 寄せ 、 そ の 確率 を 融合 させ て 変 
換 、 威 力 を 増加 させ る 形態 に 変え て いる と いう も の で す 。 神様 が 持つ も の な ん て そん な 理解 で き な い トン デモ ば っ か り 
だ 的 な 。 

と は いえ 技術 の 割 に アナ クロ な 形 な の で 本 人 的 に は オシ ャ レ の 一 部 と いう か アン ティ ー ク な クラ ッ チ バッ グ 程 度 に し か 
考え て いな い の で は な いで し ょ うか 。 


追記 
5? あぁ あの 打撃 系 ビー ム 兵 器 。 
加速 する の に も 確率 弄 く っ て そう な ん で 弦 無い で すし 、 (۰9۱۱۰۵ ESOO じゃ な いで すか ね 。 


と いう 感じ で し た 。 い や 長い わ 。 
そら まぁ あの 時 点 で 出し た ら カ ッ ト さ れ ま すね ! ۱۱ され まし た !!! 


と omment from Illustrator 


今 な らい い の で は 。 と いう わけ で 再 利用 で す 。 駄目 な ら ま た カッ ト さ れ ま す 。 


それ で まぁ つい で に 黒 テ ミ ス は 第 三 再 胞 な の で わか りや すい た め 足 に ご 注目 くだ さい 。 

な ん か ブー ツ と 足 の 境目 が 曖昧 で すね 。 

は いそ う で す 。 こ れ は 服 で は あり ませ ん 。 

自身 を 構成 する 物質 の 形 と 色 を 変え て いる だ け で す 。 

つま り 彼 女 は 服 な ん て 着 て いま せん 。 事実 上 常に 全裸 で す 。 

興奮 し ます ね 。 興奮 し ませ ん か ? じゃ あ 今 言っ た こと 忘れ て 。 

きち ん と 指定 すれ ば どん な 服 に も 変形 で きま す 。 スー ツ と か ドレ ス と か 水着 と か 。 な ん な ら 目 分 自身 すら 変形 で きる 
と 思わ れ ま す 。 最終 的 に は 設定 次 第 で す が 。 


それ と 実は これ 仮面 と か ゴー ブル じゃ な いで す 。 

アル テ ミ ス の 頭 部 に 相当 する 部 分 の 柔らか いん だ か 固い ん だ か わか ら な い 構 成 物 が 裂け て 中 か ら 高 性 能 な 観測 機器 が 
見 えて いる 状態 で す 。 

人 間 の 形 と は 全く 合理 的 で は な いも の で 、 身 体 に 対し て で か すぎ る 頭 、 腕 が 一 本 、 脚 が 二 本 、 指 が 石本 、 本 来 全 く 無 
駄 で 不 愉 好 な 形 な の で す 。 

特に 目 が 少し 離し て 二 つ 。 射撃 管制 機 と し て これ は 無駄 の 極み 過ぎ ざ て どう し て も 許容 で き な か っ た 。 だ か ら 捨 て た 。 

つま り 結 局 ど ん な に 理由 を つけ て も 目 の 配 置 し か オリ オン の 好み の 形 を 捨て られ な か っ た わけ で す 。 か わい いで す よ 
ね 。 

そし て 感覚 器 の 目 に 当たる 部 分 が 複眼 の よう な ハニ カム 構造 に は つて いる の で す が 、 実は 人 間 型 の アル テ ミ ス の 瞳 も 
そう な っ て いま す 。 や は り 最 初 か ら 人 間 で は な い 人 型 の 何 か な の で す 。 

まぁ か な り 小 さく 描い た の で すん ご い ア ッ プ に し な いと まず 見 えま せん が 。 


多分 オリ オン に その 瞳 も 綺麗 だ と か 営め られ た こと が ある ん じゃ な いで し ょ うか 。 

だ か ら 目 を 捨て て も 瞳 そ の も の は 彼 に は 解る と 信じ て いる と いう …… 結 局 何 も 捨 て て ね え じ ゃ ね え か ! 

と いう 妄想 を し な が ら 描 きま し た 。 

あっ た り ま え で し ょ な ん で ダー リン か ら 貰 っ た も の 捨て な きゃ な ん な い の よ ! と か いう ん じゃ な いか な この 女神 様 。 


まあ 描い て た 最 中 の 絵描き の 妄想 な の で 話 半 分 に どう ぞ 。 そ も 描い た 時 点 で は 話 を まっ た く 知ら な い の で 実際 どう だ 
つた か は 本 編 や 設定 を 参照 の こと で ある 。 (I-IV) 


omment from Illustrator 


あま り 奇 を て ら わ ず に 、 わ か りや すい ギリ シャ 神像 を 意識 し て デザ イン し た 事 を 覚え て いま す 。 その 上 で 、 と に か く 5 
量 で 圧力 を ] と 思い な が ら 筋 肉 を モリ モリ し まし た 。 ボリ ュー ミィ な ヒゲ と 筋肉 マッ チョ な 神様 っ て 、 い いも の で す よ 
ね ヘ ~~~!! (Azusa) 


う 設 定 を 頂き まし て 、 結果 裸 エ プロ ン ぽ く な り ま し た ! 流れ で メロ ン パ ン ぽ い 物体 も 追加 。 多 分 便利 な デパ イス か 何 か 


デメ テル は 豊 筑 、 穀 物 の 女神 な の で パン を 作る 激 女 の イメ ー ジ で デザ イン し まし た 。 加 えて 女神 っ ぽく 規 出 を 多め と い Y 
だ と 思い ます 。(okojo) 
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omment from Illustrator 


私 が 今 まで 生き て きた 中 で 一 番 つ よそ うな 女 の 思 い 出 、 ベ タ な パブ プル ファ ッ シ ョ ン で 農道 ガン ガン 歩い て たか っ こい い 
美人 の 女 が モデ ル で す 。 当時 まだ 幼女 の アル コ は 大 きく な っ た ら こ ん な 風 に な る ん や ろ な みあ 草 (HB CHB) 思っ た ん 
で す が 全 方 位 的 に そん な 気配 を 見 せ ず 育ち まし た 。 と て も 残念 で す …。( ワ ダ ア ルコ ) 


SEEN 
4 NN 
RN 


1 
) 


١ 


SI 


マカ リオ ス 


CHARACTER Profile 


髪 飾 り : 向かっ て 左側 の み 


先 に 頂い て いた 住民 NPC の 衣装 を 参考 に 、 シン プル な 装い に し まし た 。 アデ ー レ は 大 人 っ ぽく 、 マ カリ オス は 生意気 な 
感じ に 見 えれ ば と 思い ます 。 (hou) 
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向っ 人 た 大 用 の 
88۶ ۴ 


omment from Illustrator 


異常 に 大 事 な モ ノ を 任 さ れ て し まっ た 、 と いう の が 第 一 印象 で し た 。 彼 の 境遇 や 諸々 が あま り に も し ん どく て 仕事 の 合 
間 タ タ ミ に 寝 こ ろ び な が ら ポ ロ ポ ロ 泣 いて まし た 。 心 の 安定 を 図る た め に 彼 が キリ シュ と 仲良 く 暮らす 様 を 空想 し て ま 
し た 。 お 風呂 に 入れ て 、 き れい な 服 を 着せ て … 美 味 し いも の を あげ て … え えと それ か ら … そ れ か ら …。 (HRA) 
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CHARACTER Profile 


各部 詳細 | 


Comment from Illustrator 


SMIWTFIANILDBENUINFSKRENSTET, TOBSENRTIAIILENTUET. 案 を 重ね る に つ 
れ て どん どん ゴツ く な っ て いき 、 結 果 、 巨 大 で 分 厚い も の に な っ て し まい まし た 。 展開 前 の 形状 が 気に入っ て ます 。 ち 
な み に 巨 大 な 十字 架 の よう な 形 に 変形 する 案 も あり まし た 。( ヒ ライ ユキ オ ) 
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